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　2011年３月11日に東日本大震災において、亡くなられた皆様、被災され、いまだ行方不

明の家族を探す多くのご遺族の皆様に、心から哀悼の意を捧げます。未曽有の災害は、多

くの犠牲者を出したばかりではなく、日本経済をも揺るがし、１年が経とうとしているに

も関わらず、確たる復興の兆しが見えない中にあります。釧路でも長引く不況の影響は、

少なくありません。

　そんな中、我々異業種研修団体として、昭和37年２月に発足した当クラブが50周年を迎

える事は、会員一同の結束の賜物と思われ、ささやかながら祝賀の宴を催す事、心より嬉

しく思う次第です。

　思えば一口に50年と言っても、半世紀の歴史に当たります。この節目の年次に会長職に

当たることは、大変な重責でもあります。異業種の一国一城の経営者同士が集まり研鑽を

する。言葉で言えば簡単に思える事も、実際には船はあちこちと彷徨い、舵取りは難しい

航海であったと思われます。そんな中諸先輩の体験談、アドバイス、力添えがあって釧路

あすなろクラブは「明日は檜に」との思いで活動を続けてきました。

　この50年は会員相互の理解と、まさに研修の50年でありました。歴代の役員の皆様には

クラブ内の様々な改革、改善にも取り組んで頂きました。近年では、若い世代の活躍も目

覚ましく、クラブ内に颯爽とした風が吹いているのを感じます。

　今こそ会員一人ひとりの力を結集、釧路の経済活動や発展に提言し、底力を発揮するべ

き時との思いを強くしています。今後更に10年、20年と経ち、“あすなろ”が立派な

“檜”として釧路の街をその大きな枝葉でおおい、街の方向性を指し示す大樹となってい

る事を思い描き、巻頭のご挨拶とさせていただきます。

釧路あすなろクラブ
　　　50周年によせて

	 釧路あすなろクラブ会長　齊　藤　政　行
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　このたび、釧路あすなろクラブが創立50周年という大きな節目を迎えられましたこと
に、心からお祝いを申し上げます。
　ご案内のとおり、釧路あすなろクラブは昭和37年２月18日に創設されて以来、釧路地域
における経済研修団体、異業種交流団体の草分けとして、月々の例会をはじめ、会員相互
の交流と販売技術向上のための情報交換など、多岐にわたり活動を積極的に展開されてま
いりました。
　その半世紀にわたる歴史の中で、「郷土を愛し、仕事に徹し、人と和す」の三つの信条
を胸に地域のためにまい進され、多大なる功績を残されてまいりましたことは、歴代会
長、役員並びに会員の皆様の長年にわたる献身的なご尽力の賜物と、釧路市民を代表し感
謝を申し上げます。
　さて、経済・社会情勢が大きな変革を迎えている今日、釧路市におきましては、財政の
健全化や少子高齢化社会への対応、雇用対策等の課題がある一方、釧路港の国際バルク戦
略港湾の選定や耐震旅客船岸壁の供用開始など明るい兆しが萌芽しているとともに、釧路
地域には、冷涼な気候や豊かな自然、豊富な資源が存在しております。
　私たちは、市民・企業の皆様と知恵を出し合い協働した中で、これらの地域の環境や特
性・資源を活かした活力ある「ふるさと釧路」を実現することで、未来を担う子ども達へ
引き継いでいくことが使命であると考えるところでございます。
　釧路あすなろクラブの皆様におかれましては、栄えある50周年を新たな契機として相互
の結束をなお一層強固なものとされ、これから始まる新たな未来へ向けて、産業をはじめ
生活環境、福祉、教育などあらゆる分野において個々の創造性、先見性を存分に発揮さ
れ、釧路の更なる発展のために、旧に倍する力強いご支援を賜りますよう、心からお願い
申し上げる次第でございます。
　結びにあたり、釧路あすなろクラブの今後なお一層のご隆盛とともに、会員の皆様の
益々のご健勝・ご活躍を衷心よりお祈り申し上げ、お祝いの言葉といたします。

新たな半世紀への
　　　　　門出を祝し

	 釧路市長　蝦　名　大　也
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　釧路あすなろクラブが創立50周年を迎えられますことを心よりお慶び申し上げます。
　釧路地域にある異業種交流団体の草分けとして昭和37年２月に設立されて以来、半世紀
にわたって経済研修を柱とした自己研鑽や幅広い活動を脈々と継続されている貴クラブの
活動は誠に意義深く、高く評価されるものであります。
　また、歴代の会長さんをはじめ、各役員・会員の皆様には、日々経済活動の第一線に立
たれ、多忙を極める業務の中「郷土を愛し、仕事に徹し、人と和す」を信条とし、限りな
い情熱と固い結束をもってクラブ運営を支え、その活動を通して地域社会の発展に多大な
る貢献と功績を残して参られましたことに深甚なる敬意と感謝の念を表します。
　ご承知のとおり私共を取り巻く社会経済情勢の変化は、近年スピード感を増し、その影
響規模は従来と全く異なったものとなっております。６年前の釧路市と阿寒町・音別町と
の合併も大きな出来事でしたが、経済ベースで考えれば、海外の金融機関の破綻が100年
に一度の世界大不況を誘引し、今も尾を引いていることや、記憶に新しい昨年３月11日の
東日本大震災による大地震・大津波と原発事故は、日本だけでなく世界の社会経済に大き
な影響を与えています。
　このような極めて厳しい環境下において、地元中小企業にはこれまで以上のチャレンジ
精神と対応が求められており、釧路管内はもとより根室圏、北網圏など「ひがし北海道」
をベースに、類まれな素晴らしい自然環境や豊富な農林水産資源を活かした産業を創造し
て行かなければなりません。そしてその推進には、まさに皆様が目指されている強いリー
ダーシップと、あらゆる垣根を越えたパートナーシップが必要であります。
　貴クラブにおかれましては、この度の創立50周年という節目に過去の歴史を振り返るだ
けでなく、ひとつの通過点と考え、数百年にわたって神秘的な生命力を保つ「あすなろの
木」の如く、さらに年輪を刻まれ、地域の発展にご尽力賜りますことをお願い申し上げる
次第です。
　結びに、釧路あすなろクラブの今後益々のご発展と会員企業のご繁栄を心より祈念申し
上げ、お祝いの言葉と致します。

祝　　辞

　　　　　　　　　釧路商工会議所

	 会　頭　山　本　壽　福
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　釧路あすなろクラブの創立50周年を心よりお祝い申し上げます。

　釧路地方の商工中小企業経営者がお互い学び合い、助け合うことを目的に昭和37年２月

有志19人で結成以来、半世紀の長きにわたって着実な活動を重ねられ、この地方の異業種

交流団体の草分け的存在として“互助の力”で地元経済発展の確固たる一翼を担われてお

りますことに、心より敬意と感謝を表します。

　中小企業をめぐる経済環境は、いつの時代も常に激しい変化の連続です。釧路地方のこ

の厳しい情勢に立ち向かい、乗り越えるには優れた経営手腕が求められます。その中に

あって貴クラブが歴史を積み重ね、50周年という今日を迎えましたことは、会員の経営者

皆様個々の社業にかける情熱とともに、絆を大切に知恵を出し合い、お互いを高め合って

こられた賜と拝察いたします。

　貴クラブが掲げる「郷土を愛し、仕事に徹し、人と和す」の信条は、私ども釧路新聞社

の創業者片山睦三が社是として掲げた「郷土ありて我あり」の心と軌を一にするものと受

けとめております。仕事を通して愛する郷土に尽くすという郷土愛に燃える並々ならぬ決

意こそ、これからも幾多の試練を乗り越えていく源であると確信しております。

　“あすなろ”とは“あすは檜になろう”という満ちあふれるエネルギーを内に秘めた名

称です。釧路経済は、従来の基幹産業の低迷と少子高齢化のなかで先行き不透明な時代を

迎えてはおりますが、会員皆様が半世紀の歴史の中で培ってこられました貴重な経験と知

恵を釧路経済界のために活かしていただくことが、地元経済活性化をはじめ、各分野の地

域づくりの原動力になるものとご期待申しあげております。

　貴会ますますのご隆盛と会員皆様のご健勝、ご活躍をお祈りしてお祝いの挨拶とさせて

いただきます。

創立50周年を祝して

　　　　　株式会社釧路新聞社

	 代表取締役社長　春 日 井　　茂
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　早いもので50年、釧路あすなろクラブ設立時に、参画した一員として誰よりも嬉しく喜
びを噛み締めている者であります。
　歳月の中で、共に設立を計画し、論じ合い立案し、クラブ設立に漕ぎつけた同士の諸氏
も半世紀の間に物故され、私だけが残っている次第であります。
　良く使われる言葉に「継続は力なり」と言われますが会員の各位の辛抱強く謙虚で積極
的な努力によっての継続であった事に深甚なる敬意と感謝を申し上げたいと存じます。
　日本経済にとっても「失われた20年」のデフレ以後、停滞期に突入、経済の様子も一変
し発展途上だった郷土釧路は、主力だった一次産業の水産の低迷、石炭産業の閉山等の要
因も重なり、一時は人口25万都市を目指し目標としたものが今日では18万人を切るまでに
減少、会員の各位も事業上にも苦労の多い運営を重ねておる事と想像します。
　郷土の発展こそが釧路あすなろクラブの原点であります。私の部屋の壁に東日本大震災
の標語「３・11　あの日を忘れない」のシールが張られて居り、郷土の有り難みを知り、
人の絆の大切さを深く感じる時代になりました。
　自然淘汰とは申せ、私達の住む釧路も、地震津波の被害をいつ被るかわからない土地で
す。これからの街造りは、その土地に住み営む者によって作られる時代に成りつつあります。
　災害があっても市民の生命を守れる、都市造りは今から計画し実行しなければ、釧路の
将来は無いものと想います。
　この50年の節目にあたり新しい力を持って郷土釧路発展のため盡力を尽くして頂きた
い。
　今は終日、テレビ観戦を仕事としている毎日ですが、我が会の信条を守り努力を積み、
市議・道議・釧路市長と下積みから請われて国会議員になった伊東良孝氏が質問に立ち、
主としてＴＰＰ問題、災害について論理を展開、堂々として威ならず、理路整然として己
の信念を主張してる様子を見てあすなろクラブの献身的な研修の賜と一人、自画自賛の喝
采を贈った一人であります。
　これからの本会の皆様に地元経済人としての底力を発揮し郷土釧路の発展を担う存在あ
る団体として会員諸氏に理想の都市の創造を託し本会の発展を祈り、事業の繁栄を願い心
からの活躍を祈念致しております。

あすなろ半世紀の絆

	 チャーターメンバー　今　田　英　三
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　釧路あすなろクラブが釧路地域の営業の第一線で活躍するメンバーにより、会員相互の
交流と経営並びに販売技術の向上を期するための情報交換、研修を目的として、昭和37年
２月に創立されて以来、50年という節目を迎えることができました。
　今回も、創立記念実行委員長をお引き受けする事になりましたが、歴代の会長や会員、
多くの関係者の皆様のご協力を得て、この50周年記念誌の発行を始め、記念事業や式典、
祝賀会を開催することができましたことを、心より感謝と御礼を申し上げます。
　私のクラブ入会は昭和55年７月ですが、その後の30周年記念事業では第18代会長とし
て、また40周年と今回の50周年では創立記念実行委員長として、節目節目に大役を仰せ付
かることとなり、誠に光栄に存じております。
　この30年間を振り返りますと釧路あすなろクラブにおける会員の皆様との友情や経験
が、現在の私にとりまして掛け替えの無い貴重な財産となっていることを改めて痛感させ
られ、心より感謝致しております。
　さて、釧路あすなろクラブが半世紀もの永きに亘り、異業種交流団体の草分けとして、
１業種１社を原則に50～60名の会員を擁し、毎月１回の研修会活動を営々と継続しており
ますことは驚異的なことであり、また大変難しいことでもあります。
　それだけにこの50年は、歴代の会長、会員の皆様の並々ならぬクラブ運営への努力と本
会を維持するアイディアや事業計画など皆様の熱意で築き上げて、正に金字塔でありま
す。
　現在、釧路地方はかって隆盛を極めた水産・石炭が大きく変貌し、また商店街にあって
は中心部の空洞化など、かつてない厳しい経済環境に晒されておりまして、今こそ地元経
済人の底力と奮起が期待されております。
　釧路あすなろクラブもこの50周年を契機に更に大きく飛躍し、釧路地方経済の発展を担
う存在感のある団体として、今まで培った英知を結集し、情熱を持って果敢にチャレンジ
魂を発揮していこうではありませんか。
　会員皆様のご隆盛とご健勝を心よりご祈念申し上げ、ご挨拶と致します。

明日への飛躍を目指して�

	 50周年記念実行委員長　伊　東　良　孝
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会員プロフィール会員プロフィール
プロフィール 入会年 平成21年 生年月日 昭和37年10月26日生

自 分 の 性 格 温厚である。

趣 味 フライフィッシング

いつも心がけて
いる事 人に迷惑をかけないこと。

クラブに入会して
良かったこと 別になし

プロフィール 入会年 平成24年 生年月日 昭和34年２月15日生

自 分 の 性 格 少し短気です。約束時間が過ぎて待つのはキライ。

趣 味 音楽を聴くこと。スポーツ番組を見る。

いつも心がけて
いる事 出来るだけ声を出して挨拶する事。

クラブに入会して
良かったこと 他業種の方と交流が出来、その業種の仕事を知ることが出来る。

プロフィール 入会年 昭和58年 生年月日 昭和26年10月10日生

自 分 の 性 格 決定したことは最後までする事。物事に対してすぐ考え込む事。

趣 味 読書 ラジコン飛行機

いつも心がけて
いる事 他人の話をよく聞き、理解しようとしている事。

クラブに入会して
良かったこと 多くの方と知り合いになった事。

プロフィール 入会年 昭和55年 生年月日 昭和23年11月24日生

自 分 の 性 格 性格は温厚だが、信念は曲げない性格。人との付き合いは良いほうであるが、嫌いな人
と無理して付き合うほどではない。人の悪口は言わない事としている。

趣 味 ギターを弾き、歌を唄う事。又、好きな音楽を聴く事。パソコンでのイン
ターネット。旅行やドライブ。

いつも心がけて
いる事

釧根地方、北海道のために何ができるかを常に考え、そこに住む人、働く人が何を考え、どんな
意見や夢を持っているか把握したい。忙しいが時間を大事に使いたいと心がけている。

クラブに入会して
良かったこと

入会（Ｓ55）して31年経ちましたが、クラブは人の出会いの原点でした。今日の私があるのはあすなろク
ラブのお陰です。今後はクラブメンバーが入会して良かったと思える交流の深まりと拡大を希望します。

青塚　広美

安代　久仁

安藤　栄治

伊東　良孝
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プロフィール 入会年 平成22年 生年月日 昭和45年11月30日生

自 分 の 性 格 温厚・少し短気

趣 味 スポーツ観戦

いつも心がけて
いる事 誠実に

クラブに入会して
良かったこと 異業種の方の話を聞いて、勉強になります。

プロフィール 入会年 平成17年 生年月日 昭和22年８月16日生

自 分 の 性 格 マイペース・おおらか・人見知り。

趣 味 グルメ番組を見ること・読書・飛行機の操縦

いつも心がけて
いる事 どんな時も笑顔でいる事。短い時間でもできるだけ本を読む様にする事。

クラブに入会して
良かったこと 色んな人の話が研修会等で聞けるので参考になります。

プロフィール 入会年 平成23年 生年月日 昭和34年６月26日生

自 分 の 性 格 冷静沈着・用意周到

趣 味 スポーツ観戦

いつも心がけて
いる事 時間厳守（５分前）

クラブに入会して
良かったこと

各部会で勉強会、会議等で、自分の知らない事がたくさんあって非常に為に
なっている。

プロフィール 入会年 平成18年 生年月日 昭和30年１月４日生

自 分 の 性 格 温厚・曲がったことが嫌い。

趣 味 バイク・車（レース等）・パークゴルフ・アイスホッケー

いつも心がけて
いる事 感謝の気持ち。

クラブに入会して
良かったこと 友人が増えた。年齢差の大きい人と、頻繁に話ができる。

プロフィール 入会年 平成17年 生年月日 昭和29年３月26日生

自 分 の 性 格 几帳面であり融通が利かない。

趣 味 酒を飲む事。親父ギャグを言う事。

いつも心がけて
いる事 気持ちをいつも穏やかにする事。

クラブに入会して
良かったこと 色々な業界の人と知り合える事。

猪俣　利之

岩田　俊明

岩田　義雄

及川　雅順

小野寺英夫
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プロフィール 入会年 昭和53年 生年月日 昭和21年10月29日生

自 分 の 性 格 人生50歳頃まで、結構強気な事を言って来たつもりですが、段々と、話を合
わせる様になっている、自分に活を入れたい。

趣 味 高校の頃から、40歳位迄エレキでバンドマン。現在も、色々と趣味多彩だが
体力が付いていかない。

いつも心がけて
いる事 対人関係には、失礼の無いように心掛けてはいますが、評価は何処に？

クラブに入会して
良かったこと

入会して34年、当時は会員皆様が我クラブにプライドを持ち、常に前を見て
行動していました。50年を期にしてチャレンジを。

プロフィール 入会年 平成24年 生年月日 昭和42年８月14日生

自 分 の 性 格 競うのが苦手。平和主義

趣 味 ミリタリーオタク

いつも心がけて
いる事 人に不快な思いをさせない事。

クラブに入会して
良かったこと 歴史と伝統のあるクラブに入会できて光栄に思います。

プロフィール 入会年 平成８年 生年月日 昭和27年１月16日生

自 分 の 性 格 普段は、温厚に過ごして居りますが、時折、意地を張る所も有り、日常的に
は、気さくで、フレンドリーな面も有ると思われます。

趣 味 季節的に、家庭菜園を行っています。銭湯（温泉）巡り。

いつも心がけて
いる事 健康に留意し、平常心で日々暮らす様、心掛けて居ります。

クラブに入会して
良かったこと 自分の環境と違う方々と知り合い、私の人生でも大きな支えとなりました。

プロフィール 入会年 平成17年 生年月日 昭和35年12月29日生

自 分 の 性 格 頑固者。あまり自分を出さないところが欠点。

趣 味 パソコン

いつも心がけて
いる事 すぐ行動！地道に努力！感謝！

クラブに入会して
良かったこと

かけがえのない友達に会えた事。先輩諸氏にあすなろの歴史や、釧路の事について、熱く語っ
ていただいたこと。例会がクラブだけではなく、広く一般にも開放されると良いですね。

プロフィール 入会年 平成13年 生年月日 昭和31年９月15日生

自 分 の 性 格 廻りの声に耳を傾ける一方で頑固な一面をもつ。

趣 味 魚釣り・山菜取り

いつも心がけて
いる事 毎年のスローガン（目的）を見失うことなく行事参加に努める。

クラブに入会して
良かったこと

異業種のエキスパートである会員との交流は、広く知識を高める大切な機
会。

木内慎太郎

河村　浩道

菊池　吉郎

木元　章義

草島　守之
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プロフィール 入会年 平成４年 生年月日 昭和15年９月20日生

自 分 の 性 格 温厚・気長

趣 味 家庭菜園

いつも心がけて
いる事 健康管理

クラブに入会して
良かったこと 知人関係が多くなった事。

プロフィール 入会年 平成23年 生年月日 昭和49年１月４日生

自 分 の 性 格 温厚・負けず嫌い

趣 味 旅行・プラモデル（飛行機）

いつも心がけて
いる事 自己に厳しく他にあたたかく・有言実行

クラブに入会して
良かったこと たくさんの人と知り合い、多くの事を学ぶ事が出来る。

プロフィール 入会年 平成10年 生年月日 昭和22年４月１日生

自 分 の 性 格 思いついたら即実行！

趣 味 音楽

いつも心がけて
いる事 義理人情を大切にする。

クラブに入会して
良かったこと 良き先輩と仲間に恵まれた事。

プロフィール 入会年 平成10年 生年月日 昭和31年７月30日生

自 分 の 性 格 温厚で明るい性格。

趣 味 ガーデニング・音楽鑑賞

いつも心がけて
いる事 人の為になる事。

クラブに入会して
良かったこと なし

プロフィール 入会年 平成19年 生年月日 昭和46年９月28日生

自 分 の 性 格 明るく楽しく元気よく・礼儀を重んじる性格

趣 味 海釣り・アウトドア

いつも心がけて
いる事 明るく元気よく・廻りをよく見て行動する。

クラブに入会して
良かったこと

様々な方、色々な方と出会って良かったですし、自分の輪が大きくなりまし
た。

黒田　厚司

久保　隆雄

近藤　義男

坂本　裕人

斎藤　剛史
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プロフィール 入会年 平成３年 生年月日 昭和23年４月４日生

自 分 の 性 格 若いころは、短腹な所もありましたが、今は、人の話をよく聞くようになったと思っております、
また自分では、間違った事が嫌いなので、損する時も有ります。

趣 味 今は、ハウスで、野菜作りをしています。パークゴルフを時々、暇が有れば
します。後は、パチンコを暇が有ればします。

いつも心がけて
いる事 和

クラブに入会して
良かったこと 人の温かさ、お互いに相談し又、話し合える事。

プロフィール 入会年 平成10年 生年月日 昭和39年７月30日生

自 分 の 性 格 明るい。

趣 味 手芸

いつも心がけて
いる事 いつも笑顔

クラブに入会して
良かったこと 多くの方と知り合え、色々な事を教えていただける事。

プロフィール 入会年 平成12年 生年月日 昭和26年８月28日生

自 分 の 性 格 マイウェーで、適当

趣 味 アウトドア・旅行・パチンコ・パークゴルフ

いつも心がけて
いる事 他人に迷惑をかけない事。

クラブに入会して
良かったこと 仲間が増えた事。色々な形で勉強ができた事。クラブが永久に続く事。

プロフィール 入会年 平成19年 生年月日 昭和28年５月２日生

自 分 の 性 格 明るい・一つの事を継続するのが好き・前向きに物事を考える事が出来る。

趣 味 スクエアダンス

いつも心がけて
いる事 笑顔で明るく、元気に素直に謙虚であること。

クラブに入会して
良かったこと

年間テーマに添った部会例会の発表があり、部会の人達と作り上げていく楽
しさを知った事。

プロフィール 入会年 平成10年 生年月日 昭和28年１月１日生

自 分 の 性 格 チャレンジ精神と、ねばり強いところ

趣 味 ゴルフ

いつも心がけて
いる事 仕事と遊び

クラブに入会して
良かったこと 交流と沢山の体験や見聞を広げられた事。

齊藤　政行

佐藤　敦子

清水　雅則

杉本　眞美

杉山　宏司
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プロフィール 入会年 平成２年 生年月日 昭和13年11月30日生

自 分 の 性 格 馬鹿真面目・約束事は寝なくても守る方

趣 味 旅行・パークゴルフ・切手収集

いつも心がけて
いる事 人と人との断ち切りがたい結びつき（絆）

クラブに入会して
良かったこと 年の差に関係なく多くの仲間が出来た事、この会が永遠に続く事を望む。

プロフィール 入会年 平成19年 生年月日 昭和52年３月17日生

自 分 の 性 格 真っすぐ（に見られる）・柔軟性がなく（見られる）

趣 味 食べ歩き・映画鑑賞

いつも心がけて
いる事 相手の気持ちを考えて、客観的に自分を見る事。

クラブに入会して
良かったこと 様々な年代の方々と知り合う事が出来、様々な意見を聞く事が出来た事。

プロフィール 入会年 昭和47年 生年月日 昭和14年５月28日生

自 分 の 性 格 積極的且つ温厚

趣 味 旅行・家庭菜園・釣り

いつも心がけて
いる事

健康管理と過去を振り返らず、前向きに物事を考える。人間関係は大切にす
る。

クラブに入会して
良かったこと

身近に各業種のプロと出会えた事に感謝している。若い人の入会を増やして
末長く続くクラブに成るように望む。

プロフィール 入会年 平成19年 生年月日 昭和27年２月19日生

自 分 の 性 格 おおざっぱ、マイペース、馬鹿正直（俺に秘密は話さない様に）争い事は嫌い、起きたら
出来るだけ緩和する方向に動く。多数派にはつかない、自分の考えを貫く。

趣 味 登山・釣り・カヌー・ガーデニング・アウトドアスポーツ全般

いつも心がけて
いる事 家族、友人は自分の人生の宝物。仕事は創造性と、人間味が大事。

クラブに入会して
良かったこと

何と言っても、いろいろな人との出会い、交流が一番。異業種、異分野の人
達から色々な事を学べる事。

プロフィール 入会年 平成17年 生年月日 昭和32年８月21日生

自 分 の 性 格 たまに、まともな事を言ったりするため、時々常識人と勘違いされる事も有
るが、母曰く「あまのじゃくの強情っぱり」皆様、お気をつけあれ。

趣 味 犬

いつも心がけて
いる事 悲観的に準備し、楽観的に実行する。

クラブに入会して
良かったこと

世代・年代の異なる交流が出来る事。入会しなければ有り得ない経験が出来
ている事。研?の場としての側面が、より高まって行く事を期待しています。

関　　昭次

関川　孝輔

泰地　秀信

高木　俊一

谷口　耕二
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プロフィール 入会年 平成24年 生年月日 昭和36年２月25日生

自 分 の 性 格 我が道を行くタイプ。優柔不断で人の意見をあまり聞かず困った者です。で
も時には、素直な一面を見せる時もあります。

趣 味 人に紹介できるような趣味はありません。無趣味が趣味です。しいて言うな
ら、パチンコを少々打つ程度です。

いつも心がけて
いる事

人に嘘をつかれるのが嫌いなので、自分自身も他人には嘘をつかないように
しています。馬鹿正直でもいいじゃない

クラブに入会して
良かったこと

まだ入会したてなので、ハッキリと言えませんが、大変フレンドリーな温か
いクラブだと思いました。

プロフィール 入会年 平成23年 生年月日 昭和45年８月24日生

自 分 の 性 格 石橋を叩いているうちに割る

趣 味 カヌー・カヤック・キャンプ・自転車・真空管アンプ製作・ウクレレ・ＪＡ
ＺＺフェス」めぐり　他多数

いつも心がけて
いる事 物事や思考は、ほどほど広くそこそこ深く、たまにはとっても深く。

クラブに入会して
良かったこと 今まで全く交流のなかった業種の方と交流がもてた事。

プロフィール 入会年 昭和58年 生年月日 昭和28年２月１日生

自 分 の 性 格 明るい・温厚の所

趣 味 茶道

いつも心がけて
いる事 クラブの信条・郷土を愛し・仕事に徹し・人と和す。

クラブに入会して
良かったこと 異業種の方々との交流が出来た事。

プロフィール 入会年 平成15年 生年月日 昭和28年８月27日生

自 分 の 性 格 朗らかで有言実行。でも本当は硝子の心を持つ一面もあり。

趣 味 料理作り・時々シャンソンなど歌う事。出来る事なら一日家にいて家事をし
ていたい。

いつも心がけて
いる事

Think like a Ｍan（人として正義） Act like a Lady（淑女の品性） Work like 
a Dag　（仕事に誠実）

クラブに入会して
良かったこと 異業種の方の交流。男性諸氏の本音の部分が観察出来た事（？）

プロフィール 入会年 平成15年 生年月日 昭和38年５月１日生

自 分 の 性 格 短気

趣 味 アマチュア無線

いつも心がけて
いる事 仲間意識

クラブに入会して
良かったこと 知り合いが増えた。

寺澤　一春

栂野　卓也

中尾　嘉男

永田　敦子

中村　　博
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プロフィール 入会年 平成13年 生年月日 昭和47年３月23日生

自 分 の 性 格 負けず嫌いで人の為に骨を折る事を惜しまない。

趣 味 ゴルフ・飲み二ケーション・温泉

いつも心がけて
いる事

信念を持っていつも希望を失わないでやる事。人任せではなく誰かがではな
く、まず自分がやると言う事を心がけたい。

クラブに入会して
良かったこと

講演等で地域、いろいろな経営者などの話が聞け学び得る事が沢山あり、経験、年齢に関係なく同じ
経営者として楽しく色 な々方と話が出来る事。いつまでもあすなろクラブが誇りある会であってほしい。

プロフィール 入会年 平成４年 生年月日 昭和22年10月９日生

自 分 の 性 格 温厚。協調をモットーとして、人と接してます。

趣 味 ギター演奏

いつも心がけて
いる事 どんな人とも仲良くし、世界平和を望む。

クラブに入会して
良かったこと

神社のパレードで普段歩けない車道を歩き街の中を、歩行者目線で見られる
事。

プロフィール 入会年 昭和56年 生年月日 昭和20年３月15日生

自 分 の 性 格 年を重ねても、短気は直らない。

趣 味 仕事・音楽・ドライブ・パークゴルフ

いつも心がけて
いる事 有言実行

クラブに入会して
良かったこと

色々な人々との付き合いで、良い面、悪い面も勉強させて頂いた。これから
もと思う。

プロフィール 入会年 平成17年 生年月日 昭和28年12月23日生

自 分 の 性 格 単純で解り易く明るく元気。（お酒を飲むと性格が変化・・・・・）

趣 味 旅行（仕事でも遊びでも旅は大好き）・岩盤浴

いつも心がけて
いる事 ①一期一会　②自分の目の前にある事にベストを尽くす事。

クラブに入会して
良かったこと 素敵な方々と出会えた事。活動を通して、釧路を再発見出来た事。

プロフィール 入会年 昭和62年 生年月日 昭和20年１月６日生

自 分 の 性 格 わからん

趣 味 花畑

いつも心がけて
いる事 なし

クラブに入会して
良かったこと

種々な人を知れた事。望む事・企画が消化試合になるのが多くマンネリ化し
ている気がするから変えるのも一案。

中島　康秀

野口　　仁

畑　　　稔

服部　恵子

平野　幹雄
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プロフィール 入会年 平成４年 生年月日 昭和26年７月３日生

自 分 の 性 格 実直行動型

趣 味 ゴルフ・ＤＶＤ鑑賞

いつも心がけて
いる事 「思いたったが吉」で常に早めの行動を起こすことを心掛けている。

クラブに入会して
良かったこと 特にありません。

プロフィール 入会年 昭和58年 生年月日 昭和22年３月５日生

自 分 の 性 格 短気・責任感

趣 味 ＪＡＺＺを聞きながら、ハードボイルド（本）を読む。ＪＡＺＺのライブを
聞く事。

いつも心がけて
いる事 思いやりとやさしさ。

クラブに入会して
良かったこと 年代世代を越えた交流が出来た事。

プロフィール 入会年 平成19年 生年月日 昭和53年２月２日生

自 分 の 性 格 気は長いようで短いです。常に陽気であまり悩まない気楽な性格です。

趣 味 本当はスポーツとバイク温泉旅行なのですが、今は仕事が一番です。

いつも心がけて
いる事 笑顔と何事にも一生懸命取り組む事。

クラブに入会して
良かったこと

多くの方と出会うことで、自分自身の成長と共に様々な勉強をする事が出来
ている。

プロフィール 入会年 平成23年 生年月日 昭和51年５月31日生

自 分 の 性 格 おっとり、マイペースです。

趣 味 バレーボール・ハンドボール・ボウリング

いつも心がけて
いる事 初心を忘れない。

クラブに入会して
良かったこと

異業種交流を通じて、見学会や例会に参加させていただき、その経験を自分
の財産に出来る事。

プロフィール 入会年 平成９年 生年月日 昭和24年５月18日生

自 分 の 性 格 最近は特に短気になってきたと思う（歳かな？）

趣 味 旅行（温泉巡り）

いつも心がけて
いる事 人の話を聞く事と、人に対しての思いやり。

クラブに入会して
良かったこと

色々な人と出会い、情報交換が出来た事、もう少し経済研修団体としての活
動（原点に帰り）を活発にしてはどうですか。

福田　紀幸

本間　英俊

前　　義幸

前田　俊明

宮崎　博好



－　　－16

プロフィール 入会年 昭和56年 生年月日 昭和17年12月15日生

自 分 の 性 格 温厚

趣 味 水泳・ゴルフ・ウオーキング・登山

いつも心がけて
いる事 気を長く持つ事、相手の立場になって物事を考える事。

クラブに入会して
良かったこと 他の業種の事が分かり、私の人格形成に非常に役に立った。

プロフィール 入会年 平成19年 生年月日 昭和40年９月22日生

自 分 の 性 格 自分ではわかりませんが、あまりくよくよしない事。

趣 味 銭湯でゆったり過ごす事。

いつも心がけて
いる事 挨拶

クラブに入会して
良かったこと 色々な分野の方々と知り合いになれた事。

プロフィール 入会年 平成21年 生年月日 昭和40年８月３日生

自 分 の 性 格 直情型と云われる。

趣 味 ＤＶＤ鑑賞・アウトドア（キャンプ等）

いつも心がけて
いる事 幅広い柔軟な感性を養う事。

クラブに入会して
良かったこと

自分が携わる、業界同士の交流とは異なり、異業種交流なので、見聞が広が
る。

プロフィール 入会年 平成21年 生年月日 昭和40年４月24日生

自 分 の 性 格 のんびり（のんき）かな？

趣 味 バレーボール・ゴルフ・マラソン・スキー・アマチュア無線

いつも心がけて
いる事 温故知新、初心を忘れずに。

クラブに入会して
良かったこと いろいろな職種の方の話を聞く事が出来る。

プロフィール 入会年 平成24年 生年月日 昭和36年７月27日生

自 分 の 性 格 何事にも前向きに取り組むようにしていますが、本当は小心者です。

趣 味 旅行（最近は沖縄に一人旅が多いです。）

いつも心がけて
いる事 何事にも一生懸命。感謝の気持ちを大切にしています。

クラブに入会して
良かったこと いろいろな方と接することができ人生勉強になります。

宮澤　昌典

結城　　太

吉川　克義

吉田　良幸

渡辺　栄重



－　　－17

【創立期〜第１期　昭和37年〜　西暦1962〜】

▪創立期　昭和37年　西暦1962年

　昭和37年２月あすなろクラブの誕生は、19名
の同憂が火種となってその輪の広がりで多数の
共鳴者のもとに、草創の運びとなった。
　躍進する青年都市釧路の各業界も近年とみ
に、一段ときびしさを加えてきた。そうした生
存競走のはげしい日々の中から、如何にして企
業を育て、健全経営を軌道に乗せる事に業種こ
そ違え、共通の諸問題を取り上げて、ザックバ
ランに腹を割って話し合い、更に親睦を深め、
お互に勉強し合って、大企業の進出に対し、中
小企業の活路を求めて⑴販売技術の向上⑵社会
情勢の変化のすみやかな把握と情報の連絡⑶会
員相互の人格の向上を目指す。そして、明日は
桧になろうとして真直ぐスクスク伸びる、あす
なろの木のように、情熱と努力をひたすら経営
にそそぎ込まんとする中小企業の第一線級の集
りとして発足を記す。（初代手林会長の２月17
日付日記の一節）
会長　手林俊夫氏　副会長　今田英三氏
理事　儀俄政夫氏、経堂力雄氏、佐藤元之助氏
会計　佐々木政勝氏
■創立総会　２月18日（日）
　　於　灘万　出席19名
　会則・各行事計画・連絡事務所（事務局）・
役員選出等の決定を見、記念すべき、あすなろ
クラブが第一歩をふみ出したのです。会費は月
500円と決定、例会には２名づつ順番に、それ

ぞれ業界事情の談話を発義し情報の交換を行
う。総会当日の会費は150円、質素な内にも会
員一丸となって目的遂行のために、立ちあがる
意気が感じられた。
■第２回例会　３月 24 日（土）
　　於　レストラン泉屋　出席 19 名
　役員会提出の研究部会設置の原案を決定。全
員がテーブルスピーチを行う。
■第３回例会　４月21日（土）出席26名
談話発表者：儀俄氏・経堂氏
　会の在り方、目的が会員に理解され、何かを
つかみ、明日の経営に反映させなければの熱意
が感じとられる。熱いまなざし真剣な態度がみ
なぎっている。きめ細かな研修実現の為「販売
委員会」「宣伝委員会」「経営委員会」「企画
委員会」四部科会を創設。
■５月例会　５月19日（土）出席19名
　当月例会から、東映ホテルを専用会場に。談
話者、佐藤元之助氏「食品業界の現況」、梶氏
「印刷技術の利点」
■第１回研修会　５月24日（木）
　　於　東映ホテル　出席22名
　横地氏｢初任給と昇給について｣
■６月例会　６月13日（水）出席18名
　会員より提案の信条について、あすなろ精神
にマッチし、かん潔な語調と、親しみやすく調
和のとれた文体にすることを基本に数案の中か
ら。「我等は郷土を愛し仕事に徹し人と和す」
に決定。小沢氏「建材の実用性」、渡辺氏「木
工品の近況」
■７月例会　７月21日（土）出席15名
佐々木氏「業界の近況と商店経営のなやみ」
販売委員会から社員訓練についての研修会を９
月に行う旨報告。
■８月例会　８月18日（土）出席15名
池ケ谷氏｢自転車産業の近況と私の経営方針｣
バッチの図案決定。最上氏より社名業種移動に

50 年 間 の 軌 跡
（昭和37年〜平成24年）

50 年 間 の 軌 跡
（昭和37年〜平成24年）
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ついて提案あり了承。
■９月例会＆第２回研修会　９月18日（火）
　　於　労働会館　出席25名
清水氏｢中堅社員訓練テキスト｣中堅社員の責任
と社員養成の重要性を再認識。
■10月例会　10月20日（土）出席17名
松田氏｢サービスの本質について｣
■11月例会　11月17日（土）出席15名
浅野氏｢衣料品の流通と釧根地方の占有｣
窪田氏｢スポーツ用品とレジャー｣
釧路あすなろクラブ会章バッチ完成。
■12月例会＆忘年会　12月15日（土）
　　於　八まき　出席22名
山下氏｢カメラの基礎知識と選び方｣
最上氏｢セールス講習テキスト｣
■１月例会　１月26日（土）
　　於　泉屋　出席15名
　新年初顔合せ、お互の共通問題についてフ
リートーキング、会員の抱負等、本年の健闘を
誓いつつ和気あいあい裡に終る。
■２月例会　２月19日（火）
　　於　敷島商会工場事務所　出席23名
第１回工場見学として郷土の銘酒福司工場見学
■３月例会「創立年最後の例会」３月16日（土）
出席13名
　総会の日時、例会定例日の是非、長期無届欠
席会員の扱いなど討議。１年間が過ぎ、入退会
者が多かった事は理解、希望、失望等あらゆる
団体サークルが一度は経験しなければならない
初期の試練ではなかろうか。いずれにしても特
異な存在として、各業界から注目を浴びつつあ
ることは誠に喜ばしいかぎりである。19名の参
加でスタートしたクラブも、年度末には30名の
総勢になった事は初期の目的達成に前進しつつ
ある証左であろう。

▪第１期　昭和38年　西暦1963年
■第１期総会　４月27日（土）
　　於　泉屋　出席17名
　第１期決算報告・同事業報告・38年度予算案
事業計画案を承認。役員は総意により再選。
■５月例会　５月16日（木）

　　於　泉屋　出席16名
　会報発行について、梶理事から具体的な編集
方針の説明。６月20日に第１号発行し、本年度
は４号迄発行することで全員了承。原稿募集
等、事業計画に基づき、各専門委員会に附託。
■６月例会　６月15日（土）
　　於　東映ホテル　出席24名「第１回研修会」
テーマ｢スーパーマーケットの現況」
　釧路商工会議所　三原専務理事様
　スーパーマーケットの生々しい競争激化の近
況を巧みな話術で報告された。
■６月20日（木）会報あすなろ第１号発刊
　手林会長・森野氏・今田副会長・池ケ谷氏・
横地理事の健筆で、研修団体機関誌としてふさ
わしい内容の豊かな第１号である。
■７月例会　７月15日（月）
　　於　泉屋　出席18名
　会員スピーチ　浅野氏「中央市場開設にあた
り、全国各地の動向など」
■８月例会　８月15日（木）出席18名
　　於　泉屋
　会員スピーチ
小林氏｢貨幣と貴金属の相場｣
大宮氏｢当社の社員教育システム｣
■８月17日（土）～18日（日）出席13名
「自衛隊１日体験入隊」士官待遇で経験入隊

■８月24日（土）出席16名　於　定光寺禅堂
「精神修養坐禅会」
■９月例会　９月16日（月）
　　於　泉屋　出席19名
テーマ「上田司令の三流の信条と自衛隊の任務」
ゲスト：自衛隊駐屯司令上田様外、幹部士官３
名
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「三流の信条」わが国土を護るためなら血をも
流そう。わが愛する道民のためなら汗をも流そ
う。わが友や妻子のためなら涙をも流そう。に
一同感銘。
■10月例会　10月16日（水）
　　於　泉屋　出席22名「会員スピーチ」
　横地氏｢香港・台湾を視察して｣バナナ流通機
構について視察、会員が主に台湾の事情につい
て教育と労働力、生活と文化などを日本と比較
しながらの興味ある話をされた。
■11月例会　11月16日（土）
　　於　泉屋　出席19名
テーマ｢一般経済と釧路経済の事情｣
講師：道銀支店長　梅野様
■12月例会「家族同伴懇親会（兼忘年会）」
12月18日（水）於　労働会館ホール会員
22名・家族53名
　創立２年目にして初めて開かれた忘年懇親
会。特別幹事の秘策による数々の楽しいプログ
ラムによって会場は和気あいあい中に時の経つ
のを忘れ、相互親睦を深めた。
■１月例会　１月30日（木）
　　於　泉屋　出席22名
　新年顔合せを兼ねて、会員フリートーキング。
■２月例会　２月27日（木）出席21名
テーマ「会員スピーチ」
最上氏｢学校教材費の実態について｣
森野氏｢開放経済と車輌業界の近況について｣
■３月例会　３月16日（月）
　　於　泉屋　出席12名
テーマ「会員スピーチ」
佐　川氏｢電器商品の流通機構について｣
佐々木氏｢消防条例と消火器材について｣

▪第２期　昭和39年　西暦1964年
■４月定期総会　４月16日（木）
　　於　トキワグリル別館　20名出席
　38年度事業／会計報告・39年度事業計画／予
算案・部会活動促進・会則の改正・会報発行等
について原案通り可決。
　続く役員改選では、冒頭各役員から辞意表
明。協議の末白紙に返し５名連記の理事選挙が

行われ、今田氏18票、手林氏17票、横地氏14
票、佐々木政勝氏14票、梶氏12票、儀俄氏10票
の上位６名を選出。会長選挙は手林氏17票、横
地氏３票で手林会長の３選が決定。あすなろク
ラブの歴史の中で投票による役員が選出された
のは、此の年だけで貴重な記録。｢あすなろク
ラブ｣を、｢釧路あすなろクラブ｣への改称を決
定。
■５月例会　５月１８日（月）
　　於　泉屋　出席　18名
　部会編成会員所属原案と部会研修テーマを可決。
研修部長　浅野氏　副部長　小沢氏、河合氏
広報部長　梅沢氏　副部長　池ヶ谷氏
厚生部長　瀬村氏　副部長　最上氏
■６月例会「青空例会」　６月14日（日）
　　於　北斗牧場
　厚生部会による初の野遊会を開催。
■７月例会　７月16日（木）於　泉屋
テーマ「会員スピーチ」
松田氏｢釧路モトクロス大会について」
米田氏「ホテル望洋新築落成」
■８月例会　８月29日（土）於　泉屋
◆テーマ｢最近の釧路市の経済情勢について｣
■９月例会　９月19日（土）於　泉屋
　各部提案の審議、全会一致で了承。それぞれ
の作業を進めることを約束する。
研修部「賃金体系研修のための資料収集依頼」
厚生部「家族レクの原案」、「交通法令講習会
開催の件」
■９月28日（月）於　労働会館　出席107名
テーマ「交通法令講習会」
講師：釧路警察署交通係長　日向様
　激増する交通事故に対応する法令改正の意義
と、ドライバーの認識を啓蒙。
■10月例会　10月４日（日）
　　於　大楽毛河畔　出席88名
「家族慰安野遊会」晴天に恵まれ、ユーモア
たっぷりの子供福引き大会など心ゆく迄楽しい
１日であった。
■11月例会　11月16日（月）於　泉屋
テーマ｢最近の不渡手形激増にともなう中小企
業経理の分析と、その対策について｣
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講師拓銀鳥取支店長和田直之様外部講師による
研修の第１弾。
■12月例会　12月19日（土）
　　於　労働会館　会員28名　家族78名　
　　合計106名
　第２回クリスマス家族パーティー厚生部企画
の楽しいプログラムにより、参加者全員、時の
経つのも忘れ、笑いと、歌と、ゲームに興じた
家族会であった。
■１月例会　１月16日（土）於　泉屋
テーマ「現代の生活」
講師：釧路市助役　渡部五郎様
　伝統を軽んずる風潮にある現代若者気質を鋭
く浮きぼりに、我々の責任を力説された。
■２月例会　２月15日（月）於　泉屋
テーマ｢東南アジアを巡って｣
講師：釧路新聞社社長　片山睦三様
　未開発の後進国東南アジア各国が国造りのた
め懸命な努力を続けており、日本の技術指導、
物質援助を期待している姿を詳しく説明があっ
た。
■３月例会　３月16日（火）於　泉屋
テーマ｢健全経営に就て｣
講師：釧路商工会議所事務局長　小杉豊次郎様
　最近市内で倒産した商店の例をあげて、在
庫、回転率、資金計画、制度資金を詳しく解説。

▪第３期　昭和40年　西暦1965年
■４月定期総会　４月17日（土）於　泉屋
　事業及会計経過報告を承認、行事計画案を承
認役員改選は選考委員により発表があり全員一
致で承認。
会長　横地氏　副会長　梶氏
理事　瀬村氏、渡辺氏、大宮氏、最上氏
監事　儀俄氏　相談役　手林氏
　会創立から三年間運営に功績のあった手林
氏、今田氏、佐々木氏に感謝状を贈った。前年
撮影された８ミリ映画を放映した。
■５月例会　５月17日（月）於　泉屋
　役員分担と部会編成・年間事業計画審議及び
予算審議を承認。感謝状贈呈式
５月24日　於　泉屋　出席16名

第１回研修部会
テーマ「労基法の勉強会」
講師：釧路支庁労政係長　徳　永様
■６月例会　野外例会　６月６日（日）
　　於　北斗農場　出席21名
第２回畜産振興見学
■７月例会　７月19日（月）於　泉屋
　広報部作成の会員基本調査票について討議の
上、事務局に一任。
■８月例会　８月16日（月）
テーマ「釧路市の将来性と道東開発について」
講師：釧路市議会議長　山本幸造様
　西港問題、新酪建設、北転船などの諸問題に
ついて講演頂いた。
■９月例会　９月19日（日）於　塘路湖畔
　会員22名　家族69名　合計91名
テーマ「家族レクリエーション」
　晴天に恵まれて、湖水も紺碧の天を鏡にし
て、参加者一同ゲームとスポーツに興じた。
■10月例会　10月23日（土）於　泉屋
テーマ｢賃金の動態と中小企業の立場について｣
講師：釧路支庁労政課係長　徳　永様
　道内賃金の比較さらに釧路市内の賃金状況の
格差とデータを元にして詳しく説明された。
■11月例会　11月18日（木）於　泉屋
　人事管理問題を中軸に活発な意見の交換。会
員企業の業種別問題も浮きぼりに。
■12月例会　12月18日（土）於　労働会館
　会員29名　家族97名　合計126名
　第３回クリスマス家族パーティー野遊会の８
ミリ映画の上映、子供のど自慢、お店訪門等で
年末の一時を過した。
■１月例会　１月17日（月）於　泉屋
テーマ「新春放談」
　出席者持時間３分で本年の抱負、将来の展望
を語り合う。
■２月例会　２月13日（日）
　　於　東家総本店竹老園　出席22名
テーマ｢市政回顧と米国市民生活｣
講師：元市長　山本武雄様
　社会党市長から無所属市長と２期８年間の市
政の裏話を拝聴した。
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■３月例会　３月14日（月）於　泉屋
テーマ｢大松根性と社員教育｣
講師：ＫＫ丸文　大　宮様
　年間例会出席率66%　会報６号～８号発行　
部会は広報６回、研修４回、厚生９回、総務13
回開催

▪第４期　昭和41年　西暦1966年
■４月定期総会　４月11日（月）
　　於　旅テル市川　出席27名
　一般経過報告・会計報告を原案通り可決。規
約改正案（第２条事務所を釧路市に於く）、
（第８条事務局長を置く）を原案通り可決。事
業予算案を原案通り可決。役員改選、全員の再
選を承認。
■５月例会　５月12日（木）
　　於　北斗種畜農場　出席23名
　３回目となる北斗農場研修。雨天により畜産
センター内で関係技師より輸入種馬が高額であ
る話と改良事業の苦労話を聞く。
■６月例会　６月16日（木）於　産業会館
テーマ「我々に身近な経営上の諸問題」
講師：武井会計事務所　坂野洋二様
　研修テキストにより試算表を全員が作製し、
金融借入などの問題点の討議を行う。
■７月例会　７月14日（木）於　産業会館
テーマ「釧路市政を観る。革新市政と当面の諸
問題｣
講師：市政記者クラブキャップ（道新）
時田健次郎様
　記者の立場から鋭い論調で解説して頂いた。
■８月例会　８月21日（日）家族野遊会
　　於　旧東釧路飛行場　出席67名
　釧路市を一望に眺めつつ石狩鍋を囲み満腹団

らんのあと、小運動会を全員参加で行う。
■９月例会　９月16日（金）於　産業会館
テーマ｢上手なお金の借り方｣
講師：富士銀行支店長代理　花輪委雄様
　貸す側から見た釧路人気質、貸す側が納得す
る資金計画、富士銀行から地場産業への要望な
どの項目で講演して頂いた。
■10月例会　10月10日（月）於　産業会館
テーマ「明年度新卒者採用問題について」
ゲスト　釧路職業安定所課長　相　馬様、釧商
高　佐　川先生、北陽高　五十嵐先生、星園高
校　森先生　求人についての意見交換を行った。
■11月例会　11月16日（水）
　　於　産業会館　出席23名
テーマ「トップマネージメントに必要な法律知
識」弁護士　加藤義明様
　債権債務、商法、労基法等、法律を易しく解説。
■12月例会　家族クリスマス会　12月17日（土）
　　於　道銀ビル　出席総員95名
　ゲスト釧路新聞社横澤夫妻　恒例の子供屋
台、サンタの言葉、餅つき、のど自慢など楽し
さいっぱいのパーティーであった。
■１月例会　１月16日（月）於　産業会館
テーマ「新春放談５年間を顧みて」
　全員が活発な意見発表を行い、更に10年に向
かって研修のあり方などを放談した。
■創立５周年記念式典　２月18日（土）
　　於　産業会館
　詳しくはＰ70に掲載。
■２月例会　２月20日（月）
　　於　産業会館　出席24名　会員社員76名
　　計100名
テーマ｢なくてはならない人になるために｣
講師：大　宮　理事
　会員の社員を対象とした、接客、応待、礼節
など実例を挙げ解説。

▪第５期　昭和42年　西暦1967年
■第５期総会　３月26日（日）
　　於　六園荘　出席25名
　行事経過報告・会計報告を承認。昭和42年度
行事計画、予算案を原案通り承認。規約改正を
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承認し、新たに事務局長、次長の役職を設け事
務局の充実を図る。会長以下三役監査は留任。
事務局次長に稲垣氏が会長指名により決定。
■４月例会　４月20日（木）於　産業会館
　各部委員会提案事項を審議後了承。事務局二
人制による職掌の拡大と分担の発表。
■５月例会　野外研修　５月７日（日）
　　於　北斗農場　出席45名
　一昨年誕生のあすなろビール会との合同研
修。晴天のもと盛会裡に終る。
■６月例会　６月20日（火）於　釧路市公民館
テーマ｢持家制度についての研究発表｣
講師：今田氏
　自社において制度実施している内容について
講演した。
■７月例会　７月24日（月）於　定光寺禅堂
テーマ｢禅と社員教育｣
講師：定光寺　大道晃仙師
　教導を拝聴し、座禅を行い有意義な一夜で
あった。
■８月例会　家族同伴レク　８月20日（日）
　　於　達古武湖畔　出席67名
　快晴の湖畔であすなろ鍋で昼食。宝さがし、
西瓜割り、地引網による漁を楽しむ。帰途細岡
駅前で国鉄職員の好意で、北海盆踊りに興じ行
く夏を惜んだ。
■９月例会　９月23日（土）於　釧路市公民館
テーマ「クラブの今後の在り方について」
　討議の末、業種別（製造、卸、小売）部会編
成を押す意見が多数。
■10月例会　10月21日（土）於　釧路市公民館
テーマ｢賃金問題研修会｣
　総務委員会が、会議所、支庁労政課、会員会
社の、42年度賃金の実態を調査し、内容を整理
分類した資料を中心に討論を行う。会員が講師
でありアシスタントであることは、会の在り方
として一つの方向がある様に思われた。
■11月例会　11月21日（火）於　釧路市公民館
　10月例会で賃金問題を研修した際に残され
た、いくつかの問題点の復習。
■12月例会　家族クリスマスパーティ　12月
16日（土）於　ローヤル会館　出席　会員30名

　家族69名
　和やかな雰囲気の中で、年忘れにふさわしい
一夜であった。
■１月例会　新春ボーリング大会　１月５日
（金）於　東映ホテル　出席22名
　サッポロビール（株）提供トロフイ争奪大会
は予想をうらぎり横地会長が沖氏の追撃を辛く
もかわし優勝。
■２月例会　２月23日（金）於　釧路市公民館
テーマ「年次事業の反省と総会について」
　規約改正、部会再編成、会費値上げについて
総会に提案することに全員了承を得る。

▪第６期　昭和43年　西暦1968年
■３月定期総会　３月17日（日）
　　於　敷島商会本店　出席25名
　事業報告、会計報告を承認。事業年度を１ 
月から12月迄の暦年度とする。（43年度第６ 
期は４月から12月の９ケ月に）事務局機能強化
の為次長を２人制に。委員会制を第１部会（生
産部門）第２部会（卸部門）第３部会（小売部
門）とする。部会長、副部会長制をとり役員と
する。以上の会則変更を可決。役員改選を行い
選考委員長手林相談役の提案を承認。今期会長
に儀俄政夫氏、副会長小沢敏男氏、事務局長稲
垣友則氏、副小林久雄氏、川田春旭氏、監事沖
公夫氏、各会員相談役横地重幸氏を選任。
会員数32名
■４月例会　４月18日（木）於　産業会舘
　総会継続案件審議。42年度決算報告。43年度
予算並びに行事計画を審議。事務局提案事項を
討議。三部会別による各種話合い。
■５月例会　５月20日（月）於　産業会館
清水氏「小売店対スーパー対策について」
米田氏「職業別事業内訓練について」
今後の五分間スピーチ担当を決定。
・６月卸部会・７月小売部会・９月生産部会・
10月卸部会・11月生産部会
■６月例会
講師：野村証券「日本金融政策の現況について」
■７月例会
講師：小杉専務「スーパーの現況と対策」
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■８月例会　家族レク　於　大楽毛村山団地
　快晴に恵まれ、短い釧路の夏の１日を楽しむ。
■９月例会
テーマ「職業訓練法とその現状」釧路支庁
■10月例会
テーマ「就職問題について」
講師：北陽高校
■11月例会
テーマ｢あすなろクラブ批判｣
フリーディスカッション
■12月例会　家族同伴クリスマスパーティー
12月14日（土）於　産業会館

▪第７期　昭和44年　西暦1969年
■１月定期総会　１月25日（土）於　泉屋
　会長、副会長、事務局長、事務局次長（２
名）卸部会正副部長、工業部会正副部長それぞ
れ留任、小売部会部長佐々木雄二氏、副部長横
山寿人氏を新任、決算報告・予算案審議、原案
通り可決。
■２月例会　２月21日（金）於　水産ビル
テーマ｢欧州及韓国を旅行して｣
講師：道議会議員　渡部五郎様
　海外視察についての報告。
■３月例会　３月７日（金）於　産業会館
テーマ「５分間スピーチ」
　米田工業部会部長、佐々木小売部会部長より
部会報告及び佐々木氏、今田氏、手林氏の三会
員が５分間スピーチを行った。
■４月例会　４月７日（月）於　産業会館
テーマ「会員スピーチ」
藪氏「新入社員教育について」
儀俄氏「手形について」
■５月例会　５月７日（水）於　産業会館
テーマ「会員スピーチ」
小林氏「物品税について」
森下氏「健康について」
渡部氏「自動車事故の際如何に処理すべきか」
■６月例会　６月７日（土）於　産業会館
日本酒きき酒会開催。
■７月例会　７月７日（月）
テーマ「交通法規講習会」

■８月例会　８月７日（木）於　産業会館
テーマ「現代の仏教」
講師：本行寺住職　菅原弌也様
■９月例会　９月７日（日）於　産業会館
テーマ｢釧路の経済界について｣
講師： 帝国興信所所長　入間功栄様
■10月例会　10月７日（火）於　産業会館
テーマ「５分間スピーチ」
　各会員によるスピーチ
■11月例会　管外研修（第１回）11月１日
（土）～２日（日）
　　於　北見市　ホテル黒部　参加者20名
　卸商団地、木工団地、北見サッシ工業、菊祭
り見学。北見商工会議所専務理事近田様と懇
談。
■12月例会　家族同伴クリスマスパーティー
12月13日（土）於　産業会館
　工業部会員各位の種々アイデアに富んだ趣向
により盛大且和やかな雰囲気の中に一夜を過し
有意議であった。

▪第８期　昭和45年　西暦1970年
■定期総会　於　パークホテル
　会長に今田英三氏、副会長最上勇氏、瀬村哲
雄氏、事務局長安藤昭二氏、次長池ケ谷栄一氏
を選出。
■２月例会　２月17日（火）於　産業会館
　新会長挨拶と方針発表。今田会長より五つの
公約発表があった。
■３月例会　３月７日（土）於　産業会館
森下氏「血圧について」会員血圧の測定。
ＮＥＣのコンピューターのスライド放映。
■４月例会　４月７日（火）於　産業会館
今田氏「給与体系について」
渡部氏「小売部会活動報告」
今田会長「慶弔規定を提案、決議」
■５月例会　５月７日（木）於　産業会館
テーマ｢最近の金融機関から見た中小企業の欠点｣
講師：釧路商工信用組合　池島専務様
■６月例会　６月20日（土）於　産業会館
テーマ「神社の歴史と祭典について」
講師：厳島神社　菊池貞男宮司様
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信条｢郷土を愛し｣を実践する意味で、釧路の夏
祭り厳島神社例大祭輿渡御にクラブを挙げて参
加し、もう一度ふるさとの良さを見直すべきで
あるとの事から参加者を募集した。
■７月例会　７月７日（火）
テーマ「釧路開発の夢」
講師：釧路市総合計画開発主管　布施　正様
■８月例会　８月７日（金）於　産業会館
テーマ「会員スピーチ」
南沢氏「フジカラー現像所の今後の経営と将来
性について」
山下氏「我が社の創立と将来について」
■９月例会
テーマ「日本に於けるフィルム消費量」
講師：富士フイルム
■10月例会　管外研修　10月３日（土）～
４日（日）
　　於　根室市　出席18名
テーマ「根室市経済の今日的課題とその展望」
講師：根室商工会議所専務理事　鹿野様
　根室商工会議所にてＪＣ会員12名を交えて懇
談会。翌日納沙布岬見学。
■合同懇談会　10月19日（月）
テーマ｢釧路を考える｣
　　於　東映ホテル　参加19名
　　サンドイッチ会（９名）
　　あすなろクラブ会員（10名）
■11月例会
薮氏「アラスカより帰国報告」
■12月例会　家族クリスマス会
　　於　宮地会館　出席110名
　盛会の内に終わる。

▪第９期　昭和46年　西暦1971年
■１月定期総会　１月23日（土）於　宮地会館
　新会長に梶　正義氏を選出。昭和47年２月10
周年記念開催、管外研修を帯広に、あすなろ花
壇を立案、厳島神社例大祭全員参加の各項を事
業計画として決定。
■２月例会　５分間スピーチ
■３月例会　講師例会
テーマ｢釧路経済の動向、国際国内の経済状勢

について｣
講師：日銀釧路支店支店長　十石氏
■４月例会　「２重価格体制について」
■５月例会　「大型フェリー就航と釧路経済」
講師：郵船釧路
■６月例会
テーマ「フリートーキング」
　歴代会長によるあすなろ再確認のためのフ
リートーキング。
■７月例会
講師：横　地氏「北欧を視察して｣
■厳島神社例大祭　協力第一回目
■８月例会
講師：公証人役場　赤松新次郎様
｢我が国が共産化するにはどの様な段階を経な
ければならないか。｣
■９月例会　会員相互の情報交換
■10月例会「管外研修」於　帯広市
講師：商工会議所専務　玉　村様
「道東圏に就いて」をテーマに懇談会など
■11月例会
■12月例会　於　宮地会館
家族クリスマスパーティー

▪第10期　昭和47年　西暦1972年
■１月定期総会　１月16日（日）於　宮地会館
　予算・決算・10周年記念式典予算案を審議。
役員改選、会長梶正義氏、副会長小林久雄氏、
川田春旭氏、事務局長森下勇氏、監事に太田敏
雄氏、佐々木雄二氏の会員を選任。
新入会員
　泰地秀信氏　市橋清捷氏
■創立10周年記念式典　２月20日（日）
　　於　宮地会館「10周年記念式典」
　詳しくはＰ71に掲載
■３月例会　３月７日（火）於　宮地会館
テーマ「10周年記念式典の反省」
自由討論
瀬村氏「東南アジア研修を終えて」
■４月例会　４月７日（金）
テーマ「会員スピーチ」
横地氏「中央青果市場の問題点」
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■５月例会　５月６日（土）於　栄町会館
テーマ「交通安全知識の向上」
講師：釧路警察署安全交通指導係長　和田様
■雌阿寒登山　６月４日（日）
■６月例会　６月９日（金）於　市消防本部
テーマ「千日前デパートの教訓｣
講師：釧路市消防本部予防課長　上田様
泰地氏「消火訓練と防災映画鑑賞」
■７月例会　７月１日（土）
　　於　本州製紙釧路工場　出席15名
　本州製紙釧路工場見学
　　於　宮地会館　７月７日（金）
　部会開催の件、野外レクの件、祭典協力の件
■７月15日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月20日（日）
　　於　北斗園　参加95名
　夏休中でも有り子供中心の野外レクレーション
■９月例会　９月７日（木）
　　於　宮地会館　出席31名
テーマ「国際社会の動向に就いて」
講師：釧路新聞社報道部長　横澤一夫様
海外旅行談義
■10月管外研修　10月７日（土）〜８日（日）
　　於　中標津町　参加20名
　村田町長、議会議長、中標津商工会長、同会
役員も出席され懇話。開陽台等を見学
■11月例会　11月７日（火）於　宮地会館
テーマ「職場に於けるコミニュケーション」
講師：サッポロビール釧路営業所長　大畑様
■12月例会　12月９日（土）出席100名（内会
員29名）於　宮地会館
「家族クリスマス大会」盛会裡に今年最後の例
会の夜を過した。

▪第11期　昭和48年　西暦1973年
■１月定期総会　１月21日（日）於　宮地会館
　決算、予算、事業報告。新会長稲垣友則氏、
副会長池ケ谷栄一氏・松田忠氏、事務局長太田
敏雄氏、監査綿貫利次氏・森下勇氏を選出。横
地氏は退会し顧問となる。
■２月例会　２月７日（水）於　宮地会館
　新役員紹介、第11期事業計画を審議。

■３月例会　３月７日（水）於　水産ホテル
テーマ「登記について」講師：沢野氏
■４月例会　４月７日（土）於　水産ホテル
テーマ「会員スピーチ」岩田氏「高騰が続く石
油事情」川田氏「海外視察報告」
■５月例会　５月７日（月）於　水産ホテル
テーマ「会員スピーチ」薮氏｢釧路の道路開発
について｣
　当月より例会欠席会員に向け例会内容を知ら
せる会報と例会案内状の送付を開始。
■６月例会　６月７日（木）於　水産ホテル
テーマ「商工会議所の業務内容と活動に就いて」
講師：商工会議所業務課長　木村　勲様
テーマ「中小企業相談所の業務に就いて」
講師：商工会議所相談員　大場様
■７月例会　７月７日（土）
　　於　水産ホテル　出席33名
テーマ「あすなろ48年前半を顧みて今後のあり
方を探る」自由討議
■７月14日（土）釧路夏祭り厳島神社例大祭参加
供奉班10名・指揮班９名
■８月例会　８月７日（火）於　水産ホテル
テーマ「人の動かし方、新しい指導力の考え方」
講師：公認会計士　坂野洋二様
■８月19日（日）於　北斗園　参加者41名（内
ゲスト４名）
テーマ「夏期レクリエーション」
■９月例会　９月６日（木）於　水産ホテル
テーマ「各業界の最近の動向と商品の状況」
　各部会より２名の発表
■10月例会　10月６日（土）・７日（日）
　　於　旭川市参加者13名



－　　－26

【】【第11期〜第13期　昭和48年〜昭和50年　西暦1973〜1975年】

　「管外研修」話題の旭川買物公園視察
■11月例会　11月７日（水）於　水産ホテル
テーマ「釧路市長、市議選挙をふり返って」
講師：釧路新聞社社長　片山睦三様
■12月例会　12月３日（月）於　水産ホテル
テーマ「証券から見た日本経済の動向」
講師：野村証券釧路支店次長様
■家族クリスマス例会　12月７日（金）
　　於　東映ホテル　出席127名（会員41名）

▪第12期　昭和49年　西暦1974年
■定期総会　１月20日（日）於　十條会館
　会長最上勇氏、副会長綿貫利次氏・森下勇
氏、事務局長田中歳晟氏、監事太田敏雄氏・室
本義信氏を選出。
■２月例会　２月14日（木）於　水産ホテル
　運営方針、行事及予算案審議、部会活動の案
件を承認。
■３月例会　３月14日（木）於　水産ホテル
テーマ「販売、計画の作り方と実例」
講師：最上会長
■４月例会　４月６日（土）於　水産ホテル
テーマ「部会報告」小売部会横山氏より「商品
流通の問題」「商業道徳」「長崎屋釧路店進出
の情報」「幣舞橋かけ替工事にともなう橋南地
区商店街のあり方」
■５月例会　５月７日（火）於　水産ホテル
テーマ「中小企業金融制度のあり方」
講師：釧路商工会議所専務理事　八町良三様
　　　中小企業相談所　大場次長様
■６月例会　於　水産ホテル
テーマ「北方動物園について」
講師：釧路市役所都市建設部長　小笠原政一様
　大規模レクリエーションセンター計画に含ま
れる北方動物園計画を聞く
■７月例会　７月７日（日）於　水産ホテル
　新会員（池田哲氏、早川氏、高橋氏、寺前
氏、名和氏、細川氏）スピーチと厳島神社例大
祭参加依頼
■７月13日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月７日（水）於　水産ホテル
テーマ「釧路商工会議所議員選出について」

講師：釧路商工会議所事務局長　森田博一様
　議員選出の声もあり、再検討する事とした。
■８月18日（日）於　北斗園　参加者44名
　「家族レクレーション」子供を主体に家族
共々夏の日を楽しく過す。
■９月例会　９月７日（土）
　　於　水産ホテル　出席14名
テーマ「釧路商工会議所議員選挙について」自
由討議
■９月29日（日）参加28名
　チューリップ球根植込み作業
　第２回あすなろ体力テスト（釧路陸上競技場）

■10月例会　10月19日（土）・20日（日）
　　於　池田町・千代田温泉参加者17名
「管外研修」テーマ「池田町の特色ある事業及
行政全般について」
講師：池田町役場商工課長　片桐様。
　丸谷町長の行政手腕に会員一同敬意を表し帰
釧。
■11月例会　11月７日（木）於　栄町会館
　管外研修・釧路商工会議所議員選挙結果報告。
■12月例会　12月６日（金）出席109名（会員
43名）「クリスマス家族例会」於　東映ホテル
　チャリティーバザー開催し売上金を釧路新聞
社を通じて寄附。

▪第13期　昭和50年　西暦1975年
■定期総会　１月26日（日）
　　於　栄町会館　出席30名
　第12期事業報告・決算報告を承認。三役留
任、会長最上勇氏、副会長綿貫利次氏・森下勇
氏、事務局長田中歳晟氏、監事岩田守氏、佐藤
六郎氏、相談役稲垣友則氏。会則一部改訂、第
13期より会費を月額1500円から月額2000円に変更。
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■２月例会　２月14日（金）於　栄町会館
　第13期の予算案を承認。各部会の報告。
■３月例会　３月７日（金）於　水産ホテル
テーマ「経済水域200カイリ規制の釧路経済へ
の影響について」
講師：釧路市役所水産部長　長尾様
■４月例会　４月７日（月）於　水産ホテル
テーマ「釧路市民の生活を守る条例について」
講師：釧路商工会議所専務　八町良三様
■５月例会　５月７日（水）於　水産ホテル
テーマ「春闘と賃金等の問題について」
パネルディスカッション
■６月例会　６月　於　水産ホテル
テーマ「石油の現状と見透し」
講師：小売部会　岩　田氏
＊48年の第１次オイルショック以降の非常に流
動的な石油情勢の中での例会
■７月例会　７月　於　水産ホテル
　５分間スピーチ　小売部会池ケ谷氏「自転車
業会の話」、卸部会稲垣氏「食品の安全につい
て」、工業部会川口氏「醸造の話」
　厳島神社例大祭参加者の確認。
■７月12日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月
テーマ「釧路経済の近況と下期の見通し」
講師：釧路商工会議所専務　八町良三様
■８月17日（日）於　北斗園　参加41名
「家族野外レクリェーション」
　家族と共に童心にかえり楽しい１日を過す。
■９月例会　９月９日（火）於　水産ホテル
テーマ「自由討議」
■９月26日（金）参加者22名
　クラブ花壇へチューリップ球根の植込み
■10月例会　10月18日（土）・19日（日）
「管外研修」於　網走　参加16名
テーマ「網走の現状と将来計画について」
講師：網走市役所経済部長　三代川様
　　　商工会議所専務理事　庄田様
　来賓２氏を交じえ活発な意見交換が行われ
る。
■11月例会　11月７日（金）於　水産ホテル
テーマ「網走研修会の報告」「クリスマス会打

合せ」「第14期の役員改選選考委員会の件」
■12月例会　12月６日（土）
　　「クリスマス家族例会」
　　於　商工会館　参加者111名
　年末チャリティーオークション、小学生や幼
児による歌ゲームなど、和やかなうちに終了。

▪第14期　昭和51年　西暦1976年
■１月定期総会　１月25日（日）
　　於　旅テル市川　出席33名
　第13期決算報告と事業報告を承認。第14期会
長に川田春旭氏、副会長安藤昭二氏・太田敏雄
氏、事務局長横山寿人氏、事務局次長佐々木保
幸氏・本間鉄夫氏、監事小林久雄氏・田中歳晟
氏、相談役最上勇氏を決定
■２月臨時総会　２月13日（金）
　　於　水産ホテル
　第14期事業計画並びに予算案を審議、原案通
り可決。
■３月例会　３月　於　敷島商会
テーマ｢酒のできるまで｣
講師：瀬村氏
　クラブ15周年記念準備委員を儀俄政夫氏、梶
正義氏、今田英三氏、稲垣友則氏、最上勇氏、
小津敏男氏、池ケ谷栄一氏、森下勇氏に決定。
■４月例会　４月
　釧路商工会議所中小企業相談所長木村勲様を
講師に招き「春闘賃金問題について」の予定
が、気象台開設以来の春の豪雪により流会。
■５月例会　５月７日（金）
　　於　水産ホテル　出席率70%
テーマ「福祉行政について」
講師：釧路市福祉事務所々長　川村淳一様
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　15周年記念実行委員会より委員長小沢敏雄
氏、副委員長森下勇氏の選出を報告。
■６月例会　６月７日（月）於　水産ホテル
テーマ「不動産問題について」
講師：不動産鑑定士　田中芳雄様
■７月例会　７月
テーマ「登記についての諸問題」
講師：沢野氏
■７月10日（土）厳島神社例大祭
　会員24名参加。
■８月例会　８月１日（日）
　　於　北斗園出席　60名
「野外レクリェーション」
■８月
テーマ「長崎屋、丸三鶴屋新装オープン後の商
業界の現況と今後の展望について」
講師：釧路商工会議所専務理事　八町良三様
■９月例会　９月25日（土）〜26日（日）
　　於　浜中町　参加26名
「管外研修」
テーマ「町政全般
の説明」
講師：浜中町助役
　遠藤様
■10月例会　10月７日（木）於　水産ホテル
テーマ「釧路市の現況」
講師：釧路新聞社営業局長　横澤一夫様
■11月例会　11月
テーマ「労働賃金問題について」
講師：釧路支庁商工労働課長　喜沢達之様
■12月例会　12月４日（土）於　東映ホテル
　「クリスマス家族例会」奥さんや子供達が楽
しそうにゲームや歌に興じ、恒例の年末チャリ
ティーオークションを行い盛会の内に終了する。

▪第15期　昭和52年　西暦1977年
■１月定期総会　１月26日（水）
　　於　栄町会館　出席38名
　事業報告。決算報告及び監査報告を承認。役
員改選を選考委員にて行い、会長川田春旭氏、
副会長太田敏雄氏・安藤昭二氏、事務局長横山
寿人氏が留任、監事米田慶氏・伊藤昭各氏に決

定。第16期事業計画案・予算案を審議、慶弔規
定の一部と入会金の改正案共に承認可決。
■創立15周年記念式典　２月20日（日）
　　於　東映ホテル
　詳しくはＰ72に掲載。
■３月例会　３月14日（月）於　水産ホテル
テーマ｢200海里規制が水産都市に及ぼす不利益
について｣
講師：釧路機船漁業協同組合専務　中井照夫様
　遠洋漁業が主力の釧路漁業にとって、米・
加・ソの200海里規制の影響の大きさを再認識。
■４月例会　４月７日（木）於　水産ホテル
テーマ｢200海里問題が釧路市経済に如何に大き
な影響を及ぼすか。｣
講師：日本銀行釧路支店次長　篠原祥次郎様
■５月例会　５月７日（土）於　水産ホテル
　岩田氏、安藤氏、伊藤氏の企業が直面してい
る｢ベースアップ及びボーナス闘争等の賃金問
題｣と題しての相互研修。薮氏より｢中標津との
交流座談会に出席しての報告｣と｢200海里問題
の対策と展望｣についての発表。
■６月例会　６月７日（火）於　水産ホテル
　池田氏、石井氏、最上氏、本間氏の｢低成長
時代の各企業の現況報告｣と題して相互研修。
■７月例会　７月７日（木）於　水産ホテル
　高谷氏、綿貫氏、瀬村氏、三国氏、清水氏、
細川氏の「各企業の現況について」発表。６
月・７月は意見発表する会員企業の苦悩と不況
を克服する為の努力が伝わった大変有意義な例
会であった。
■７月９日（土）厳島神社例大祭
■７月24日（日）
　　於　北斗園　参加63名（会員28名）
　「家族レクリェーション」ジンギスカンを囲
みゲームを楽しむ。
■９月例会　９月７日（水）於　水産ホテル
テーマ「電力事情について」
講師：北海道電力道東支店長　小林富治様
　　　営業課長　千葉　格様
■10月例会　10月15日（土）〜16日（日）
　　於　川湯温泉十條製紙川湯寮　参加21名
「管外研修」テーマ｢低成長時代を生き残る道｣
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講師：ダイカ（株）常務　大宮豊頴様
　札幌よりおこし頂いた大宮元会員に深く感謝。
■11月例会　11月７日（月）於　水産ホテル
テーマ｢釧路市の経済状勢と選挙戦｣
講師：北海道新聞釧路支社報道部長谷口弘一様
■12月例会　「家族クリスマス」12月３日
（土）於　東映ホテル参加　123名
　小売部会員によるクリスマスキャロルの合唱。

▪第16期　昭和53年　西暦1978年
■１月定期総会　１月28日（土）於　栄町会館
　各議案を原案通り可決。会長に松田　忠氏を
選出。
■２月例会　２月14日（土）於　水産ホテル
テーマ「会員スピーチ」加藤氏、高谷氏「各企
業の現況と将来の展望等」、三国氏「青少年非
行の問題について」、名和氏「北大通メンスト
リートの商売の問題点」を発表。
■３月例会　３月７日（火）於　水産ホテル
　臨時総会　会則の審議を行う。
新入会員
　木内慎太郎氏
■４月例会　４月７日（金）於　水産ホテル
部会報告「創立時のあすなろ」
　今田氏・儀俄氏による創立時のクラブ説明。
■５月例会　５月８日（月）於　水産ホテル
テーマ「釧路の経済情勢について」
講師：釧路商工会議所常務理事　木村　勲様
■６月例会　６月７日（水）於　水産ホテル
◆テーマ「楽しい国外旅行」
講師：ツーリスト釧路営業所長　森沢操六様
　旅行同好クラブ設立し会員を募集。
■７月例会　７月７日（金）於　栄町会館
　太平洋炭礦提供のＰＲ映画観賞
■７月15日　厳島神社例大祭協力参加
指揮班11名、供奉班10名の出席
■８月例会　８月20日（日）
　　於　北斗園　出席76名
　「家族レクレーション」去り行く夏を陽光の
もと自然にとけ込んだ１日。
■９月例会　９月７日（木）於　水産ホテル
テーマ「現代の性の動向と対策」

講師：国鉄釧路病院　院長　平元嘉光様
■10月例会　10月14日（土）
　　「管外研修」於　弟子屈町　出席20名
講師：商工会参事　本山様
　　　商工観光課長　秋元様
「町名改正問題観光問題」「青年層の定着等の
取組」について講演
■11月例会　11月７日（火）於　水産ホテル
テーマ「会員スピーチ」伊藤史顕氏
「水増し船について」法を無視した隠し屯数漁
船の実態などを説明。
■12月例会　12月２日（土）
　　於　商工会館　出席126名
　「家族クリスマス会」担当工業部会恒例の
チャリティセール収益金は市民会館建設資金に
寄附。

▪第17期　昭和54年　西暦1979年
■１月定期総会　１月21日（日）
　　於　十条会館　出席31名
　各議案を原案通り可決。会長に小林久雄氏を
選出。慶弔規定一部改定（3,000円を5,000円
に）
■２月例会　２月14日（水）於　水産ホテル
テーマ「会員スピーチ」
細川氏「視聴覚教育について」
三国氏「最近の青少年非行問題について」
■３月例会　３月７日（水）於　敷島商会会議室
講師：敷島商会営業部長　小笠原氏
テーマ「清酒の工程と酒税について」
　研修後きき酒大会。
■４月例会　４月９日（月）
　　於　日本銀行釧路支店会議室
講師：日本銀行釧路支店長　島村高嘉様
「最近の金融経済情勢と３つの焦点（石油、円
安、物価）」「道東の景気と経済」「日本銀行
の歴史と釧路支店の開設」「公定歩合につい
て」講演終了後支店長の案内で行内を見学。
■５月例会　５月７日（月）於　水産ホテル。
講師：丸善石油北海道支店次長　高木泰作様
テーマ「最近の石油事情について」
■６月例会　６月７日（木）於　水産ホテル
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テ－マ「会員スピーチ」
田中氏・高谷氏「建築と設備に就ての基礎常識」
■７月例会　７月６日（金）於　水産ホテル
　半期運営についてフリートーキング、新入会
員紹介。
■７月８日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月12日（日）
　　於　北斗園　出席63名（会員27名　準会員
15名　子供17名）
「野外家族レクレーション」
　いつも乍らのなごやかなレク。
■９月例会　９月８日（土）～９日（日）
　　於　羅臼温泉〜公民館
「管外研修旅行」羅臼商工会長　佐藤盛雄様
「羅臼町の商工と観光について」、羅臼漁組専
務　金森信治様「羅臼町の漁業について」、羅
臼町農林商工課長　村本慶蔵様、「本町の概要
について」、元羅臼町長　村田吾一様「北方領
土について」
■10月例会　10月５日（金）於　水産ホテル
講師：釧路市教育研究所々長　名倉　滉様
テーマ「皆んなで考えたい子供の教育について」
■11月例会　11月７日（水）於　水産ホテル
今田氏「釧路市のまちづくり10大事業と５大構
想」を発表。
■12月例会　12月８日（土）
　　於　東映ホテル　出席130名
「クリスマス家族会」
　ちびっ子餅つき
指導、親子ゲーム
大会、チャリティー
などで楽しい時を
過ごす。

▪第18期　昭和55年　西暦1980年
■１月定期総会 １月20日（日）
　　於　旅テル市川　出席40名
　会長に小林久雄氏を選出。創立20周年実行委
員長に儀俄会員、最上会員を選出、花壇整備委
員長に三国会員が指名された。
■２月例会　２月12日（火）於　水産ホテル
テーマ「私の見た釧路」

講師：釧路支庁長　大久保様
　「20周年記念事業」資金計画のため経費節減
を承認。
　第１回婦人の集い開催、出席16名。
■３月例会　３月７日（金）
　　於　敷島商会工場会議室
ゲスト：釧路支庁長　大久保様、釧路支庁地方
部長　山本様、日本銀行支店長　島村様、釧路
商工信組常務　田村様、市教育研究所長　名倉
様を迎え地酒についての研修会。きき酒大会。
■４月例会　４月７日（月）於　水産ホテル
テーマ「最近の金融情勢について」
講師：釧路商工信組常務　田村様
■５月例会　５月20日（火）於　水産ホテル
講師：釧路市長　鰐淵俊之様
「10大事業と５大構想について」
10大事業（１）市道路舗装率を15.7%を50%に
上げる（２）西港建設と企業誘致の促進（３）
国立医大誘致と市立病院の移転（４）福祉施設
の整備（５）新漁港埠頭、さけます孵化場等の
建設（６）下水道普及率70%をめざす（７）小
中学校々舎鉄筋化率80%以上をめざす（８）博
物館・西公民館の建設（９）大観模総合運動公
園の造成（10）勤労青少年センターの建設推進
５大構想（１）都市再開発（２）都市緑化の推
進（３）流通機能強化による拠点機能の充実
（４）高等教育の充実（国立総合大学構想）
（５）観光施設の整備（水族館建設構想）
■６月例会　６月６日（金）於　水産ホテル
講師：釧路警察交通課課長宮下様、同係長太田
様｢安全運転管理者の立場と指導について」
新入会員
　伊東良孝氏
■７月例会　７月７日（月）於　水産ホテル
講師：陸上自衛隊帯広地方連絡部長　清水忠夫
様、釧路連絡事務所長三等陸佐　浦丸様「日本
の国防」北方領土問題の重要性を再認識。
■７月12日（土）厳島神社例大祭
　供奉班・指揮班としてあすなろクラブで参加
■８月例会　８月10日（日）
　　於　北斗園　家族レク　出席85名
　飲食、ゲームなどで楽しい一日を過ごす。
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■８月21日（木）合同部会
　　於　磯舟黒金店　出席30名
　昭和56年度会長選出選考委員などを決定。管
外研修についてなどを討議。
■９月例会　９月６日（土）～７日（日）
　　於　富良野　参加19名
管外研修（商工会
議所２名）
講師：富良野町役
場経済課長
「富良野町勢につ
いて」の講演を聞いた。
■10月例会　10月７日（火）於　水産ホテル
フリートーキング　管外研修と部会編成について
■11月例会　11月
７日（金）
於　水産ホテル
　20周年記念事業
について儀俄副委
員長から試案発表。
■12月例会　12月６日（土）
　　於　十条会館　出席144名
「クリスマス家族例会」小売部会担当
　家族共々楽しい一時を過ごす。

▪第19期　昭和56年　西暦1981年
■１月定期総会　１月25日（日）
　　於　パシフィックホテル　出席38名
　新会長に瀬村哲雄氏を選出。20周年記念事業
の各委員長と委員を決定。
新入会員
　畑　　稔氏
■２月例会　２月10日（火）於　水産ホテル
テーマ「気象観測と天気予報について」
講師：釧路地方気象台予報官　菅原氏
■３月例会　３月６日（金）於　敷島商会会議室
テーマ「三風運動（社風、家風、校風）について」
講師：敷島商会社長　小笠原様
■４月例会　４月７日（火）
　　於　パシフィックホテル
テーマ「釧路の未来像について」
講師：釧路市役所経済部長　坂本　茂様

■５月例会　５月７日（木）於　水産ホテル
テーマ「柔い頭と確な眼の必要性」
講師：本行寺住職　菅原弌也様
■６月例会　６月８日（月）於　水産ホテル
テーマ「道東経済の現状と見通しについて」
講師：日銀釧路支店長　新谷勲様
■７月例会　７月「会員スピーチ」
工業部会長高谷氏「後継者問題について」
卸部会長推井氏「大型店対策について」
■７月11日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月９日（日）
　　於　美濃園ＯＫ牧場　出席79名
「家族レクリェーション」
　西瓜割りやゲームで楽しい１日。
■９月例会　９月５日（土）
　　於　中標津町　出席13名
「管外研修」中標津町経済部長　伊藤様、商工
労働課長　下村様、商工会副会長　中川様、商
業振興会長　松田様、事務局長　沢田様を迎え
「中標津町の町勢」「商業界の現況」「基斡産
業の酪農問題、商店街問題」等について説明を
受ける。
■10月例会
テーマ「釧路経済の現況について」
講師：釧路商工会議所常務理事　木　村様
■11月例会
テーマ「20周年記念計画について」
　小林20周年事務局長より報告。規約改正作成
委員会を発足。
■12月例会　12月５日（土）
　　於　釧路東映ホテル　参加人数122名
「家族クリスマス会」　工業部会担当
　本年度最後の行事として、盛大なクリスマス
会を行う。恒例の寺前会員のセリ市が行われ、
収集益金は歳末たすけあい募金に贈られた。

▪第20期　昭和57年　西暦1982年
■１月定期総会　１月19日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席51名
　節目となる20年目の会長に武藤周治郎会員を
会長に選出。会則の一部を改正。会員資格地区
を釧路町に拡大。
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■創立20周年記念式典　２月21日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席90名
　　（会員54名）
　詳細はＰ73に掲載。
■３月例会　３月８日（月）
　　於　敷島商会　出席29名
◆テーマ「日銀支店長の講演＆利き酒会」
講師：日本銀行釧路支店　新　谷支店長
　釧路、日本、世界の経済動向の講演と、利き
酒会を開催。
■４月例会　４月７日（水）
　　於　釧路水産ホテル　出席31名
　横地重幸顧問が市経済視察団の一員として
ヨーロッパ４カ国の視察について講演。「日本
ほど良い国はないな～」と実感されていたこと
が印象的だった。
■５月例会　５月７日（金）
　　於　釧路水産ホテル　出席30名
テーマ「ソフトな税金よもやま話」
講師：釧路税務署長　坂上　彰様
　酒税、国債の内容、税金の使われ方などにつ
いて講演頂いた。
■６月例会　６月９日（水）
　　於　釧路水産ホテル　出席29名
テーマ「親について」
講師：釧路北高等学校長　町田康雄様
　親も子供と共に成長しなければならないこと
や、楊震の四つの知恵などたくさんお話し頂
き、あすなろの精神と通じ合う物があった。
■７月例会　７月７日（水）
　　於　釧路水産ホテル　出席32名
　厳島神社祭典について、最上祭典幹事長、川
口祭典事務次長より、行程について説明があった。
■７月10日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　家族野外レクレーション　８月22
日（日）於　ＯＫ牧場美濃苑　出席116名
　小雨模様であったが、クラブ始まって以来の
参加人数で、家族野外レクレーションを開催。
■９月例会　９月７日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席28名
テーマ「最近のわが社の状況と将来展望」
　伊藤会員が造船業界、泰地会員が防災業界、

本間会員が小売業界の現状をスピーチ。
■10月例会　10月７日（木）
　　於　釧路水産ホテル　出席27名
テーマ「健康管理と成人病」
講師：伊東内科医院院長　伊東弓多果様
　成人病とは管理職病、健康は日頃の管理が肝
心と、皆は思い当たることが多かった。
■11月例会　管外研修　11月13日（土）～14
日（日）於　阿寒湖畔湖翠荘　出席32名
ゲスト：釧路市経済部部長　角田憲治様
　釧路市の産業・経済状況・景気動向など予定
時間を大幅に超える熱のこもった講演だった。
■12月例会　「家族クリスマス例会」12月４
日（土）於　東映ホテル　出席161名
「家族クリスマスパーティー」
　卸部会員が揃いの制服でホテルマン並のサー
ビスに感心。子供餅つき大会を開催。

▪第21期　昭和58年　西暦1983年
■１月定期総会　１月23日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席51名
　新会長に森下　勇氏を選出。新年度がスタート。
■２月例会　２月７日（月）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席27名
テーマ「会員スピーチ」木内氏「印刷業界の歴
史と状況」、阿部氏「食品産業資材・食品添加
物」、伊東氏「観光事業」をスピーチ。
■３月例会　３月７日（月）
　　於　敷島商会　出席30名
テーマ「踊りと私」
講師：花邑流家元　花邑徳伸様
　気品溢れる花邑先生の講演。利き酒大会。
■４月例会　４月７日（木）
　　於　釧路水産ホテル　出席30名
テーマ「日本の経済の動向」
講師：野村総合研究所国際証券調査室
　　　佐野睦典様
　三次産業（サービス産業）のＧＮＰに占める割合
が高まり、社会構造が急速に変化していると講演。
■５月例会　５月９日（月）
　　於　釧路水産ホテル　出席30名
テーマ「道東経済の動き」
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講師：日本銀行釧路支店長　棚橋靖夫様
　日本銀行券（お札）、道東の経済レベルが全
国より良いなど。
■６月例会　６月７日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席27名
テーマ「会員スピーチ」
　立花氏「生花、葬儀花について」、佐藤和安
氏「結納について」、今田氏「友情について」
をスピーチ。
■７月例会　７月７日（木）
　　於　厳島神社社務所　出席33名
テーマ「厳島神社のルーツ」
講師：厳島神社宮司　菊池様
　厳島神社の紀元から、祀られている神々につ
いて講演頂いた。

■７月９日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月21日（日）
　　於　ＯＫ牧場美濃苑　出席110名
テーマ「家族野外レクレーション」
　今年もあいにくの小雨模様だったが、晴れ間
を見つけてゲームを楽しんだ。
■９月例会　９月７日（水）
　　於　釧路水産ホテル　出席31名
テーマ「交通問題について」
講師：釧路警察署署長　向出　博様
　死亡交通事故が多くなってきている、車は凶
器と考え安全運転を心がけるように。
■10月例会　10月７日（金）
　　於　釧路水産ホテル　出席24名
テーマ「道東経済について」
講師：帝国データバンク釧路支店長　金浜亮三様
　過去三年の企業倒産は減少している。事業成

功の為の経営は今も昔も変らないことなど。
■11月例会　「管外研修」11月５日（土）～
６日（日）於　川湯湖山荘　出席35名
テーマ「釧路をみなおそう」
講師：釧路市役所経済部部長　角田憲治様
　釧路市一年間の実績と新規事業（冬期国体
等） について報告。
■12月例会　12月３日（土）
　　於　ニュー十條会館　出席150名
「家族クリスマスパーティー」
　華やかなクリスマスパーティに子供達が歓喜。
オークション益金５万円を国体準備室に寄付。

▪第22期　昭和59年　西暦1984年
■１月定期総会　１月22日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席53名
　前期に続き会長に森下氏を再任。川口征氏が
11年間皆勤で特別表彰。
■２月例会　２月７日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席30名
テーマ「新入会員スピーチ」
安藤氏「外国生活の思い出」、黒沢氏「包装資
材の移り変わり」、浜辺氏「自動車購入の秘
訣」、中尾氏「着物のルーツ」、石田氏「パチ
ンコについて」をスピーチ。
■３月例会　３月７日（水）
　　於　敷島商会　出席31名
講師：敷島商会専務　梁瀬誠也様
　釧路のしゃも寅の水と、岡山の米を新潟の杜
氏が丹精込めて作る地酒の歴史を説明され、講
演後、福司の生酒を楽しむ。
■４月例会　４月９日（月）
　　於　釧路水産ホテル　出席32名
テーマ「北海道分県論について」
講師：釧路新聞社社長　片山睦三様。
　北海道経済が札幌に集中しすぎるのを改革す
るには、北海道を４県に分割し、政治経済人口
を分散する必要があると熱く語った。
■５月例会　５月７日（月）
　　於　釧路水産ホテル　出席30名
テーマ「あすなろクラブを考える」
講師：横地重幸顧問
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　チャーターメンバーが少なくなったが、クラ
ブの原点に戻り、信条を見つめ直し、迷惑をか
けない商売をして欲しいと、檄をとばされた。
■６月例会　６月７日（木）
　　於　釧路水産ホテル　出席27名
テーマ「釧路経済と銀行マン」
講師：北陸銀行釧路南支店長　今　守生様
　地盤沈下の激しい橋南地区は住宅街へ転換す
べしと提案。
■７月例会　７月９日（月）
　　於　厳島神社社務所　出席39名
テーマ「会員スピーチ例会」
　新入会員の本間氏、森山氏のスピーチ。厳島
神社例大祭打ち合わせ。
■７月14日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月26日（日）
　　於　OK牧場美濃苑　出席86名
　家族野外レクレーション　３年ぶりの晴天、
短い夏を存分に楽しむ。
■９月例会　９月７日（金）
　　於　釧路水産ホテル　出席28名
テーマ「交通安全について」
講師：釧路警察署交通企画係長　風間理治様
　釧路警察署にて交通管制センターを見学。
■10月例会　10月９日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席31名
　特別プロジェクト委員会により、組織活性化
等のポイントを発表。
■11月例会　管外研修　11月10日（土）・11
日（日）於　弟子屈ホテル摩周　出席36名
テーマ「釧路をみなおそう、まとめ」
講師：釧路市役所経済部部長　角田憲治様

■12月例会　12月１日（土）
　　於　釧路オリエンタルホテル　出席199名
「家族クリスマスパーティー」工業部会担当

▪第23期　昭和60年　西暦1985年
■１月定期総会　１月20日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席42名
　綿貫利次氏を会長に選出。年間テーマ「研鑽
と友情」
■２月例会　２月７日（木）
　　於　釧路水産ホテル　出席37名
テーマ「会員スピーチ」
　稲垣氏、儀俄氏、松本氏、最上氏、畑氏、川
畑氏のスピーチ。
■３月例会　３月７日（木）
　　於　敷島商会　出席31名
テーマ「これからのシステム・コンピューター」
講師：釧路商工信組常務取締役　田村雅典様
■４月例会　４月９日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席34名
テーマ「道政と釧路について」
講師：道議会議員　綿貫健輔様
　伊東氏が来る市議会議員へ立起表明。
■５月例会　５月８日（水）
　　於　釧路水産ホテル　出席36名
テーマ「心臓疾患のお話」
講師：釧路市立病院内科勤務医長　近藤　明様
■６月例会　６月８日（土）
　　於　釧路水産ホテル　出席37名
テーマ「釧路市の経済」
講師：釧路市長　鰐淵俊之様
　釧路市の経済状況と総合計画について
■７月例会　７月９日（火）
　　於　厳島神社社務所
　例大祭打ち合わせ。前年例大祭ビデオ鑑賞。
■７月13日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月25日（日）
　　於　ＯＫ牧場美濃苑　出席107名
「家族野外レクレーション」
■９月例会　９月６日（金）
　　於　釧路水産ホテル　出席30名
テーマ「国を守る自衛隊」
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講師：自衛隊帯広地方連絡部釧路出張所長三等
陸佐　池上　均様
　防衛の何たるかを再認識させられた。
■10月例会　10月８日（火）
　　於　釧路水産ホテル　出席34名
テーマ「火災予防について」
講師：釧路中央消防署長　山口様
■11月例会　11月16日（土）～17日（日）
　　於　阿寒観光ホテル　出席32名「管外研修」
テーマ「あすなろクラブを見直そう」
フリートーキング。
　１．出席率について、２．例会講師につい
て、３．全員スピーチについて、４．特別例会
の月の例会について、５．部会のあり方につい
て、６．婦人の集いについて。
■12月例会　12月８日（日）
　　於　東映ホテル　出席167名
「家族クリスマスパーティー」卸部会担当

▪第24期　昭和61年　西暦1986年
■１月定期総会　１月19日（日）
　　於　ぬさまい荘　出席42名
　綿貫利次会長を再任。
■２月例会　２月６日（木）
　　於　ぬさまい荘　出席29名
　出席会員による自社の３分間ＰＲ。
■３月例会　３月７日（金）
　　於　ぬさまい荘　出席35名
テーマ「円高について、中小企業に及ぼす影響」
講師：日本銀行釧路支店長　鴨志田孝之様
　最近の為替相場を見ての道東経済への影響に
ついてご講演いただいた。
■４月例会　４月８日（火）
　　於　ぬさまい荘　出席33名
テーマ「報道関係から見た市政」
講師：道新釧路支店報道部次長　金田昌男様
■５月例会　５月８日（木）
　　於　ぬさまい荘　出席31名
テーマ「年金法について」
講師：釧路市役所年金課　水谷　登様・細口様
　61年４月法改正の説明。
■６月例会　６月６日（金）

　　於　エイトビル　出席31名
テーマ　くしろ経営の実務「路地裏の経済学か
ら学ぶもの」
講師：釧路市史編さん事務局課長　寺島敏治様
■７月例会　７月７日（火）
　　於　厳島神社　出席31名
テーマ「水産問題について」
講師：釧路市役所水産部課長　清水富士雄様
■７月12日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月24日（日）
　　於　OK牧場　出席77名
　家族野外レクレーション。
■９月例会　９月５日（金）
　　於　ぬさまい荘　出席33名
テーマ「相続と登記につて」
講師：沢野司法書士事務所　沢野　浩様
■10月例会　10月８日（水）
　　於　ぬさまい荘　出席28名
テーマ「大和証券のお勧め商品で貴方も株主に」
講師：大和証券釧路支店　渡辺翼様
　伊東氏による市政報告。
■11月例会　11月８日（土）・11月９日（日）
「管外研修」於　川湯ホテル和光　出席26名
テーマ「北海道の開発基本計画の位置づけと進
め方」
講師：道議会議員　綿貫健輔様
■12月例会　12月６日（土）
　　於　ニュー十條会館　出席147名
「家族クリスマスパーティー」小売部会担当

▪第25期　昭和62年　西暦1987年
■１月定期総会　１月18日（日）
　　於　ぬさまい荘　出席42名
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　寺前利彦氏を会長に選出。年会費３万６千円
に修正。
■２月例会　２月６日（金）
　　於　ぬさまい荘　出席39名
　畑氏、加賀氏、高谷氏、立花氏、宮沢氏、本
間氏、中尾氏、７名がスピーチ。
■創立25周年記念式典　２月22日（日）
　　於　東映ホテル
　詳しくはＰ74に掲載。
■３月例会　３月６日（金）
　　於　ぬさまい荘　出席35名
テーマ「円高が釧路の経済にどう影響している
か。」
講師：北海道拓殖銀行釧路支店長　重本　忠様
■４月例会　４月８日（水）
　　於　ぬさまい荘　出席30名
テーマ「釧路湿原国立公園化に向けて」
講師：釧路市企画審議室審議委員　西脇祥哲様
■５月例会　５月８日（金）
　　於　ぬさまい荘　出席31名
テーマ「釧路湿原の国立公園化に向けて」
講師：釧路博物館　新庄久司様
　湿原の生態について講演いただいた。
■６月例会　６月22日（月）
　　於　ぬさまい荘　出席59名
テーマ「輸入果実試食会」
講師：釧路中央青果（株）代表取締役　横地重
幸様　輸入果実担当　佐々木様
■７月例会　７月８日（水）
　　於　ぬさまい荘　出席31名
テーマ「これからの地方紙の在り方」
講師：釧路新聞社取締役編集局長　高橋一美様
　世界各国の状況と活字離れについて。
■７月11日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月23日（日）
　　於　鶴居グリーンパーク　出席97名
「家族野外レクレーション」
■９月例会　９月８日（火）
　　於　ぬさまい荘　出席34名
1新入会員の飯田氏、佐藤（公）氏、飯飼氏、
小林氏によるスピーチ。
2ＪＣ中村理事以下５名の意見発表。

■10月例会　10月７日（水）
　　於　ぬさまい荘　出席25名
テーマ「現代高校生の考え方」
講師：釧路工業高校進路指導主事　米内顕一様
　現代高校生の気質を心理的、社会的側面から
分析した。
新入会員スピーチ　平野氏、佐藤（修）氏
■11月例会　11月８日（日）
　　於　釧路市施設巡り　出席26名
テーマ「釧路市施設巡りコース」
　市役所議会見学、古川下水処理場、公立大学
建設地、陸上競技場、市民球場、春採アイスア
リーナ、熱供給公社、武道館、をバスで見学。
■12月例会　12月５日（土）
　　於　オリエンタルホテル　出席156名
「家族クリスマスパーティー」工業部会担当

▪第26期　昭和63年　西暦1988年
■１月定期総会　１月17日（日）
　　於　ぬさまい荘　出席55名
　寺前利彦会長を再任。
■２月例会　２月８日（月）
　　於　ぬさまい荘　出席29名
テーマ「フリートーキング」
　３部会制度見直しについて活発な意見が出さ
れた。
■３月例会　３月８日（火）
　　於　ぬさまい荘　出席37名
テーマ「釧路湿原と鶴」
講師：釧路丹頂鶴自然公園　高橋良治様
　釧路湿原の素晴らしさを説明。
■４月例会　４月８日（金）
　　於　ぬさまい荘　出席35名
テーマ「石油産業の自由化国際化移行」
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講師：釧根石油協同組合釧路支部長　山口　盛様
　伊東会員よりフィッシャーマンズワーフ計画
について説明があった。
■５月例会　５月９日（月）
　　於　ぬさまい荘　出席72名
テーマ「第２回輸入果実試食会」
　準会員、子供も参加。
■６月例会　６月６日（月）
　　於　ぬさまい荘　出席38名
テーマ「釧路市政の現状とプロジェクト」
講師：釧路市役所助役　古谷達也様
　公立大、フィッシャーマンズワーフ、鳥取10
号公園、公民館新築について。
■７月例会　７月６日（水）
　　於　ぬさまい荘　出席28名
テーマ「葬儀のマナーについて」
講師：釧路博善社　吉田憲正様
■７月９日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月28日（日）
　　於　太平洋スカイランド　出席76名
「家族野外レクレーション」
　太平洋炭礦資料館見学など。
■９月例会　９月８日（木）
　　於　ぬさまい荘　出席23名
テーマ「動物と人間のふれあい」
講師：釧路市動物園園長　渡辺徳介様
　これからの動物園の在り方などをお話しいた
だいた。
■10月例会　10月６日（木）
　　於ぬさまい荘　出席23名
テーマ「スーパーマーケットの現状と方向」
講師：イトーヨーカドー釧路店長　小松達雄様
　地域の消費に合った品揃えを目指している。
■11月例会　11月８日（火）
　　於　ぬさまい荘　出席33名
テーマ「釧路市の交通体系の整備について」
講師：釧路市都市計画課長　赤江利宗様
■12月例会　12月３日（土）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席144名
　「家族クリスマス例会」

▪第27期　平成元年　西暦1989年
■１月定期総会　１月22日（日）
　　於　ぬさまい荘　出席51名
　小林善雄氏を会長に選出。
■２月例会　２月16日（木）
　　於　道東経済センター　出席41名
テーマ「消費税について」
講師：釧路税務署関税部門総括国税調査官
　　　佐藤貢様
■３月例会　３月６日（月）
　　於道東経済センター　出席29名
テーマ「会員スピーチ」
　本間（英）氏、飯飼氏による会員スピーチ。

「知っておきたいこの知識、聞いて得するこの話」
■４月例会　４月６日（木）
　　於　道東経済センター　出席31名
テーマ「近未来、くしろ」
講師：㈱釧路河畔開発公社副社長　坂本　茂様
　フィッシャーマンズワーフが道東の新名所に
なって釧路の発展に寄与できる。
■５月例会　５月10日（水）
　　於道東経済センター　出席38名
テーマ「中小企業の融合化と協業化、成功への道」
講師：釧路エンジニアリングセンター理事長
　　　早川幸吉様
■６月例会　６月６日（火）
　　於　道東経済センター　出席33名
テーマ「会員スピーチ」
　浜辺氏、門脇氏による会員スピーチ。
■７月例会　７月６日（木）
　　於　道東経済センター　出席26名
テーマ「道東３地区の経済動向と経営者の相談」
講師：帝国データーバンク釧路支店長　井上七
男様
■７月８日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月10日（木）
　　於　道東経済センター　出席39名
テーマ「激突では判らない原発論争」
講師：科学ジャーナリスト元共同通信社論説副
委員長　岸本　康様
■８月27日（日）於　釧路河畔公園　出席59名
テーマ「家族野外レクレーション」
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■９月例会　９月６日（水）
　　於　道東経済センター　出席35名
「明日の釧路を考える」工業部会による発表。
「釧路市とその未来」講師：伊東良孝氏
■10月例会　10月19日（木）
　　於　道東経済センター　出席35名
テーマ「あすなろクラブに望む」討論会。
　来年度より４部会制度に移行を決定。
■11月例会　11月18日（土）〜19日（日）
　　於　帯広、十勝川簡易保険保養センター
出席21名
「管外研修」講師：六花亭社長　小田豊四郎様
　翌日、六花亭工場見学を実施。
■12月例会　12月３日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席127名
「家族クリスマス例会」小売部会担当

▪第28期　平成２年　西暦1990年
■１月定期総会　１月21日（日）
　　於　道東経済センター　出席52名
　泰地秀信氏を会長に選出。今年度より４部会
制に変更。
■２月例会　２月22日（木）
　　於　道東経済センター　出席30名
テーマ「会員スピーチ」
　新入会員の関氏、青山氏。各部会長より今年
の研究テーマについて発表。

■３月例会　「第４部会担当」３月14日（水）
　　於　道東経済センター
テーマ「あすなろサミット」
■４月例会　「第３部会担当」４月６日（金）
　　於　道東経済センター　出席37名

テーマ「釧路市の主幹産業を再度見直そう」
■５月例会　「第２部会担当」５月10日（木）
　　於　道東経済センター　出席30名
テーマ「熟考、就業規則」
　各会員の会社が持つ問題点を検討。
■６月例会　「第１部会担当」６月６日（水）
　　於　道東経済センター　出席33名
テーマ「メディア時代の現状と将来について」
講師：ＨＢＣ局長　嶋田悦郎様
■７月例会　「執行部担当」７月４日（水）
　　於　道東経済センター　出席26名
　景気の降下、郷土の人口減少問題等のアン
ケートを実施。
■７月14日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第４部会担当」８月９日（木）
　　於　道東経済センター　出席26名
テーマ「もうあと１歩の別荘」
　茅沼の別荘地を現地視察、視察結果報告。
■９月例会　「第３部会担当」９月10日（月）
　　於　道東経済センター　出席33名
テーマ「石炭と産炭地域を考える」
講師：太平洋炭礦釧路礦業所次長　近野周悦様
■10月例会　「第２部会担当」10月３日（水）
　　於　道東経済センター　出席25名
テーマ「健康について、あれこれ」
講師：整体師　七島裕一様、狩野英哉様

「長生きをしたければ是非聞いてください」との前宣
伝もあり、整体の実演と講演をいただいた。
■10月管外研修　10月15日（月）16日（火）
　　於　泊村・札幌市　出席22名
　北電泊原子力発電所の見学。
■11月例会　「第１部会担当」11月６日（火）
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　　於　ＮＴＴ会議室　出席33名
テーマ「情報通信とメディア」
講師：藤野会員
　ＩＮＳサービスの説明とパソコン、ファクシ
ミリの実演。
■12月例会　12月１日（土）
　　於　ニュー十條会館　出席96名
「家族クリスマスパーティー」

▪第29期　平成３年　西暦1991年
■１月定期総会　１月20日（日）
　　於　ホテルレイトン　出席46名
　伊東良孝会員を第18代会長に選出。
■２月例会　「執行部担当」２月15日（金）
　　於　道東経済センター　出席47名
　30周年記念式典実行委員会役員発表。佐藤
氏、石田氏、山口氏、児玉氏、斉藤氏の新入会
スピーチ。
■３月例会　「執行部担当」３月６日（水）
　　於　道東経済センター　出席46名
テーマ「心づくり対策における教育」
講師：釧路市教育委員長　角田憲治様
　不登校、非行、いじめ、しつけなどについて。
■４月例会　「執行部担当」４月５日（金）
　　於　道東経済センター　出席35名
テーマ「人づくり対策」
講師：間組釧路営業所長　森　正様
　風通しの良い会社をつくるには。
■５月例会　「第１部会担当」５月９日（木）
　　於　道東経済センター　出席37名
テーマ「釧路の観光を斬る」
　夏でも涼しい釧路をアピールしてはどうかと
提案など。
■６月例会　「第４部会担当」６月６日（木）
　　於　道東経済センター　出席40名
テーマ「釧路の街は親切ですか？」
　道路標識設置の問題点を指摘。後日釧路新聞
に大々的にとりあげられた。
■７月例会　「執行部担当」７月５日（金）
　於　道東経済センター　出席35名
　各部会の反省点の発表。懇親会。
■７月13日（土）厳島神社例大祭

■８月例会　「第３部会担当」８月６日（火）
　　於　道東経済センター　出席32名
テーマ「来るべき高齢化社会を考えるシンポジ
ウム」
パネラー：坂本医院院長　坂本一様、釧路市老
人連合会会長　佐藤恬様、釧路市老人福祉課長
　藤本昌士様
　健康づくりや、社会奉仕活動への参加をし老
人福祉の向上を図る必要をとなえられた。
■９月例会　「執行部担当」９月５日（木）
　　於　パシフィックホテル新館　出席43名
テーマ「人づくり対策、（社員教育）」
講師：㈱ほくさん所長　丸山征人氏
　30周年記念誌用プロフィール写真を撮影。
■10月例会　「第１部会担当」10月７日（月）
　　於　道東経済センター　出席40名
テーマ「新しい体験観光ゾーンの提言」
　釧路湿原の楽しみ方を提案。
■「管外研修」10月12日（土）13日（日）
　　於　根室市　出席19名
テーマ「根室は今」
講師：根室商工会議所専務理事　大山俊郎様
　北方資料館を視察。

■11月例会　「第４部会担当」11月６日（水）
　　於　道東経済センター　出席30名
テーマ「その後の道路標識」
　独自のアンケート調査、研究発表。
■12月例会　12月８日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席128名
「家族クリスマスパーティー」
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▪第30期　平成４年　西暦1992年
■１月定期総会　１月23日（木）
　　於　国際交流センター　出席54名
　伊東良孝会長を再選。第30期がスタート。
■創立30周年記念式典　２月15日（土）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席60名
　詳しくはＰ75に掲載。
■３月例会　「第４部会担当」３月５日（木）
　　於　道東経済センター　出席44名
テーマ「我々は本当に働き過ぎなのか」
講師：労働基準監督署次長　中島秀司様
　時短経営について講演頂く。
■４月例会　「第１部会担当」４月６日（月）
　　於　道東経済センター　出席47名
テーマ「このままでいいのか旧釧路川」
　旧釧路川の有効利用と現状報告。
■５月例会　「第２部会担当」５月７日（木）
　　於　道東経済センター　出席37名
テーマ「なるほどＴＨＥ946裏話」
　大谷真市会員、佐藤茂良会員の研究発表。
■６月例会　「第３部会担当」６月５日（金）
　　於道東経済センター　出席37名
テーマ「企業誘致の実態と課題　PART１」
　釧路の企業誘致の実態と課題について。青木
会員と稲場会員より発表。
■７月例会　「臨時総会」７月７日（火）
　　於　ヒルトップ　出席44名
　議案　①会則第５条第２項の修正、②クリス
マス予算増額について
■７月11日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第４部会担当」８月６日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席39名
テーマ「人口20万を割る日何が起こる、釧路と
帯広の逆転はあるか」、釧路と帯広の気質の違
いに
■９月例会　「第１部会担当」９月７日（月）
　　於　道東経済センター　出席39名
テーマ「このままでいいのか旧釧路川　PARTⅡ」
講師：都市開発部課長補佐　飯田克夫様
　リバーサイド計画についての講演。
■10月例会　「第２部会担当」10月６日（火）
　　於　道東経済センター　出席37名

テーマ「釧路湿原の利用」パネルデスカッショ
ン方式で語って頂いた。
■10月例会　「管外研修」10月17日（土）～
18日（日）於　川湯観光ホテル　出席27名
テーマ「釧路の将来について」
講師：釧路市役所助役　森　貞雄様
　釧路市の将来についての講演。懇親会

■11月例会　「第３部会担当」11月６日（金）
　　於　道東経済センター　出席37名
テーマ「こんな考えも方もあるよ」
　部会を三班に分け、観光・スポーツ・流通に
ついての論戦を行った。
■12月例会　「クリスマス例会」12月６日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席52名
　家族も呼び、楽しいクリスマスパーティ。

▪第31期　平成５年　西暦1993年
■１月定期総会　１月24日（日）
　　於　十条会館二階大ホール　出席64名
　第31期会長に本間鉄夫会員を選出。年間テー
マ「和を考える」
■２月例会　「執行部担当」２月４日（木）
　　於　道東経済センター　出席38名
テーマ「釧路・・今・・転禍為福」
講師：釧路商工会議所専務理事　木村　勲様
　震災（１月15日）復旧事業見直しの提言。
■３月例会　「執行部担当」３月４日（木）
　　於　道東経済センター　出席41名
テーマ「あすなろクラブ・和を考える」
　今期の各部会研修発表内容の議論。
■４月例会　「第１部会担当」４月２日（金）
　　於　道東経済センター　出席36名
テーマ「今問われる産業廃棄物の処理の行方・
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取り巻く環境」
講師：釧路市環境リサイクル担当参事
　　　米田忠幸様
■５月例会　「第４部会担当」５月６日（木）
　　於　道東経済センター　出席47名
テーマ「健康について」
　成人病と生命保険について会員２名の発表。
■６月例会　「第２部会担当」６月３日（木）
　　於　道東経済センター　出席45名
テーマ「エイズ１１０番」
講師：北海道釧路保健所　大角晃弘医師
　エイズ専門医による現状と予防対策。
■７月例会　「執行部担当」７月７日（水）
　　於　MOOサッポロビールピュアライオン
　　出席48名
テーマ「フリートーキングタイム」
　会員相互の話題でおおいに語った。
■７月10日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第３部会担当」８月３日（火）
　　於　道東経済センター　出席44名
テーマ「スタッドレスタイヤと交通事故」
講師：横浜タイヤ（株）札幌支店　門馬隆様、
　　　住友海上火災保険（株）原　三知男様
　スタッドレスタイヤを使う課題について昨年
12月に禁止となったスパイクタイヤに変わって。
■レクリエーション

■９月例会　「第６部会担当」９月２日（木）
　　於　道東経済センター　出席30名
テーマ「忘れた頃にやってくる災害」
講師：釧路地方気象台技術課長　山内義敬様
　前回と１月の地震の規模、津波の影響などの
講演。

■10月例会　「第５部会担当」10月７日（木）
　　於　道東経済センター→定光寺　出席27名
テーマ「無」座禅をして無の境地を体験した。
■11月例会　「管外研修」11月６日（土）
　　於　阿寒町赤いベレー　出席29名
テーマ「阿寒町の概要と現状」
講師：阿寒町長　月館俊松様
　町おこしについての熱い講演。
■12月例会　「レクレーション委員」12月４
日（土）
　　於　十条会館２階大ホール　出席40名
「家族クリスマスパーティ」
　多くの会員・家族の参加で楽しいパーティと
なった。

▪第32期　平成６年　西暦1994年
■１月定期総会　１月22日（日）
　　於　道東経済センター　出席54名
　第32期会長に宮澤昌典氏を選出。
■２月例会　「執行部担当」２月３日（木）
　　於　道東経済センター　出席39名
テーマ「釧路支庁の役割と課題」
講師：釧路支庁地方部長　橋本英正様
　釧路管内の経済状態の講演。
■３月例会　「第２部会担当」３月４日（金）
　　於　道東経済センター　出席42名
テーマ「釧路あすなろクラブ現在、過去、未来」
ゲスト：釧路新聞社編集局長　横澤一夫様
　あすなろ30年の足跡　今田英三会員、あすな
ろクラブの現場　稲場文男会員
■４月例会　「第３部会担当」４月５日（火）
　　於　道東経済センター　出席34名
テーマ「釧路市経済の概況と主要プロジェクト」
講師：釧路市助役　後藤敏夫様
■５月例会　「第６部会担当」５月10日（火）
　　於　道東経済センター　出席32名
テーマ「生き残りをかけて今・・３企業に見
る、その戦略をさぐる！」
　丸中、ナラサキフーズ、畑電機３会員企業の
現状と将来について発表。
■６月例会　「第１部会担当」６月３日（金）
　　於　道東経済センター　出席38名
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テーマ「21世紀に豊かな自然を残すために」
講師：北海道教育大学釧路校教授　神田房行様
　ポストラムサール「水郷水都全国会議釧路大
会」について講演。
■７月例会　「執行部担当」７月７日（木）
　　於　道東経済センター　出席41名
テーマ「あすなろ見本市」
　参加26社による展示会。
■７月９日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第４部会担当」８月９日（火）
　　於　道東経済センター　出席25名
テーマ「ゴミの分別収集について」
講師：釧路市環境部部長　米田忠幸様
　ゴミリサイクルを柱とした新しいごみ処理体
系について。
■９月例会　「第５部会担当」９月６日（火）
　　於　MOOフィットネスセンタープール
　　出席30名
テーマ「服をきたままの水泳」溺れたときのた
めに。

■10月例会　「管外研修」10月１日（土）～
２日（日）
　　於　厚岸コンキリエ→ホテル金万　出席28名
テーマ「厚岸町の歴史と産業と観光」
講師：厚岸町長　澤田昭夫様
　澤田町長の厚岸発展にかける思いを語ってい
ただいた。
■11月例会　「臨時総会」11月４日（金）
　　於　道東経済センター　出席29名
１）部会編成について　２）会費値上げについ
て
■12月例会　「レクレーション委員」12月４
日（日）

　　於　釧路パシフィックホテル　出席112名
テーマ「家族クリスマスパーティ」
　家族と楽しい時間を過ごす。

▪第33期　平成７年　西暦1995年
■１月定期総会　１月22日（日）
　　於　国際交流センター　出席46名
　第33 期会長に市橋清捷氏を選任。年間テー
マ「明日のあすなろクラブを考える」
■２月例会　「執行部担当」２月14日（火）
　　於　幣舞荘　出席34名
テーマ「今、あすなろクラブでは・・」
　チャーターメンバーの今田氏から創立の理
念、歴史を聞いた。
■３月例会　「執行部担当」３月７日（火）
　　於　幣舞荘　出席35名
テーマ「あすなろクラブの現状を考える」
　入会条件の再検討など。
■４月例会　「執行部担当」４月７日（金）
　　於　幣舞荘　出席29名
テーマ「よりよいあすなろクラブを目指して」
　女性会員受入など。
■５月例会　「執行部担当」５月９日（火）
　　於　幣舞荘　出席25名
テーマ「特別会員制度について」
■６月例会　「執行部担当」６月７日（水）
　　於　幣舞荘　出席21名
テーマ「製造物責任法（ＰＬ法）の実際について」
講師：住友海上保険（株）課長　岡本様
　ＰＬ法について講演。
■７月８日（土）厳島神社例大祭
■７月例会　「執行部担当」７月14日（金）
　　於　笛園ビルとん喜　出席37名
テーマ「アルコール例会」
　美味しいビールで親睦を深めた。
■８月例会　「臨時総会」８月７日（月）
　　於　幣舞荘　出席31名
　会員の資格、特別会員制の廃止について、満
場一致で決議。
■９月例会　９月10日（日）
　　於　大谷公園（遠矢）　出席17名
「野外レクレーション」
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■10月例会　10月13日（金）
　　於　幣舞荘　出席33名
テーマ「道政参画６ヶ月を迎えて」
講師：伊東良孝道議会議員
　道政報告
■11月例会　11月７日（火）
　　於　幣舞荘　出席23名
テーマ「私の仕事～私の人生～私の愛する釧路」
講師：日本銀行釧路支店長　福田仁司様
　釧路大好き人間として釧路を語っていただい
た。
■12月例会　12月３日（日）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席36名
テーマ「家族クリスマスパーティ」
　畑氏のサンタクロースで始まり楽しく終了し
ました。

▪第34期　平成８年　西暦1996年
■１月定期総会　１月21日（日）
　　於　釧路バシフイックホテル　出席35名
　第34期会長に市橋清捷会員を再選。年間テー
マ「研鑽と友情」
■２月例会　２月15日（木）
　　於　幣舞荘　出席24名
講師：萬木建設㈱代表　漆崎　隆氏
テーマ「私の人生・仕事」～起業家に聞く～
　波乱に富む氏の生き方から､多くの事を学んだ。
■３月例会　３月７日（木）
　　於　道東経済センター　出席23名
講師：帝国データバンク釧路支店長　境　重信様
テーマ「発想を変えよう～成功企業の事例紹介～」
　成長企業に共通の事例を紹介頂く。
■４月例会　４月９日（火）
　　於　道東経済センター　出席26名
テーマ「釧路を叱る～釧路発展のために」
　釧路全日空ホテル総支配人・峯岸輝雄様、Ｓ
ＰＥＣ代表取締役・菊地史郎様、北の編集室代
表・佐藤隆則様を招き、伊東良孝氏をコーディ
ネーターにパネルディスカッション。
■５月例会　５月９日（木）
　　於　道東経済センター　出席16名
講師：釧路スイミングクラブ代表　古屋英昭様

◆テーマ「水泳コーチから見た健康づくり」
　健康の面でも企業経営の点でも大いに参考に
なった。
■６月例会　６月12日（水）
　　於　生涯学習センター　出席24名
講師： 裏千家淡交会　上林宗律様
テーマ「日本の伝統を体験する～茶道～」
　お茶を体験し、和やかさに満ちたひととき。
■７月例会　「第２部会担当」７月９日（金）
　　於　生涯学習センター　出席26名
テーマ「地酒・福司の実力」
講師：福司酒造㈱代表取締役　梁瀬誠也様
　創業から現在までのお話を伺った。

■７月13日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「納涼例会」８月７日（水）
　　於　とん歖　出席22名
　笛園ビルのとん歖に於いて納涼例会を行う。
■９月例会　「家族野外レク」９月８日（日）
　　於　春採公園　出席17名
　家族共々野外レクレーションを行い、楽しい
時間を過ごす。
■10月例会　10月８日（火）
　　於　生涯学習センター　出席30名
　平成８年市長候補予定の綿貫健輔様と後藤敏
夫様を迎え、新しい市政に向けての情熱を伺っ
た。
■11月例会　11月25日（月）
　　於　生涯学習センター　出席25名
　市橋清捷会長からは二年間の総括を。次期会
長稲場文男氏からは次年度の抱負を語った。
■12月例会「クリスマス例会」12月１日（日）
　　出席71名（会員30・家族41）
　　於　釧路パシフイックホテル



－　　－44

【】【第34期〜第35期　平成８年〜平成９年　西暦1996〜1997年】

　乾杯と共に入場したサンタによる子供達への
プレゼントやゲームなどで楽しい一時を過ごした。

▪第35期　平成９年　西暦1997年
■１月定期総会　１月19日（日）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席35名
　第35期会長に稲場文男氏を選出し新執行部が
スタート。
■２月例会　「執行部担当」２月６日（木）
　　於生涯学習センター　出席27名
講師：昭和スポーツ幼稚園園長　矢口正光様
テーマ「我が人生」
　国体での裏話や教育界での先生の立場から指
導方法等を伺い、会員の皆様が我が郷土､地域
に何かと関わっていて下さいと締め括られました。
■創立35周年記念式典　３月23日（日）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席41名
　詳しくはＰ76に掲載。

■４月例会　「第４部会担当」４月８日（火）
　　於　生涯学習センター　出席28名
テーマ「石炭産業の現状と将来の展望」
講師：太平洋炭礦総務課長　菊池靖則様
　石炭産業を取り巻く厳しい現状と、存続を掛
けた企業努力等を伺った。

■５月例会　「第２部会担当」５月８日（木）
　　於　生涯学習センター　出席32名
テーマ「釧路の港を考える」
　本間鉄夫氏の司会で、安藤栄治氏・市橋清捷
氏・加賀省二氏・佐藤修一氏による発表。明治
32年の開港から現在までの歴史を紹介。
■６月例会　「執行部担当」６月６日（金）
　　於　とん歖　出席34名
　アルコールを交え会員相互の親睦を深める。
■７月例会　「第１部会担当」７月８日（火）
　　於　生涯学習センター　出席26名
テーマ「国際社会における日本と釧路」
講師：鈴木宗男代議士
　北方領土問題や矢臼別の現状説明と、国際人
としての心の持ち方など講演頂いた。
■７月12日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第３部会担当」８月８日（金）
　　於　生涯学習センター　出席29名
テーマ「釧路町・釧路市の合併を考える」・
「資料で見る釧路町･釧路市」・「合併推進反
対無関心派意見発表討論」と続け、最後に質疑
応答･総括で会員同士のディスカッションを
行った。
■９月例会　「管外研修」９月６日（土）～７
日（日）於　弟子屈町当別・大鵬荘　出席15名
　数年ぶりの管外研修。会員相互のスピーチ
等、本音で語り合った。
■10月例会　「執行部担当」10月７日（火）
　　於　生涯学習センター　出席21名
テーマ「釧路経済の現況と予測」
講師：帝国データバンク釧路支店長　伊藤辰男様
　釧根経済の特徴および現在の状況分析を語っ
て頂いた。
■11月例会　「執行部例会」11月７日（金）
　　於　生涯学習センター　出席25名
テーマ「次期執行部への提案」
　各部会より次期執行部への提案。
■12月例会　家族クリスマス例会　12月７日
（日）於　釧路パシフィックホテル　出席33名
　ご家族にも出席し食事・ゲーム・プレゼント
など楽しいクリスマス例会となった｡
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▪第36期　平成10年　西暦1998年
■１月定期総会　１月18日（日）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席38名
　第36期会長に木内慎太郎氏を選出し新年度が
スタート。年間テーマ「和」
■２月例会　「送別例会」２月６日（金）
　　於　居酒屋案山子　出席36名
テーマ「釧路あすなろクラブへ物申す」
　昨年退会されたチャーターメンバー今田氏に
よる講演。感謝状と記念品を贈呈した。
■３月例会　３月６日（金）
　　於　釧路プリンスホテル　出席33名
テーマ「民意を道政に」
　伊東道議による講演。
■４月例会　４月７日（火）
　　於　釧路プリンスホテル　出席25名
テーマ「歴代会長とクラブ発展を共に歩んで」
　元会長の泰地氏、宮澤氏、稲場氏より、これ
からのクラブ運営に対して、貴重な提案を頂い
た。
■５月例会　５月７日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席25名
テーマ「活躍するグループを紹介」
　飯田氏、稲場氏、泰地氏、三輪氏４名が、そ
れぞれ所属して活躍している他会の活動につい
て比較検討しました。
■６月例会　６月５日（金）
　　於　釧路プリンスホテル　出席39名
テーマ「綿貫市長と語る」
講師：綿貫健輔釧路市長
　市長からの市政報告に続き、活発な質疑応答
が行われた。
■７月例会　７月19日（日）
　　於　新釧路川河畔公園　出席16名
テーマ「家族野外レクリエーション」
　河畔公園で楽しい時間を過ごす。
■７月11日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　８月７日（金）
　　於　ＭＯＯ銀座ライオン　出席28名
「ビール例会」
　２ヶ月連続のアルコール例会でしたが、多く
の参加がありました。

■９月例会　９月８日（火）
　　於釧路プリンスホテル　出席27名
テーマ「40周年に向けて、資料の保存と内規の
作成」
　40周年に向けての資料の管理保存と、内規の
作成、資料引継ぎを決議した。
■10月例会　「管外研修」10月17日（土）～
18日（日）於　川湯観光ホテル　出席24名
　ゴルフ同好会は、プレーを楽しんだ後、ホテ
ルで合流し、懇親会で楽しく過ごした。

■11月例会　11月６日（金）
　　於　釧路プリンスホテル　出席23名
テーマ「次期執行部への提案例会」
　現会長と次年度会長予定者による、次期執行
部への提案を行った。
■12月例会　「忘年例会」12月５日（土）
　　於　釧路プリンスホテル　出席25名
　今年度よりクリスマス家族例会は廃止が決定
し、会員の忘年例会に移行した。豪華な博多直
送のふぐ料理を堪能した。

▪第37期　平成11年　西暦1999年
■１月定期総会　１月９日（土）
　　於　釧路プリンスホテル　出席35名
　新会長に飯田正幸氏を選任し、新年度がス
タート。年間テーマ「交流」
■２月例会　２月９日（火）
　　於　釧路プリンスホテル　出席27名
テーマ「The 税金」
講師：青木孝志税理事務所税理士　青木孝志様
　税金の話や、税務調査の今昔についてお話し
をして頂きました。
■３月例会　３月４日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席24名
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◆テーマ「救急救命」
講師：釧路東消防署救急課係長　矢内達也様、
釧路中央消防署救急係主任　高杉　浩様
　心肺蘇生法、人工呼吸、心臓マッサージなど
について講習を受けました。

■４月例会　「執行部例会」４月８日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席27名
テーマ「会員スピーチ」
　出席者全員による自己アピールを行った。
■５月例会　「ビール例会」５月13日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席29名
　久々のビール例会で、大いに語りあった。
■６月例会　６月10日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席37名
テーマ「暴力団と企業」
講師：釧路警察署刑事係長　高橋永保様
　暴力団に間接的に協力してしまう怖さについ
て実例を挙げて講演頂きました。
■７月例会　７月８日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席24名
テーマ「半期を終えての仮決算報告と会食」
　仮決算報告後、18階スカイレストランにて和
気合いあいの中会食し、大変意義のある例会で
あった。
■７月10日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「家族レクリエーション」８月８日
（日）於　太平洋パークゴルフ場・ヒルトップ
　出席18名
　晴天の中、パークゴルフと食事会で楽しい一
日を過ごした。
■９月例会　「一泊研修例会」９月11日（土）
～12日（日）於　阿寒湖ホテルエメラルド　出
席23名

　今年度のテーマのように、会員同士で交流を
深めた例会でした。
■10月例会　10月７日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席21名
テーマ「一度地獄を見た男、そのとき学んだもの」
講師：丸中釧路中央青果株式会社社長
　　　寺前利彦様
　商売で学んだ人生観などについて講演頂いた。
■11月例会　11月４日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席32名
テーマ「インターネットを実践して見よう」
講師：ＮＴＴ東日本釧路支店営業部長
　　　大澤哲夫様
　インターネットの実情とＩＳＤＮ回線等の通
信情報の講演を頂いた。
■12月例会　「忘年例会」12月４日（土）
　　於　釧路プリンスホテル　出席29名
　11月例会に於いて１部会全員出席の栄誉に対
し特別表彰しました。乾杯に続き懇親会が開催
され和気あいあいの中、終了した。

▪第38期　平成12年　西暦2000年
■１月定期総会　１月15日（土）
　　於　釧路プリンスホテル　出席33名
　新会長に安藤栄治氏を選出し、新年度がス
タート。年間テーマを「知」
■２月例会　２月３日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席27名
テーマ「21世紀の北海道そして釧路」
講師：伊東良孝道議会議員
　政治家の使命についてお話頂いた。
■３月例会　３月９日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席24名
テーマ「お宮に行こう」
講師：厳島神社宮司　菊池吉郎氏
　神社の基礎知識を講演して頂く。
■４月例会　「第１部会担当」４月６日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席30名
テーマ「これが介護保険だ」
講師：大同生命保険　及川郁伸様
　介護保険について講演頂きました。
■５月例会　５月11日（木）
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　　於　釧路プリンスホテル　出席28名
テーマ「最近の釧路における四方山話」
講師：釧路新聞社編集局長　伊藤　豊様
　片山会長とあすなろクラブの関係、市民の意
識改革、住むところに自信を持つ事の大切さに
ついて講演して頂く。
■６月例会　「ビール例会」６月８日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席38名
　アルコールを交え、会員相互の交流と親睦を
深めた。
■７月例会　「第２部会担当」７月６日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席28名
テーマ「第２部会大いに語る」
　杉山部会長の司会で、第２部会員が語った。
■７月８日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第３部会担当」８月10日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席26名
テーマ「釧路地方の気象・地震」
講師：釧路地方気象台次長　藤田栄治様
　身近であってあまり知らない気象の事などに
ついて講演頂いた。
■９月例会　「一泊研修例会」９月９日（土）
～10日（日）
　　於　別海町ミルクランド・郊楽園　出席17名
　バター作りを体験し大変有意義な例会であった。

■10月例会　10月５日（木）
テーマ「自己の体力を知る」

　　於　釧路プリンスホテル　出席27名
講師：体力テスト員協議会会長　小田原恒雄様、
体力テスト員協議会幹事　佐藤裕子様
　準備運動の後体力測定、日頃の運動不足を痛
感した。
■11月例会　「第４部会担当」11月９日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席33名
テーマ「綿貫市長への期待」
講師：釧路市長　綿貫健輔様
　事前に提示した質問状に則り、市長より説明
して頂きました。
■12月例会　「忘年例会」12月７日（木）
　　於　釧路プリンスホテル　出席38名
　会員相互の交流と親睦を深めながら、お互い
が“知”り合った一年であった。

▪第39期　平成13年　西暦2001年
■１月定期総会　１月13日（土）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席35名
　新会長に中尾嘉男氏を選出、新年度がスタート。
■２月例会　２月８日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席34名
テーマ「伊東道議活動報告」
　釧路市の諸問題を語って頂き、厳しい現状を
改めて認識した。
■３月例会　３月３日（土）
　　於　王子製紙釧路工場　出席25名
テーマ「地球環境を考える」
　王子製紙釧路工場管理部長　伊香賀様、王子
製紙釧路工場管理主任　佐藤様のご案内で工場
施設を見学。
新入会員
　草島守之氏
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■４月例会　「執行部担当」４月11日（水）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席39名
テーマ「合同酒宴例会」
　会員同士のコミニュケーション図るため実施
した。
新入会員
　中川　充氏
■５月例会「第３、４部会担当」５月９日（水）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席28名
テーマ「マイラインと各種アラカルト」
講師：ＮＴＴ東日本部門長　佐　藤様
　スライドを含め、マイラインについての解
説、情報通信網の重要性を新ためて実感した。
■６月例会　「執行部担当」６月６日（水）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席28名
テーマ「幻想の世界オーロラに魅せられて」
講師：釧路ユネスコ協会理事　柴崎光一様
　趣味の写真撮影が昂じオーロラに魅せられ、
カナダに出かけるほど熱中した様子を講演頂い
た。
■７月例会　「ビール例会」７月６日（金）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席41名
　ビール例会は出席率が良いという定説通り、
多くの参加者で盛り上がった例会となった。
■７月14日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「第１、２部会例会」８月９日
（木）於　釧路パシフィックホテル　出席34名
テーマ「鰐淵俊之氏大いに語る」
講師：元衆議院議員　鰐淵俊之様
　小泉政権の事、釧路の三大基幹産業の将来、
町村合併についてご講演頂いた。

新入会員
　請川裕康氏
　中島康秀氏
■９月例会　９月７日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席31名
テーマ「近隣町村から見た釧路市」
講師：白糠町長　棚野孝夫様
　広域合併問題で市を核とした話題の中、しっ
かりとした持論を展開された。
■10月例会　「宿泊例会」10月６日（土）～
７日（日）於　川湯観光ホテル　出席23名
　温泉に入り会食、懇親、余興等、和やかな雰
囲気の内に終了した。

■11月例会　11月７日（水）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席39名
テーマ「生活習慣病」
講師：加勢内科院院長　加勢一夫様
　成人病の予防と糖尿病についての講演
■12月例会　「忘年例会」12月８日（土）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席40名
　会員相互の親睦を図れたと思います。
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▪第40期　平成14年　西暦2002年
■１月定期総会　１月11日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席35名
　平成14年度定期総会が開催され、第40期会長
に畑　稔氏が選出され、年間テーマを「刮目」
として新執行部がスタート。
■創立40周年記念式典　２月22日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル
　　出席44名　来賓４名　ＯＢ６名
　詳しくはＰ77に掲載。

■３月例会　「執行部担当例会」３月８日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席26名
テーマ『40周年記念事業の決算報告』
　佐藤誠一副会長より決算報告。続いて谷口正
四副会長より監査報告が行われ、会員の協力で
無事終了した事を報告した。
■４月例会　「執行部担当例会」４月12日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席30名
テーマ『釧路経済の現況と課題』
講師：釧路商工会議所専務理事　木村　勲様
　観光整備と観光客を迎える市民の熱意が必
要、公共事業依存経済からの脱却、又、カジノ
構想等をご講演頂いた。
新入会員　高木俊一氏
■５月例会　「執行部担当例会」５月10日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席19名
テーマ『新会員のスピーチ』
　新会員３名の自社ＰＲ。
清水雅則氏　近年の建築の断熱効果について
中川　亮氏　保険と健康について

中島康秀氏　自社の仕事クリーニングについて
■６月例会　「執行部担当例会」６月７日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席21名
テーマ『商売と義理人情』
　黒田厚司氏（クロダ部品商工代表取締役）
　自社の経営を通じて、義理人情をモットーに
商売繁盛に努力した我々若い会員に披露した。
■７月例会　「執行部担当例会」７月４日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席35名
テーマ『ビール例会』
　畑　稔会長の挨拶、谷口正四副会長の乾杯で
スタート。生ビールで日頃のうっぷんを解消し
親睦をはかった。

■７月13日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「執行部担当例会」８月７日（水）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席20名
テーマ『釧路の市政報告』
講師：草島守之市議会議員
　太平洋炭鉱から釧路コールマインへの移行等
があり、この10年間は、失われた経済の中で、
特に釧路市の水産、石炭の落ち込み等が大き
かったことが報告された。
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■９月例会　「執行部担当例会」９月13日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席18名
テーマ『会員のオリエンテーション』
　市橋清捷氏に当クラブの伝統、歴史、会員同
士の付き合い方等を真剣に聞く。続いて、若手
の代表で柵木隆雄氏が諸先輩との経験談につい
て語った。

■10月例会　「管外研修」10月12日（土）～
13日（日）
　　於　川湯グランドホテル　出席18名
　畑会長の挨拶、佐藤副会長の乾杯、畑会長が
40周年記念を無事終了した事を報告。

■11月例会　「執行部担当例会」11月８日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席25名
テーマ『来期に望む事』
　今期の例会で、大変手厳しい意見が出た。厳
島神社の協力についても多くの意見がでた。
■12月忘年例会　12月６日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席36名
　40周年記念事業を無事終えた畑会長の挨拶、
谷口副会長の乾杯で始まり、楽しい時間を過ご
しました。最後に市長候補伊東良孝氏の一本締
めで終了。
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【】
【第41期　平成15年　西暦2003年】

　年間テーマ『会員相互の連帯感を深め、共に助け合い、楽しく充実感のある一年間をめざす。』

▪第41期　平成15年　西暦2003年
■１月定期総会　１月18日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席38名
　平成15年度定期総会が行われ、第41期会長に
谷口正四氏を選出し、年間テーマを「会員相互
の連帯感を深め、共に助け合い、楽しく充実感
のある一年間をめざす。」として新執行部がス
タート。

■２月例会　「執行部担当例会」２月６日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席36名
テーマ『最近の事件から見た、海上保安庁の役割』
講師：釧路海上保安部警備救難課課長
　　　高橋博美様
　近年のレジャーブーム、魚釣り等で，救命胴
衣の重要性、密輸、密漁などの犯罪行為の監視
などについて講演頂いた。
新入会員
　昆　達夫氏
　大八木　茂氏
■３月例会　「執行部担当例会」３月６日（木）
　　於　釧路工業技術振興センター　出席29名

『釧路工業技術センターの今後の活用について』
　寒冷地における寒暖の差をエネルギーに変換
し、産業に結びつく研究について講演と施設見学。
新入会員
　菅　直行氏
　茂木晃一氏
■４月例会　「執行部担当例会」４月10日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席32名
テーマ『出逢いと人づくり』
講師：日本製紙クレインズ監督　沢崎潤一様
　優勝する為の意識改革を浸透させる指導者と
しての難しさなど、普段聞けない話を伺った。
新入会員
　岡崎隆二氏
■５月例会　「執行部担当例会」５月８日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席38名
テーマ『地場産業を食す』
　カネサキフーズの「魚醤油」、東和食品の
「北海道サーモン」、フジマリン加工の「この
まんまのこ」、ナラサキフーズの「辛子明太
子」等を食す。
■６月例会　「第４部会担当例会」６月12日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席34名
テーマ『介護保険制度の現状と課題について』
講師：釧路町議会議員　渡辺　猛様
　３年が経過した介護保険制度の仕組み、保険
料申請、認定方法、自冶体毎の違いや問題点を
講演頂いた。
新入会員
　永田敦子氏、山下一紀氏
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■７月例会　「第３部会担当例会」７月10日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席40名
テーマ『あなたの会社、お助けします』
　助成金制度、融資支援制度、税制面の支援制
度を第３部会員が分担して発表した。
新入会員
　中村　博氏
■７月12日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「執行部担当例会」８月７日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席37名
『ビール例会』
　谷口会長の挨拶、近藤副会長の乾杯でスター
ト。生ビールで親睦をはかった。
■９月例会　「第一部会担当例会」９月11日（木）
　　於　釧路バシフィツクホテル　出席34名
テーマ『道のない大陸！！』
　高速道路問題を考える勉強会を開催、地域を
挙げての推進運動が必要であるとの結論に至る。
■10月例会　「管外研修」10月11日（土）～
12日（日）於　ニユー阿寒ホテル　出席24名
　谷口会長の挨拶、福田副会長の乾杯で懇親を
深めた。
■11月例会　「第２部会担当例会」11月13日
（木）於　釧路パシフイックホテル　出席38名
テーマ『動物園の改革』
　釧路動物園をもっと魅力的にする方法、案内
板の見直しなど、楽しく歩ける演出を探った。
■12月忘年例会　12月６日（土）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席33名
　谷口会長の挨拶、伊東良孝氏（釧路市長）の
乾杯でスタート。会員相互の親睦を図った。最
後に当クラブ初の女性会員永田敦子氏の一本締
めで華やかに終了した。
新入会員
　及川義博氏
　工藤徳一氏

【第41期　平成15年　西暦2003年】
　年間テーマ『会員相互の連帯感を深め、共に助け合い、楽しく充実感のある一年間をめざす。』
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▪第42期　平成16年　西暦2004年
■１月定期総会　１月７日（土）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席49名
　平成16年定期総会が行われ、第42期会長に本
間英俊氏が選出され、年間テーマを「新たなる
挑戦」とし新執行部がスタート。
■２月例会　「執行部担当例会」２月12日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席38名
テーマ『絵手紙をつくる』
講師：日本絵手紙協会公認講師　山崎　瞳様
　慣れない手つきで緊張しながらの作業でした
が無事完成。作品は奥様へのプレゼントに。

■３月例会　「執行部担当例会」３月11日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席者38名
テーマ『新会員パワーを見せる』
　ＯＢ会員３名を招き、若手会員中心の討論会
を開催。最後にＯＢ会員から若手会員に対し激
励をいただき、意義ある例会となった。
新入会員
　沢田陽一氏　斎藤澄子氏
■４月例会　「執行部担当例会」４月８日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席40名
『トッサの時救急車をアナタは呼べますか？』
講師：釧路消防署 救命救急本第２課 中央救急
係　高杉　浩様
　救急救命の現状について講演頂いた。併せて
ＮＨＫ「プロジェクトＸ」を視聴した。
■５月例会　「執行部担当例会」５月23日（日）
　　於　釧路生涯学習センター　出席22名
テーマ『山菜を食す』

　各部会で早朝から山菜を採り、クッキングス
タジオで調理。男の料理を楽しんだ。

■６月例会　「執行部担当例会」６月13日（日）
　　於　西別岳　出席14名
テーマ『体力のある人も無い人も山へ登ろう』
　クラブの歴史に残る大挑戦。好天に恵まれ大
自然に親しみ、すばらしい達成感も得られた。

■７月例会　「第一部会担当例会」７月８日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席35名
テーマ『観光～ようこそ、くしろへ』
　空洞化の進む「市街地」において、観光客に
やさしい街（地域）を提案。シンボルステッ
カーを作成し、活性化を図る方法を提案。
■８月例会　「第３部会担当例会」８月12日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席33名
テーマ『葬儀～突然の身内、友人の死』
　葬儀における宗派の違い、進め方、手順等を
発表。神前での葬儀についての説明。
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■９月例会　「第４部会担当例会」９月９日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席29名
テーマ『水～釧路の名水を求めて』
　道東管内の名水を４箇所飲み比べたが、判定
は難しく、改めて水の大切さを知った。

■10月例会　「管外研修」10月９日～10日
　　於　川湯ホテルプラザ　出席者23名
　本間会長の挨拶、佐藤副会長の乾杯でスター
ト、会員相互の親睦を深めた。あいにくの天候
で、計画していた後摩周湖よりの星空観察会は
中止となった。

■11月例会　「第２部会担当例会」11月11日
（木）於　釧路パシフイックホテル　出席33名
テーマ『未来に向けての合併』
　合併のメリット、デメリットをスライド、地
図等で検証。釧路市の状況について語った。
■12月忘年例会　12月４日（土）
　　於　浪花町十六番倉庫　出席32名
　我が街の貴重な財産である十六番倉庫で開
催。会員のみなさんと今年のテーマ「挑戦」で
一年間が終了した。
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▪第43期　平成17年　西暦2005年
■１月定期総会　１月15日（土）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席38名
　平成17年度定期総会が行われ、第43期会長に
関　昭次氏が選出され、年間テーマ「絆」と
し、会員同志の和をより一層堅く保つことを目
標に新年度をスタート。
■２月例会　「執行部担当例会」２月24日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席30名
テーマ『大地と空知～北海道、羊牧場の一年』
講師：坂井伸吾様
　ＮＨＫ人間ドキュメント『大地と空知～北海
道、羊牧場の一年』を視聴し、坂井氏が白糠で
羊牧場を始めた時のご苦労や、牧場経営と生活
に対する考え方を伺った。
新入会員
　服部恵子氏

■３月例会　「執行部担当例会」３月17日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席33名
テーマ『睡眠時無呼吸症候群について』
講師：北海道エアウォーター㈱釧路営業所課長
　　　今井尚文様
　日中の居眠りや、高血圧、心臓病を誘発する
危険がある睡眠時無呼吸症候群について、症
状・治療法などご講演頂いた。
■４月例会　「執行部担当例会」４月14日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席41名
テーマ『見本市・展示会』
　会員相互の理解を深める為に、計12社が出
店、自社の商品説明・企業ＰＲを行った。

新入会員
　小野寺英夫氏
　木元　章義氏
　岩田　俊明氏
　小林　克広氏

■５月例会　「第２部会担当例会」５月19日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席35名
テーマ『釧路動物園第２弾ビフォーアンドアフ
ター』
講師：釧路市動物園園長　高橋利雄様
　　　釧路市動物園園長補佐　武石靖之様
　　　北海道教育大学釧路校助教授加藤直樹様
　　　釧路工業高校教諭　松久充生様
　41期に続き同部会による動物園応援第２ 
弾。釧路動物園のあるべき姿、圏内に効果的な
看板設置など様々な提案がなされた。

■６月例会　「第４部会担当例会」６月16日（木）
　　於　釧路市生涯学習センター　出席36名
テーマ『そば打ちに挑戦』
講師：釧路町手打ちそば同好会の皆様
　そば打ちを体験。練り・のし・切りに苦労し
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ながらも完成。茹でたてのそばを堪能した。
■７月９日（土）厳島神社例大祭
■７月例会　「執行部担当例会」７月31日（日）
　　於　芽野公園　出席24名他12名
テーマ『家族野遊会』
　お世話になっている家族も招いて、感謝の気
持ちを込め家族野遊会を開催した。

■８月例会　「執行部担当例会」８月25日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席33名
テーマ『学校の底力』
講師：釧路工業高校教諭　岩岡勝人様
　地域の防犯・防火などにＩＴ技術を取り入れ
た同校の取り組みと、地震予知装置「くるぞー
くん」についてご講演頂いた。
新入会員
　石田哲拓氏
　谷口耕二氏
■９月例会　「第３部会担当例会」９月15日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席34名
テーマ『海猿』
講師：釧路海上保安部部長　磯谷兵衞様
　治安の維持・海上交通の安全確保・海難救
助・海上防災、海洋環境保全・国内外の関係機
関との連帯協力についてお話し頂いた。
■10月例会　「管外研修」10月15日（土）
　　於　阿寒湖畔ホテルエメラルド　出席23名
テーマ『アイヌ文化にふれる』
講師：エカシ　秋辺今吉様
　阿寒湖畔のアイヌ部落にて古式舞踊を見学、
会員も舞台で一緒に踊った。その後エカシ秋辺

様よりアイヌの神秘的な神話を語って頂いた。

■11月例会　「第１部会担当例会」11月17日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席32名
テーマ『新・釧路市ハートフルな観光案内運動』
講師：釧路市観光振興室室長　高木　亨様
釧路市観光協会誘致宣伝係長　細川悟志様
　市内のお店を観光案内所として活用し、訪れ
た観光客へ釧路をＰＲする事で、釧路のイメー
ジアップを図るなど様々な提案があり、講師よ
り釧路観光の現状についてご講演頂いた。
■12月忘年例会　12月３日（木）
　　於　釧路パシフィックホテル　出席36名
　関会長より一年間無事に運営できた事への感
謝とお礼の挨拶の後懇親会に移った。冒頭で新
入会員７名から一言挨拶。美味しい料理と、お
酒、ゲームで一年間の活動を労った。最後に宮
崎副会長の３本締めで終了した。
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▪第44期　平成18年　西暦2006年
■１月定期総会　１月20日（金）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席41名
　平成18年度定期総会が行われ、第44期会長に
平野幹雄氏を選出、年間テーマ「すまんネの口
福（幸福）」として新執行部がスタートした。
■２月例会　「執行部担当例会」２月16日（木）
　　於　大喜湯　出席者30名
『スキンシップですまんネの実践』
講師：㈱博善社社長　高木一洲様
　講師より今時の葬儀のあり方、感じ方につい
てご講演頂いた。その後、入浴し互いの背中を
流し合い年間テーマを実践した。
新入会員
　加藤保哲氏
■３月例会　「執行部担当例会」３月16日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席30名
テーマ『より安全を求めて』
講師：開発建設部　三村　清様
　　　釧路警察署　尾崎総一様
　　　釧路警察署　及川卓朗様
　交通標識の勉強。市内及び近郊の道路交通事
情の疑問点・問題点をビデオで示し、それぞれ
に説明と回答を頂いた。
■４月例会　「執行部担当例会」４月13日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席38名
テーマ『アイデアの生かし方』
『ＰＯＮＪＡＢ世界を変える！』
講師：Mammy's Japan　代表　北谷真美様
　アイデアを形にするための、発明・特許・実
用新案等の手続きについて、ご自身が開発され
たＰＯＮＪＡＢを例に、興味深い講演でした。
■５月例会　「執行部担当例会」５月21日（日）
　　於　生涯学習センター　出席28名
テーマ『山菜を食す』
　旬を楽しもう！と、部会毎に、新鮮な山菜を
調達、創作レシピにも挑戦し調理。道東の春の
恵みを堪能した。
■６月例会　「執行部担当例会」６月15日（木）

　　於　釧路パシフイックホテル　出席33名
第１回部会対抗プレゼンコンペ
テーマ『大会社を作る～葬儀場をつくるⅠ』
　プレゼンコンペの第１弾として建設場所を発
表。１部会「釧路北園」、２部会「旧丸井今井
跡」、３部会「斎場を持たない」、４部会「釧
路町水面貯木場」、など独創的な発表が行われた。
■７月例会　「執行部担当例会」７月２日（日）
　　於　西別岳　出席17名
テーマ『西別岳登山と養老牛温泉』
　あすなろクラブ史上２回目の登山企画。参加
者全員で助け合いながらの踏破。体力的には大
変でしたが、下山後の養老牛温泉で心も身体も
癒しました。
新入会員
　及川雅順氏

■７月８日（土）厳島神社例大祭
■８月例会　「執行部担当例会」８月10日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席31名
第２回部会対抗プレゼンコンペ
テーマ『大会社を作る～葬儀場をつくるⅡ』
　葬儀場の会館名と建設場所の概要について発
表した。各部会の名称は、１部会「黎明」、２
部会「くしろセンターホール」、３部会「あす
なろ斎苑」、４部会「くしろ斎場」
■９月例会　「執行部担当例会」９月14日（木）
　　於釧路パシフィックホテル　出席33名
テーマ『大会社を作る～葬儀場をつくるⅢ』
第３回部会対抗プレゼンコンペ
　各部会毎に葬儀会社のシステムと資金計画に
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ついて発表した。質疑応答では計画の妥当性な
どを、経済研修団体の本領発揮し活発な討議が
行われた。
■10月例会　「管外研修」10月21日（土）～
22日（日）於　屈斜路プリンスホテル　出席21名
テーマ『管外研修』
　平野会長の挨拶と、齋藤副会長の乾杯で懇親
会が始まりました。その後、美幌峠に移動し星
空の下一句ひねりました。晩秋の峠は寒くて大
変でしたが、美しい星空は感動的でした。
　選考委員長より次期会長に福田紀幸氏が選考
された事を発表。

■11月例会　「執行部担当例会」11月９日（木）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席36名
テーマ『大会社を作る～葬儀場をつくるⅣ』
部会対抗プレゼンコンペの最終回。

　審査委員として釧路新聞社伊藤　豊様と釧路
信用金庫木場田浩一郎様を迎え、各部会の事業
計画を最終発表し審査頂いた。（以下審査結果）
最優秀賞：第１部会、優秀賞：第４部会、
敢闘賞：第３部会、努力賞：第２部会
■12月忘年例会　12月２日（土）
　　於　釧路パシフイックホテル　出席32名
　平野会長から今年の活動に対するお礼の挨拶
に続き近藤副会長の乾杯で懇親会がスタート。
ゲストのテナーサックス奏者成田　護様の演奏
等でクリスマスムードも盛り上がり、親睦を深
めました。

　【俳句・短歌】

・満天の　星に想うか　あすなろを

・流れ星　見たいと願えば　流れない

・峠にて　ほしのかがやき　やまあいの

　　　美幌の秋の母のふところ

・あすなろの　友を失い　この夜空

　　　星を見上げて一人悲しむ



－　　－59

【第45期　平成19年　西暦2007年　年間テーマ『発見・知見・想見　夢釧路』】

▪第45期　平成19年　西暦2007年
■１月定期総会　１月18日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席35名
　新会長に福田紀幸氏が選出され『発見・知
見・想見・夢釧路』を年間テーマに新執行部が
スタート。
新入会員　高木俊一氏
■創立45周年記念式典　２月９日（金）
　　於　アクア・ベール　出席35名
　詳しくはＰ78に掲載。
新入会員　関川孝輔氏

■３月例会「執行部担当例会」３月14日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席30名
テーマ『裁判員制度』
講師：釧路地方検察庁検事　占部祥様他２名
　平成21年迄に開始される「裁判員制度」につ
いて研修。紹介ビデオ視聴後、制度の内容や選
任時の詳細な説明を受けた。多くの質疑も有
り、関心の高さを伺わせた。
新入会員　三代徳二氏
■４月例会「執行部担当例会」４月12日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席35名
テーマ『道州制』
講師：釧路支庁主幹　高橋信明様
　前年末北海道が道州制特区指定された事を受
け、その背景や国・道それぞれの狙いや取り組
みなどを知る研修となりました。
新入会員　磯部薫氏
■５月例会「第３部会担当例会」５月17日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席32名

テーマ『大胆宣言　釧路は日本一住みやすい』
　本州首都圏住民が釧路に抱くイメージは釧路
市民のそれより遙かに良い事。また、気候・自
然環境・社会インフラなど客観的に見て住みや
すい街として再認識させられる発表でした。
新入会員　別井栄治氏、結城　太氏
■釧路あすなろクラブ45周年記念植樹

　　５月27日　釧路市昭和東公園

■６月例会「第１部会担当例会」６月14日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席25名
テーマ『釧路の食と観光』
講師：釧路支庁産業振興部商工労働観光課
　　　観光振興係長　石原利秀様
　基幹産業がかつての勢いを失う中、自然観光
資源と地域食材の融合による地域経済活性化策
を提言。講師からは行政の方向性と施策に関連
して産官民協働の重要性も語られました。
■７月14日（土）厳島神社例大祭
■７月例会「野遊会」７月22日（日）
　　於　千代ノ浦マリンパーク　出席者25名
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　バーベキューと飲物に舌鼓を打ち、ゲームに
興じ、歓談に花を咲かせ、楽しい懇親の時を過
ごした。
■８月例会「第２部会担当例会」８月23日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席34名
テーマ『あすなろ第二町内会～町内会お助け券
で活性化～』
ゲスト：釧路市連合町内会会長　矢野忠治様
　部会員による寸劇も交え、町内会活動からの
地域活性化を提言。矢野忠治様からは連合町内
会の重要性と問題点などが語られた。
■９月例会「第４部会担当例会」９月13日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席28名
テーマ『釧路で暮らそう
　　　　第２の人生（移住）充実応援』
講師：安藤朝興様（元ＮＨＫ職員）
ゲスト：釧路市企画財政部企画課
課長補佐　岡本満幸様　主査　大澤賢一様
　実際に移住された安藤様の体験談や釧路市・
道・国の移住政策紹介。今後釧路市・釧路圏が
取るべき方向性の提言などを発表。最後に、企
画財政部企画課岡本満幸様からのコメントで締
め括られた。
新入会員　前　義幸氏　斎藤剛史氏
■10月例会「管外研修」10月20～21日
　　於　知床自然センター　知床第一ホテル
　　出席19名
　斜里町ウトロの知床自然センターで『知床世
界自然遺産』研修。その後ホテルに於いて懇親
を深めた。

■11月例会「執行部担当例会」11月８日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席27名
講師：マスプロ電工（株）釧路営業所
　　　小野文彦様
テーマ『地上デジタル放送を知る』
　講師より10月１日より本放送開始されている
地上デジタル放送について講演。後半は新入会
員の関川孝輔氏・前　義幸氏・斎藤剛史氏・杉
本眞美氏のスピーチ。
新入会員　杉本眞美氏
■12月忘年例会　12月８日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席34名
　乾杯に続き、伊東良孝氏より、今年45周年を
迎えた釧路あすなろクラブの活動が各方面で好
反響を得ている事を、市長としての立場からも
喜ばしく思っているとのご挨拶を頂く。
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▪第46期　平成20年　西暦2008年
■１月定期総会　１月19日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者33名
　福田紀幸会長が再選され、年間テーマ『自己
研鑽と協力同心』の新年度がスタート。
新入会員　近藤義男氏
■２月例会「執行部担当例会」２月14日（木）
　　於　釧路工業技術センター　出席31名
テーマ『鮭の骨からプロテオグリカン』
講師：バイオマテックジャパン　工藤義昭様
　多岐に渡る効能効果が期待され、同社にて鮭
軟骨を原料として抽出が可能となった新規素材
「軟骨型プロテオグリカン」について講演。
釧路工業技術センター内の実証プラントを見
学。
■３月例会「執行部担当例会」３月16日（日）
　　於　生涯学習センター　出席24名
テーマ『妻に捧げる男の料理』
　女性会員の指導の元『おこげのあんかけ』を
調理。風貌に似合わぬ料理の腕を見せた会員も
ちらほら…。
新入会員　平井秀男氏

■４月例会「第４部会担当例会」４月16日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席34名
テーマ『資産運用を学ぼう！』
講師：ファイナンシャルプランナー　蛯子宏一様
　資産運用全般の説明、株式投資、ＦＸ（外国
為替証拠金取引）や投資信託について概要説
明。続いて、講師による『プロから見る資産運
用』と題した講演。

■５月例会「第１部会担当例会」５月14日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席35名
テーマ『神道と日本文化』
　日本人の生活と結び付きの深い神道の成り立
ちや、仏教および世界の宗教との比較。神社参
拝の作法なども紹介。
■６月例会「第２部会担当例会」６月11日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席37名
テーマ『熱烈歓迎飛鳥・耐震旅客ターミナル』
講師：北海道開発局釧路開発建設部
　　　築港課長　根本任宏様　尾崎広大様
　釧路港耐震岸壁整備による、貨物取扱量の向
上と、旅客ターミナル整備によりもたらされる
観光需要への寄与などについて発表。講師から
は、耐震旅客ターミナル整備の意義、道内港湾
観光の現状と、耐震旅客ターミナル完成後の取
り組みについて講演。最後に部会創作の「ダン
シングししゃも音頭」を発表。
新入会員　加藤敏幸氏

■７月例会「第３部会担当例会」７月10日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席32名
テーマ『めざせ！脱メタボリック』
講師：釧路市こども保健部健康推進課
　　　矢部　桜様
　年齢を重ねても健康に生きて行くための健康
推進例会として、メタボリックシンドローム予
防と改善方法を講演。
新入会員　佐藤敦子氏
■７月12日（土）厳島神社例大祭
■８月「執行部担当例会」
『工場見学＆野遊会』　８月10日（日）
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　　於　釧路市広域連合清掃工場＆茅野公園
　　出席24名
講師：釧路広域連合事務局次長　山本義久様
　広域連合清掃工場の施設と運用稼働実態の説
明を受け、その後工場を見学。研修終了後、茅
野公園にて野遊会。
■９月例会「執行部担当例会」９月28日（日）
　　於　陸上自衛隊釧路駐屯地　出席13名
講師：第27普通科連隊長釧路駐屯地
　　　指令一等陸佐　山口芳正様
　　　広報班長　１等陸尉　橋本秀明様
テーマ『自衛隊で日本の防衛を学ぶ』
　講師の山口陸佐より、近年の中国・ロシア・
北朝鮮情勢等についての講演。続けて橋本陸尉
の銃火器を含めた装備品の説明を受けた。昼食
を隊員の方々と共に頂いた後、装甲車両などに
分乗し敷地内施設を見学。

■10月例会　管外研修　10月10日（土）～
11日（日）
　　於　釧路市阿寒町阿寒湖温泉
　　ホテル阿寒湖荘　出席26名
　テーマ『あなたの知らないもうひとつの阿
寒』バスで神秘の湖オンネトー、隠れた絶景ポ

イント国設阿寒湖畔スキー場と巡り、知られて
いない阿寒湖畔の景観にふれた。懇親会では料
理とお酒に舌鼓を打ち、会員相互の懇親を深め
た。
■11月例会「執行部担当例会」11月13日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席31名
第１部『使ってる？インターネット』
　木元氏から、電子メール・ホームページ・ブ
ログ・オークション・ショッピングモールなど
の概要と事業利用の実例などを説明。続いて、
谷口氏から、セキュリティー対策を怠った場合
に起きうる被害と事例、必要な『セキュリティ
対策』を説明。
第２部『伊東良孝会員と語らう会』
　次期衆議院選挙に出馬表明された伊東良孝氏
による講演。
■12月忘年例会　12月６日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席32名
　45期から会長を２期務めた福田紀幸会長か
ら、２年間に亘る会員各位の協力に対する謝辞
の後、宮崎博好次期会長の乾杯で忘年例会が幕
を開け、懇親の時を過ごしました。
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▪第47期　平成21年　西暦2009年
■１月定期総会　１月24日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席40名
　平成21年度定期総会が行われ、第47期会長に
宮崎博好氏を選出、年間テーマ「釧路の今、そ
してこれから」として新執行部がスタート。

■２月例会「執行担当例会」２月19日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席34名
テーマ『釧路市の未来像−その実現のために』
講師：釧路市企画財政部企画課企画担当課長
　　　補佐　秋里喜久治様
　昨年より策定された釧路市の総合計画、企画
課で推進している移住計画および、ふるさと納
税についてご講演頂いた。
新入会員　青塚広美氏
■３月例会「執行部担当例会」３月19日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席31名
テーマ『釧路市および周辺の観光について』
講師：釧路市経済部観光振興室室長補佐
　　　渡部港吾様
　　　観光振興担当主任　荒谷洋介様
　釧路を取り巻く観光の現状。釧路の観光資源
等の紹介。釧路市の観光振興への取り組みにつ
いての講演。続いて、道東でロケを行い平成20
年12月に中国で公開された映画「非誠勿擾」の
大ヒットの反響についてもご紹介頂いた。
■４月例会「執行部担当例会」４月22日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル
　　出席28名（他傍聴２名）
テーマ『世界経済・金融市場の動きと道東の経

済情勢』
講師：日本銀行釧路支店支店長　小澤浩太郎様
　世界や日本の経済状況が、道東に及ぼす影響
についてご講演を頂いた。
■５月例会「第３部会担当例会」５月14日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席33名
テーマ『フットパスから学ぶ歩く道の文化』
講師：ＡＢ－ＭＯＢＩＴ代表　伊藤泰通様
　厚床フットパスの成り立ちから、現在の状
況、将来の展望などビデオを交えご講演を頂い
た。担当部会員による体験レポートの報告。
新入会員
　畠山智彦氏
　吉川克義氏
■６月例会「第２部会担当例会」６月11日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席29名
テーマ
『釧路ＺＯＯ折り紙プロジェクト！！』
　関川部会長より釧路動物園が注目され、釧路
動物園を応援するためにはどうするかと考えた
とき、釧路市観光協会で配布されている鶴のお
りがみをヒントに動物を折り紙で表現してみて
は面白いのではないかと考えた。第２部会員の
指導の下、出席者全員で動物おりがみを体験し
た。

■７月例会「執行部担当例会」７月５日（日）
　　於　千代の浦マリンパーク　出席19名
テーマ『野遊会』
　美味しい焼き肉とお酒を堪能。クイズなどで
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盛り上り、懇親を深めた。

■７月11日（土）厳島神社例大祭
■８月例会「第１部会担当例会」８月４日（火）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席32名
テーマ『釧路の地酒福司を知る』
講師：SNOW SOAP FACTORY　川村有希様
　第一部会は釧路市唯一の酒蔵「福司酒造」に
注目。工場見学のビデオを見た後、「海底力」
誕生経緯の発表。講師からコラボレーション商
品の福司石鹸誕生の経緯などをお話いただい
た。利き酒大会では前会員が優勝した。
■９月例会「第４部会担当例会」９月14日（月）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席36名
テーマ『釧路の食文化のこれからをみつめて』
講師：レストランイオマンテ
　　　オーナーシェフ　舟崎一馬様
　インスリンに似た効果があるといわれるイヌ
リンを含む「キクイモ」との出会いから、パウ
ンドケーキの開発販売までのお話を伺った。講
演後、栽培されている音別伊藤農園のキクイモ
のフリーズドライ品とパウンドケーキを試食。
■10月例会「管外研修」10月17日（土）～18
日（日）出席25名
於　池田町ブドウ・ブドウ酒研究所
テーマ『十勝ワインに学ぶ、地域産業振興』
　池田ワイン城のブドウ畑、工場見学、ワイン
セミナーを受講。終了後、十勝川温泉観月苑に
て、懇親会を開催、ゲームなどで親交を深め
た。帰路、幕別のさけ捕獲場も見学。
「会長選考委員会報告」

　関　昭次選考委員長より、宮崎博好現会長の
再任が報告された。
■11月例会「執行部担当例会」11月12日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席30名
テーマ『地域と大学』
講師：釧路公立大学学長　小磯修二様
　日本の地方都市はとても厳しい状況に置か
れ、国の支援も少なく、地方の自立を考えるこ
とが必要な時代となった。その中で、地域資源
は観光や産業ばかりではなく、人財も重要なポ
イントで、地域資源の一つとして釧路公立大学
の成り立ち、公立大学の現況、研究成果につい
てご講演を頂いた。
■12月忘年例会　12月５日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席37名
　美味しい料理と、お酒、ゲームで一年間の活
動を労った。宮崎会長より一年間無事に運営で
きた事への感謝とお礼の挨拶があり、伊東良孝
衆議院議員より、ご挨拶と締めの言葉を頂い
た。
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▪第48期　平成22年　西暦2010年
■１月定期総会　１月９日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席42名
　平成22年度定期総会が開催され、第48期会長
に引き続き宮崎博好氏が選出され、テーマを
「挑戦！釧路」として新執行部がスタート。
新入会員
　猪俣利之氏
　吉田良幸氏
■２月例会「執行部担当例会」２月14日（日）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席32名
テーマ『地方目線・国政目線からの挑戦釧路』
講師：衆議院議員　伊東良孝様
　衆議院議員に初当選された伊東氏をお招きし
て、国会の様子や、様々な政治問題（予算・後
期高齢者医療制度・こども手当・高速道路無料
化・公共事業削減）についてご講演頂いた。

■３月例会「執行部担当例会」３月８日（月）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席33名
テーマ『三ッ星レストランシステムの挑戦』
講師：㈱三ッ星レストランシステム
　　　代表取締役社長　谷川富成様
　創業時の苦労話や、回転寿司１号店「なごや
か亭春採店」のオープンや、新たなフランチャ
イズへの挑戦などをご講演頂いた。
■４月例会「執行部担当例会」４月５日（月）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席33名
テーマ『㈱環境テクノスのあゆみ』
講師：㈱環境テクノス代表取締役　高橋弘行様
　札幌での修業時代を経て釧路で開業し、業績
を伸ばし、札幌に進出された経緯や、新たな上
水道管洗浄法の開発から普及至るまでの苦労話
などをご講演頂いた。
■５月例会「第１部会担当例会」５月13日（木）

　　於　釧路キャッスルホテル　出席32名
テーマ『歌で挑戦！ヒートボイス』
講師：フォークデュオヒートボイス
　　　伊藤和彦様　目黒広幸様
　地元に根ざし、地元を元気づけ、音楽を通じ
て多くのことに挑戦し続けているヒートボイス
のお二人を取り上げた。演奏の合間にインタ
ビューにお答え頂いた。最後に、ヒートボイス
作の「釧路あすなろクラブのテーマ」を第１部
会員と合唱。

■６月例会「第２部会担当例会」６月10日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席35名
テーマ
『太陽光発電に挑戦！空に太陽がある限り』
講師：㈱東興電気工業取締役営業部長
　　　東堂光春様
　釧路は全国的に見ても年間日照時間が多く冷
涼な気候で有る事から太陽光発電効率が全国で
もトップレベルの地域です。そのシステムの導
入からコストなど疑問点などを含めてご講演頂
いた。

■７月例会「執行部担当例会」７月７日（日）
　　於　千代ノ浦マリンパーク　出席23名
テーマ『野遊会』
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第１部『釧路あすなろクラブ釣り大会』
第２部『バーベキュー懇親会』
　初めての試み釣大会が開催され、天候にも恵
まれ釣果も有り、ベテランも初心者も楽しい時
間を過す。伊東氏の乾杯音頭で懇親会が始ま
り、釣大会の結果発表と表彰を行ないました。
■７月10日（土）厳島神社例大祭
■８月例会「第３部会担当例会」８月28日（土）
　　於　山花ＲＶ農園、山花温泉リフレ
　　出席20名
テーマ
『地産地食～釧路の大地の恵みを食す！！』
講師：NPO法人地域生活支援ネットワークサ
ロン　伊倉起子様、日置真行様　㈱釧路振興公
社　川口哉子様
　ＲＶ農園にて野菜を収穫体験後、山花温泉リ
フレにてピザ作りを体験。終了後は屋外のバー
ベキューコーナーにて焼き上がったピザと、美
味しい焼き肉を堪能した。

■９月例会「第４部会担当例会」９月９日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席25名
テーマ

『パワーストーンに挑戦！天然石の魅力に迫る』
講師：天然石アクセサリーＲ＆Ｓ主宰
　　　坂本礼子様
　天然石にはそれぞれ特徴があり、目的に合わ
せ選ぶことが出来る。坂本講師よりスライドに
合わせて、実際に起こった話などを挟みながら
説明頂いた後、それぞれ思い思いの組み合わせ
でブレスレットを製作した。
■10月例会「管外研修」10月16日（土）～17
日（日）出席25名
テーマ

『北海道横断自動車道庶路トンネル工事現場見学』

講師：国土交通省北海道開発局釧路開発建設部
第３工務課長　三村　清様
第３工務第一工務係　広瀬　篤様
岩田地崎･田中･堀口特定建設工事共同企業体現
場代理人　小松秀喜様
監理技術者　伊藤　篤様
　一行は庶路トンネル工事事務所にて、広瀬様
よりトンネルの必要性、工事の取り組みと詳細
をご説明頂いた。工事中の現場を見学しトンネ
ル内壁に全員で記念のサインを残した。その後
阿寒湖畔ホテル御前水へと向かい、おいしい料
理とお酒を堪能し、恒例の豪華景品マリモ羊羹
で大いに盛り上がった。
「選考委員会報告」
　本間選考委員長より、齊藤政行氏を第49期会
長に選考された事を発表。

■11月例会「執行部担当例会」11月10日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席28名
テーマ『地域社会における地方新聞の役割』
講師：㈱釧路新聞社　代表取締役社長
　　　春日井茂様
「国税から新聞社」「日本の新聞社の特徴と現
状」「入社時の現状と経営課題」「地方新聞の
役割」「年間キャンペーンについて」をご講演
いただいた。
■12月忘年例会　12月４日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席29名
　おいしい料理やお酒、ゲームで一年間の活動
を労った。伊東氏より衆議院議員としての近況
と50周年記念事業実行委員長として抱負を語っ
た。最後に、第１部会の担当例会で発表された
ヒートボイス作【釧路あすなろクラブのテー
マ】を合唱し閉会した。
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▪第49期　平成23年　西暦2011年
■１月定期総会　１月22日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者38名
　第49期定期総会が釧路キャッスルホテルで開
催され、齊藤政行会員を新会長に選出。
テーマ『創る・つなぐ・釧路の未来』
新入会員
　岩田義雄氏　久保隆雄氏　前田俊明氏
　栂野卓也氏

■２月例会　執行部例会　２月17日（木）
　於　釧路キャッスルホテル　出席者38名
講師
釧路市総合政策部都市計画課次長　成田毅様
釧路市財政健全化推進室室長　岡本満幸様
『人口減少による釧路市の街づくり』と題し成
田次長より環境負荷の小さいコンパクトな街づ
くりの取り組みについて、岡本室長からは「財
政健全化推進プラン」と題し釧路市の財政健全
化の取り組みについて講演頂いた。
■３月例会　執行部例会　３月10日（木）
　　於　バイオマテックジャパン株式会社
　　出席者25名
講師：バイオマテックジャパン株式会社
　　　社長　工藤義昭様
　工藤社長様より、現在製造しているプロテオ
グリカンと２型コラーゲンの効能や、他の企業
との連携で、商品開発が進められていることな
どをお話し頂きました。その後、実際に商品を
製造している工場を見学。
■４月例会　第一部会担当　４月13日（水）
　　於　北海道立釧路芸術館　出席者34名
『（楽しむ力）への注目～誰もがアーティス

ト！アートは感動だ！～』のテーマについて、
吉川部会長の趣旨説明の後、釧路芸術館のコレ
クションを学芸員の説明を受けながら鑑賞、そ
の後寺嶋学芸員により「市民と美術館のアート
な関係」と題し講演頂きました。最後に会員が
自ら書いた紙人形風船を会場に飛ばし、永田会
員のピアノ演奏、野口会員のギター演奏を聴
き、感動的な例会を終えた。
■５月例会　執行部担当　５月14日（土）
　　於　株式会社高橋商会　出席者23名
講師：株式会社高橋商会社長　高橋　敏様
『環境への優しさと地球未来の創造』と題し高
橋社長様から日本全国の同業者とのグループ化
を図り自動車の解体・リサイクルの技術向上や
システム化についてお話を伺いました。その後

６名１組に分かれて工場見学を行った。
■６月例会　第四部会担当　６月16日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者30名
テーマ『リズム体操でリフレッシュ』
講師：JUNKOスタジオエアロビクスアカデミー
　　　浦瀬純子様
「リズム体操でリフレッシュ」と題し菊池部会
長の趣旨説明の後、浦瀬先生によりエアロビク
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スを取り入れた健康づくりの体操を会員全員で
１時間ほど行った。日頃の運動不足か、途中で
見学にまわる会員も。
■７月９日（土）厳島神社例大祭
■７月例会　執行部担当　７月24日（日）
　　於　あかんランド丹頂の里　出席者19名
　早朝の雨も上がり暖かい一日、「親睦パーク
ゴルフ大会」をあかんランド丹頂の里で開催し
ました。その後懇親会にて、楽しい１日を過ご
した。１位福田会員、２位木内会員、３位関会
員、ブービー賞谷口会員
■８月例会　第二部会担当　８月17日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者35名
『釧路における社会福祉施設の物づくり人づく
り』
講師：社会福祉法人さわらび学園施設長
　　　坂見芳典様
「釧路における社会福祉施設の物づくり人づく
り」と題し、入所している障害者さんの日常生
活や仕事など私たちの知らない部分を紹介して
頂きました。さらに、学園で作っているクッ
キーやレトルトカレー、石鹸などの製造、販売
を通し、自立できるような環境づくりをしてい
きたいとのこと。
■９月例会　執行部担当　９月17日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者33名
テーマ『国会活動の丸２年を振り返って～山積
する政治課題を語る』
講師：衆議院議員　伊東良孝様
　伊東議員から来年50周年を迎える釧路あすな
ろクラブは、奇跡的である等の感想を述べられ
た。政権交代から２年経ち沖縄問題・尖閣諸
島・北方領土・TPPやFTA等の問題点や今回
の東日本大震災の政府の対応などについてお話
頂いた。
■10月例会　管外宿泊研修　10月15日（土）
～16日（日）出席者24名
　　於　マルサ笹谷商店釧白工場
　　宿泊　ニュー阿寒ホテルシャングリラ
テーマ：『全国に発信する笹谷商店工場視察』
　管外研修として、釧白団地の笹谷商店釧白工

場見学・研修を行いました。笹谷常務より、た
らこ・いくらの製造・加工とHACCP取得工場
の衛生管理について説明頂いた。その後ニュー
阿寒ホテルシャングリラに移動し初の試みであ
る屋形船を借り切っての懇親会を開催した。

■11月例会　第３部会担当　11月17日（木）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者31名
テーマ『釧路の食文化』
講師：釧路ザンギ推進協議会会長　白幡　博様
　　　副会長　後　藤様、副会長　大　森様
　「釧路の食文化」と題し白幡氏より釧路の食
文化の説明を頂き、つづいて後藤・大森氏によ
り釧路ザンギの丁寧な説明を受けた。その後
は、釧路ザンギおろしザンタレを試食した。
■12月例会　家族同伴クリスマス例会
　12月３日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル
　　出席者会員33名　ご家族13名
　10数年ぶりの家族同伴クリスマス例会という
ことで多くの会員が参加。楽しいゲームとたく
さんの景品があり参加者全員でのプレゼント交
換会や、役員の仮装、会長サンタが子供たちに
プレゼントするなどとても盛り上がり楽しい一
夜を過ごした。
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▪第50期　平成24年　西暦2012年
■１月定期総会　１月21日（土）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者42名
　第50期定期総会が、釧路キャッスルホテルで
行われ、新会長には前年度に続いて齊藤政行会
員が再選されました。
　会　　　長　　齊藤　政行氏
　副　会　長　　草島　守之氏
　副　会　長　　永田　敦子氏
　事 務 局 長　　中島　康秀氏
　事務局次長　　及川　雅順氏
　事務局次長　　吉川　克義氏
　事務局次長　　関川　孝輔氏
　監　　　事　　平野　幹雄氏
　監　　　事　　杉本　眞美氏
新入会員
　安代久仁氏、河村浩道氏
　寺澤一春氏、渡辺栄重氏
■創立50周年記念式典　２月18日（土）

　　於　釧路キャッスルホテル　出席64名
　詳しくはＰ79に掲載。
■３月例会　執行部担当例会　３月14日（水）
　　於　釧路キャッスルホテル　出席者45名
テーマ『あすなろクラブを振り返って』
講師：釧路あすなろクラブ第15代会長（昭和
62・63年）寺前利彦様
　昭和48年８月に36歳で入会、先輩諸氏に厳し
く指導されたこと、石油ショックの当時、ガソ
リン不足が深刻なとき、メンバーの協力を得ら
れたこと、「あすなろ花壇」委員長を命ぜられ
たことや、厳島神社例大祭で、指揮班・供奉班
で参加したこと、管外研修に参加したことなど

の思い出をお話し頂いた。最後に草島副実行委
員長より、創立50周年記念式典の決算内容の報
告があった。

■４月例会　第一部会担当　４月11日（水）
　於　釧路キャッスルホテル　出席者38名
テーマ『あなたをどう演出するか』～実践に役
立つ、色のプレゼンテーション力～
３分間スピーチ
第１部会斎藤剛史会員、第２部会寺澤一春会員
第３部会吉田良幸会員、第４部会久保隆雄会員
　第１部会の谷口耕二部会長より本例会の趣旨
説明が行われ、１級カラーコーディネーターの
永田敦子講師（会員）より、自分自身を今後如
何に飛躍させるかをテーマとしてとらえ、『あ
なたをどう演出するか』について、第１部会の
会員皆様がモデルとして段ボール箱で顔を隠し
ながら、華やかな舞台をトップモデルとして練
り歩いた。最後に、東北震災のがれき受け入れ
について熱い議論が交わされました。
新入会員　清水尚也氏
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と　き　昭和42年２月18日（土）
ところ　産業会館
出　席　30名
来　賓　４名
来　賓　釧路市助役　　　川越数高様
　　　　釧根食糧㈱　　　曽宇昇進様
　　　　釧路新聞社社長　片山睦三様
　　　　三原釧商専務様

感謝状
　　　　手林　俊夫氏
　　　　今田　英三氏
　　　　儀我　政夫氏
　　　　梶　　正義氏
　　　　瀬村　哲雄氏
　　　　最上　　勇氏
　創設に貢献をしました５名に対して感謝状を
送った。

〈横地会長〉
　漸くここ迄来た、本当に５年間続いたという
実感が会員の胸中をよぎったものと思われま
す。“今日から再出発だ。共に確認しあい連帯
意識をもって研修にはげもう”が５周年記念日
に会員が胸に納めた誓いの信念であったと信じ
ます。

〈来賓　釧路新聞社　片山社長〉
「この様な団体はあまりにも理想と現実がかけ
はなれているので、作られても２・３年で解散
してしまうのが通例とされている。５年間も活
動してきた事は驚きである」

〈最上事務局長〉
　ご来賓から頂いた言葉は今日に至るまで会員
に伝承されており、あすなろ神話、であると
思っており誇りにすら思います。

創立５周年記念式典



－　　－71

創立10周年記念式典

と　き　昭和47年２月20日
ところ　宮地会館
出　席　40名
来　賓　14名

　昭和47年２月20日、会員33名、来賓14名の出
席を得て記念式典は華々しく且盛大に宮地会館
に於て挙行され、此の日会旗の入魂式も併せて
取り行われた。この１つの山の為に多大の精力
を費やし３月以降の記念行事の１つ１つを案じ
られたが、会員諸氏の協力のお蔭でスムーズに
運ばれた事はいまだに感謝している。

（事務局　森下　勇）

感謝状
歴代会長表彰
　初　代　手林　俊夫氏
　第２代　横地　重幸氏
　第３代　儀我　政夫氏
　第４代　今田　英三氏
釧路市助役田島氏、釧路商工会議所専務小杉氏
より祝辞を頂いた。

〈最上会員〉
　商人の閉鎖性から脱皮して、情報交換の場を
作ろうという発足の動機を物語っている。会員
が所属する企業の経営紹介、商店の相互訪問や
相互購買が主な活動であった。クラブ体質を再
確認をしたり、組織の再編成があったり、ひと
つの過渡期であったが、一方ゲスト制度を設け
て、月一回の例会をレクチャーに当てるように
もなった。満10年そろそろ老化したのではない
かとの声も聞かれる、調査した平均年齢は昭和
37年で37.4歳、昭和42年で42.3歳、昭和47年で
は44歳、と上がってきた。しかしこれから、動
脈硬化を予防する措置は必要、そのために「原
点に帰ろうと」いう声が全員の中から起こって
いる。

〈梶会長〉
「10年を１つの転機とし、原点に返って、更に
地道な飛躍をめざしたい」と語った。

創立10周年記念式典
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創立15周年記念式典

と　き　昭和52年２月20日
ところ　東映ホテル
出　席　43名
来　賓　４名

　式典では小沢実行委員長の力強い開会の辞に
始まり、会員初の物故者である浅川会員（昭和
48年死去）へ黙祷を捧げた。次いで会員表彰に
移り、歴代会長として５代梶正義、６代稲垣友
則、７代最上勇、各会員に感謝状並に記念品を
贈呈した。記念事業として釧新奨学資金へ金10
万円也を贈呈、片山睦三釧新社長より記念の祝
詞と「200海里とオイルショックに対応する釧
路経済」と題しての記念講演があり、会員一同
感銘深く拝聴したが、15周年を迎えた喜びと同
時に今後への不安と諸問題に如何に対処しなけ
ればならないか複雑な心境であった。

来　賓
　釧路新聞社社長　　　　　　片山　睦三様
　釧路商工会議所会頭　　　　渡辺　源司様
　サッポロビール釧路支店長　鈴木　　茂様
　顧　問　　　　　　　　　　横地　重幸氏

　記念事業釧新奨学資金へ10万を贈呈

〈記念講演〉
〈釧路新聞社社長　片山睦三〉
　テーマ「200海里とオイルショックに対する
釧路経済」ついての講演を拝聴しました。
　片山社長より冊子「水産戦争を勝ち抜くため
の200海里時代と各界の意見」を頂いた。

歴代会長表彰
　第５代　梶　　正義氏
　第６代　稲垣　友則氏
　第７代　最上　　勇氏
　感謝状並に記念品を贈呈した。

　祝賀会では釧路商工会議所八町専務理事の乾
杯の音頭で開演し、郷土料理に舌鼓をうった。
　終宴に当たり横地顧問が「15周年は中学卒業
の義務教育が終了した、これからが大切。」一
層の研修を期待すると述べた。

創立15周年記念式典



－　　－73

創立20周年記念式典

と　き　昭和57年２月21日（日）
ところ　釧路パシフィックホテル
出　席　93名

　20年の歩みを振り返り新たな起点にたつ意義
深き式典を、釧路パシフィクホテルに於て、来
賓、元会員、会員、準会員合わせて93名出席の
もとに盛大に開催。
　司会加藤事務局長の挨拶につづき太田副会長
の開会宣言。儀俄実行委員長の経過報告。太田
副会長が来賓並びに招待者を紹介。鰐淵釧路市
長並びに釧路新聞社平川剛喜常務取締役より祝
辞を頂きました。

〈記念事業〉
　釧路新聞に奨学基金贈呈。感謝状を頂く。

　儀俄実行委員長よりパシフィックホテル中村
隆社長へ、20周年事業のご協力に対し感謝状と
記念品の贈呈。
　武藤周次郎会長より歴代会長表彰、永年在籍
表彰が行われ、受賞者を代表して小林久雄会員
が謝辞を述べた。

〈記念講演〉
　釧路商工会議所会頭渡辺源司氏より「最近の
くしろ、これからの釧路」と題し講演頂いた。

　盛会裡の中、20周年記念行事が終了。最後は、
小林善雄副会長の閉会の辞で無事式典が終了。

〈会長表彰〉
　第16期　松田　忠氏　第９代
　第17期　小林久雄氏　第10代
　第18期　小林久雄氏　第10代
　第19期　瀬村哲雄氏　第11代
〈在籍表彰〉
◦20年在籍
儀俄政夫氏、小林久雄氏、瀬村哲雄氏、
最上　勇氏、松田　忠氏
◦15年在籍
岩田　守氏、安藤昭二氏、佐藤六郎氏、
佐川　昭氏、池ヶ谷栄一氏、清水武敏氏
森下　勇氏、稲垣友則氏、室本義信氏
米田　慶氏、横山寿人氏
◦10年在籍
本間鉄夫氏、松本重政氏、綿貫利次氏、
多賀輝雄氏、佐々木保幸氏、宮地良彦氏、
中川　章氏、太田敏雄氏、田中幸一氏、
石井亮一氏、市橋清捷氏、泰地秀信氏、
池田武文氏

創立20周年記念式典



－　　－74

創立25周年記念式典

と　き　昭和62年２月22日（日曜日）午後５：00
ところ　釧路東映ホテル
出　席　50名

来　賓
　釧路市長代理助役　　古谷　達也様
　釧路新聞社社長　　　片山　睦三様
　サッポロビール釧路営業所
　　　　　　管野所長様　村田次長様
　敷島商会　　　　　　梁瀬　誠也様
　厳島神社　富沢正昭様、菊池吉郎様

〈式典内容〉
　記念式典はクラブ会員のみで行われ、寺前会
長より「あすなろクラブは大波の中、25年とい
う港に寄り、30年に向けて出港した。経済の低
迷している今こそクラブの信条を生かして、先
を読み取る目で荒波を超えて行って貰いたい」
と力強くクラブ活性化を唱えた。
　昭和51年より実施しております、「あすなろ
花壇」造りに対し釧路市より感謝状を頂いた。
　25周年を記念して、釧新教育芸術振興基金と
釧路公立大学設置基金にそれぞれ５万円を拠出
した。

　式典、祝賀会もご来賓、会員の方々で和やか
に行われ、綿貫相談役の万歳で盛大に25周年記
念式典が終了した。

〈感謝状〉
　12代会長　武藤周次郎氏
　13代会長　森下　　勇氏
　14代会長　綿貫　利次氏
〈表彰状〉
　25年表彰
　儀俄　政夫氏、瀬村　哲雄氏、小林　久雄氏
　最上　　勇氏、松田　　忠氏
　15年表彰
　石井　亮一氏、泰地　秀信氏、市橋　清捷氏
　10年表彰
　加藤　義雄氏、推井　貞晴氏

創立25周年記念式典
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創立30周年記念式典

と　き　平成４年２月15日
ところ　釧路パシフイックホテル
出席者
　会員54名　特別会員６名　来賓７名
　元会員６名　計73名

来　賓
　釧路市長　　　　　　　　鰐淵　俊之様
　釧路商工会議所会頭　　　栗林　定徳様
　釧路公立大学学長　　　　高嶋　正彦様
　釧路新聞社社長　　　　　片山　睦三様
　サッポロビール㈱支店長　森　　正二様
　福司酒造㈱社長　　　　　梁瀬　誠也様
　顧　間　　　　　　　　　横地　重幸様
元会員
　藤野伯文様、伊藤史顕様、梶　正義様
　小沢敏男様、佐藤六郎様、川田春旭様
特別会員
室元義信氏、儀俄政夫氏、瀬村哲雄氏
綿貫利次氏、小林久雄氏、武藤周次郎氏
〈感謝状〉
　15代会長　寺前　利彦氏
　16代会長　小林　善雄氏
　17代会長　泰地　秀信氏

〈表彰状〉
◦30年在籍
　小林久雄氏、最上　勇氏、松田　忠氏
◦20年在籍
　石井亮一氏、泰地秀信氏、市橋清捷氏
◦15年在籍
　推井貞晴氏

〈記念講演〉
　講師　釧路公立大学学長　高嶋　正彦様
テーマ

「現代の若者気質を考え大学教育の役割に及ぶ」

〈記念式典〉
　伊東会長挨拶では、当クラブも「世界の動き
を見つめ、21世紀を迎える街づくりのため、こ
れからも知恵を出し、汗をながしていきたい」
と決意を新たに述べた。
釧路市中小企業活性化基金　10万円
釧路公立大学寄付金　10万円
釧路新聞社芸術振興基金　10万円
を贈呈した。

創立30周年記念式典
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創立35周年記念式典

と　き　平成９年３月23日
ところ　釧路パシフィックホテル
出席者　41名

〈感謝状〉
　18代会長　伊東　良孝氏
　19代会長　本間　鉄夫氏
　20代会長　宮澤　昌典氏
　21代会長　市橋　清捷氏

〈会長　第22代　稲場文男〉
　釧路あすなろクラブが、発足35周年を迎え記
念式典の開催を考える時、バブル崩壊後の、未
曾有の不景気の時代、原点を見つめ、情報交換
を活発にし、経済研修団体として当クラブの在
続意味を考慮し、記念式典を廃し40周年に向け
て体力を温存する事を第一義とし、記念例会と
いう形で祝う事に決定した。
　引き続き祝宴に入り、会員相互の交流と親睦
を深めた。

式次第
１．開会の辞
２．信条朗読
３．会長挨拶
４．歴代会長表彰
５．新入会員紹介
６．祝　　宴
７．閉会の辞

創立35周年記念式典
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創立40周年記念式典

と　き　平成14年２月22日
ところ　釧路パシフイックホテル
出　席　43名
来賓４名　元会員６名　合計53名
　式典は国歌斉唱、信条朗読、物故者会員黙祷
と続き、伊東実行委員長より「２年前より協議を重
ね、組織、予算、開催要領等を決定し、執行部並
びに各委員の協力を得て本日の運びとなり心より
感謝申し上げます。又、40周年を機に市経済の発
展を担う存在感のある団体として、これからも活
動していこう」と挨拶がありました。
　続いて畑会長から「人は､産声を揚げて誕生す
るが､人生百年たらずです｡会社も､生まれる時は
商売のターゲットが有り維持するが､そのターゲッ
トが変化するのに追従している時代は､何とか維
持できる。私は､企業は継続する事が､一番に必要
な責任だと思っており､継続とは生き残る企業の
生存競争に勝つ事です｡その年が本年です。そこ
で今年のクラブのテーマを｢刮目（かつもく）｣と
し､会員同士一丸となり､今までの常識を振り捨て
改めて自分を見つめ直し､今後の会社の経営計画
に生かして生き残りを模索しようではありません
か｡」との挨拶があり、続いてご来賓紹介、感謝状
並びに在籍表彰へと進行。

〈記念事業〉
　釧路市中小企業活性化基金へ10万円贈呈釧新
教育芸術振興基金へ10万円贈呈引き続きご来賓
の綿貫健輔釧路市長、寺前利彦釧路商工会議所
副会頭、平川剛喜釧路新聞社社長より、40年とい
う歴史をたたえながら、釧路地域の異業種交流の
先駆者として、研修を重ねて活動されたことに敬
意を表すると共に、クラブの信条である「郷土を愛

し、仕事に徹し、人と和す」を今後も堅持し地域
の発展に寄与してほしいと祝辞を頂きました。又
祝賀会の中で元会員の諸先輩より、励ましの言葉
や激励を頂いた。
　ご来賓、元会員、会員多数の出席を頂き盛大に
40周年記念式典、祝賀会を行う事ができ、実行委
員の方、式典に携わった方々に心より厚くお礼申し
上げます。

来　賓
　釧路支庁長　　　　　　北　　勝利様
　釧路市長　　　　　　　綿貫　健輔様
　釧路商工会議所副会頭　寺前　利彦様
　釧路新聞社社長　　　　平川　剛喜様
元会員
　今田英三氏、儀俄政夫氏、小林善雄氏、
　寺前利彦氏、松田　忠氏、綿貫利次氏、
　中村正嗣氏

〈感謝状〉
　第36期　木内慎太郎氏　23代
　第37期　飯田　正幸氏　24代
　第38期　安藤　栄治氏　25代
　第39期　中尾　嘉男氏　26代
〈表彰状〉
　30年在籍会員　市橋　清捷氏、泰地　秀信氏
　10年在籍会員　大谷　真市氏、岡田　征男氏
　　　　　　　　谷口　正四氏、野口　　仁氏
　　　　　　　　福田　紀幸氏、石田　博司氏
　　　　　　　　黒田　厚司氏、佐藤　茂良氏
　　　　　　　　佐藤　忠和氏
記念講演　釧路支庁長　北　勝利様
　テーマ「市町村合併について」

創立40周年記念式典
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創立45周年記念式典

と　き　平成19年２月９日（土曜日）
ところ　アクア・ベール
出席者　35名
来　賓
　釧路市副市長（釧路市長代理）　　折原　勝様
　釧路新聞社常務取締役編集局長　伊藤　豊様

〈表彰状〉
　永年在籍表彰
　25年表彰　平野　幹雄氏
　10年表彰　菊池　吉郎氏、宮崎　博好氏、
　　　　　　渡辺　教浩氏

〈会長挨拶　第31代　福田紀幸〉
　釧路あすなろクラブが経済研修団体として45
周年を迎え、この間、長期に亘る景気低迷は特
に釧路市でも例外ではなく、釧路を元気づける
特効薬は有りません。会員の知恵を寄せ合い、
地域の活性化を図る活動を継続することが重要
と思います。

〈懇親会〉
　17代会長泰地秀信氏の創世紀のエピソードの
スピーチに続く祝杯で始まり、明日がある～あ
すなろクラブバージョンの合唱と、23代会長木
内慎太郎氏の音頭による三本締めで45周年記念
例会を終了した。

創立45周年記念式典
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創立50周年記念式典創立50周年記念式典

　釧路あすなろクラブは昭和37年の設立から50
年を迎えるこの日に記念すべき式典が盛大に開
催されました。式典に先立ち、北海道開発局港
湾空港部長の栗田悟様をお招きし「東北海道に
おける港湾・空港の役割」と題し特別記念講演
が開催され、一般聴講者を含め総勢91名を前
に、バルク港に指定された釧路港の役割などに
ついてご講演頂きました。予定の時刻を過ぎる
ほど内容の濃いものとなりました。休憩時間を
挟み、会員は式典会場へと移り、厳粛な雰囲気
の中、草島守之副実行委員長による開会の辞に
より始まり、国歌斉唱、信条朗読、物故会員黙
祷に続き伊東良孝実行委員長より「記念講演を
快く引き受けて頂いた栗田悟部長と来賓および
ＯＢへの謝辞を述べました。ご自身の釧路あす
なろクラブへの思いを語られ、19期に入会され
て以来、20周年の編集委員に始まり、30周年、
40周年の実行委員長を引き受けた事などを話し
ました。
　続いて、釧路あすなろクラブ第50期会長齋藤
政行よりの式辞。釧路市長蝦名大也様、釧路商
工会議所会頭山本壽福様（代理）、釧路新聞社

代表取締役社長春日井茂様（代理）、チャー
ターメンバー今田英三様より祝辞を頂戴いたし
ました。
　次に伊東実行委員長より、釧路あすなろクラ
ブの創立に貢献され、今のクラブの基礎を築か
れた今田英三様に創立50周年記念特別表彰を贈
呈。続いて第41期以降に会長を務められた会員
７名に感謝状を授与しました。
　齋藤会長より永年在籍会員５名に表彰状と記
念品を授与したのち、受彰者を代表して今田英
三様より謝辞をいただきました。
　「はからずも身にあまる表彰を頂き心から御
礼を申しのべます。釧路あすなろクラブの創設
にかかわった者としての表彰と存じます。釧路
あすなろクラブの会員諸氏の情熱と活動によっ
て、ゆるぎない都市釧路を造って頂きたい。」
と述べられました。滞りなく式は進行し最後に
畑稔式典委員長の閉会の辞で記念式典は無事終
了となりました。
　休憩の後、元会員佐藤惟忠（写真のさとう）
様による記念写真の撮影後、祝賀会場へと移
動。
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　最初に２代目花柳寿芳貴師匠による祝舞をご
披露頂きました。その美しい舞に来場者は皆魅
了されていました。続いて伊東良孝実行委員長
の開会の辞があり、「これよりの祝賀会、久し
ぶりの顔も有ろうかと思いますが、ゆっくりと
昔話に花を咲かせ、またこれからの釧路の事な
ど語って頂ければと思います。」と述べました。
　続いて、ご来賓の丸中釧路中央青果代表取締
役社長横地敏光様、サッポロビール道東支社長 
森本光俊様より祝辞を頂戴しました。横地様は
「創立時メンバーで２代目の会長も務めさせて
頂いた父重幸の息子として、また現在、あすな
ろビール会の会長の立場で今日はお招きを頂い
たと思っております。50周年の偉業達成を身内
の様な感じで非常に誇らしく思います。また新
たな一年を迎える事になると思いますが、益々
のあすなろクラブのご発展を祈念申し上げます。」
　次に元会員の第15代会長である寺前利彦様よ
りご挨拶と乾杯のご発声で祝宴が始まりまし
た。「今日は釧路あすなろクラブ創立50周年記
念おめでとうございます。心からお祝いを申し
上げます。私も、平成８年まで当クラブの会員
としてお世話になっており、在籍していた頃に
は35年も経過していて、「いやいやこの会は長
く続くモンだなぁ」と感心しておりました。地
道にこつこつと研修をするという、身の丈に
合った運営が、ここまで長く続いた一つの大き
な要因ではないかと思います。また素晴らしい
信条をベースにして釧路の経済研修団体として
の使命を全うするようにご期待を申し上げたい
と思います。」と話されました。宴半ばには、
50周年を辿った「思い出のアルバム」を上映
し、昔懐かしい映像を肴に思い出話が弾んだよ
うです。宴もたけなわでしたが、終了の時刻が
近づき、元会員の伊藤史顕様より万歳三唱と閉
会の辞を頂き、全ての式典を終了しました。
　この度「あすなろの木」を、式典に飾ろうと
有志を募り購入。寒さに弱いため、皆苦労され
ましたが、無事式典に飾られ、“明日は檜”へ
の思いが深まりました。

伊東良孝実行委員長

あすなろの木

蝦名大也　釧路市長

草島守之副実行委員長
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　港湾は特に経済との繋がりが非常に強い公共

物と思っており、護岸や岸壁を作る事が最終目

的では無く、作った機能を上手く使い地域の経

済発展に繋げる方に腐心しているつもりです。

その意味で私の話が何かのヒントになればと

思っております。

　世界の海運荷動き量は、原油・石油製品・鉄

鉱石・石炭・穀物などのバラ物が多くを占めて

います。また、中国のＷＴＯ加盟から荷動きが

急に伸びているなど、世界経済の動きが海運荷

動き量に反映しています。世界の荷動き量から

類推して北海道の場合を考えますと、量ベース

では海運が圧倒的に多く、対海外でほぼ100％

国内で90％を超えています。北海道港湾の貨物

量は１）苫小牧、２）函館、３）室蘭、４）釧

路の順ですが、港の地区で飼料穀物を入れて配

合飼料を作りその為の工場倉庫を用意しそこか

ら製品を運び出すという機能、色々な産業を形

成する力を港として持っている。そう言う港ら

しい港というのは苫小牧と釧路だと思っていま

す。北海道の港の中で見た時に、釧路の位置付

けは非常に重要と思っています。

　北海道港湾の特徴ですが、国土の22％を占め

る北海道に港湾が40港弱有り、それを面積で割

り北海道以外と比較をすると２.７倍、一つの

港で受ける背後地域面積が非常に広く非常に重

要な役割を果たしています。また、本州の港湾

管理者は都府県や政令指定都市が多く、北海道

では市町村が殆どです。釧路港も市長さんが港

湾管理者で、港を使う企業と市の行政がぴった

りマッチし、港湾の振興や開発など非常に機動

性が高いと言う利点が有る反面、財政規模が都

道府県と市町村では違い、財政負担を続けるの

は難しいと言う問題も同時に抱えています。

　国際バルク戦略港湾に釧路港が制定され、地

元の熱意を非常に感じており、港湾の計画など

に関してご支援させて頂いております。基本的

には、外国航路を大きな船で大量の貨物を運ぶ

事で運賃単価が安くなる。これがこの政策の基

本です。

　地球儀で世界を見ると普段見ている地図と違

い、釧路根室地域が日本の中で一番北米に近

い。穀物の場合パナマ運河を越えてミシシッピ

川流域から運ぶ穀物が非常に多く、当然、距離

は日本の中で一番近いというのが釧路が持つ利

点です。パナマ運河の水路拡張が2014年に完成

すると、約３倍位の貨物を積む船が通る事が可

能になります。ただ、出す方の船が大きくなり

創立50周年記念講演創立50周年記念講演

　　『東北海道の発展を支える釧路港の
　　　役割について 〜現状と課題〜』

2012年２月18日　
国土交通省北海道開発局港湾空港部長　栗　田　　　悟 様　
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輸送コストが下ると言っても、日本の受け入れ

港が大きな船を受け入れられなければコストメ

リットを享受でません。例えばトウモロコシの

輸入では、釧路70万トン、苫小牧70万トン、一

番多い鹿島港230万トンで、これをまとめて大

量に入れる港を作る必要が出てきました。それ

がバルク港湾です。

　目標の2020年には、大型船による共同配船と

共に、例えば、釧路地域で必要な需要量を降ろ

し船が軽くなり喫水が上ると水深の浅い港にも

入る事が可能になり、２港揚げ３港揚げという

様な方法を使い他の地域に次々に運び、全体の

コストメリットをそれぞれ享受出来ると言う事

です。現在、釧路港第１埠頭で主要穀物のトウ

モロコシを揚げてますが、既存の岸壁がマイナ

ス12ｍため、現在は北米から来た船が一回鹿島

港に行き鹿島で降ろして喫水を浅くして釧路に

入るという、２回目の港になっているのが実態

です。国際バルク戦略港湾として、水深16ｍの

岸壁を作り直接釧路に入れる港にすると言う訳

です。ただ、一気に16ｍにして行くのも大変な

ので、一旦14ｍの岸壁を作り５年後に16ｍに改

造して行く２段階方式が計画・提案している内

容で、我々も協力し国際バルク戦略港湾育成プ

ログラムを提出し、24年度分として予算要求さ

せて頂きましたが、予算は「ちょっと待て」と

言う事になり、残念ながら、一年間かけて、も

う一度調査し、定量的かつ具体的な効果の分析

や政策目標の具体化など更に詰めて行く事にな

ります。

　防災と観光の話をさせて頂きます。地震動で

岸壁が倒れず背後の物流を途切れさせない為の

耐震強化岸壁が出来るだけ街に近く緊急物資輸

送に使える所で旅客船バースとして完成してい

ます。防災対策の２番目は先程、伊東先生から

もお話しの有った津波スクリーンです。私、実

は大学の時に津波を専攻しており、漂流物によ

る被害を少なくする必要をその時の先生に学生

時代から言われておりました。港湾の仕事に携

り、様々な方々の協力も得て釧路で作る事が出

来ました。物は非常に単純でガードレールだと

思って下さい。ガードレールで津波に流されて

来る船、引き波で地上から流れる車などを防ぐ

事を狙いにしてます。

　災害発生時には複数港の連携が必要で、昨

年、小樽・石狩・苫小牧・白老・室蘭の５港

で、或る港が機能不全に陥った時、他の港が職

員の派遣や岸壁への受け入れを含めて協力関係

を築くという事を進めている所です。２月中に

協定モデルを作り、いずれ釧路港や太平洋側の

港にも、連携を広げて他の公共機関や民間企業

も含め、出来るだけ緊急時の対策を迅速に取れ

る様にして行きたいと考えている所です。

　観光振興でクルーズ船の話をさせて頂きま

す。最近は外国船や日本国内船も含めクルーズ

寄港が増えています。平成12年と22年の比較で

45隻から62隻と言う事です。釧路港でも昨年６

月に旅客船バースが整備され飛鳥Ⅱが入港しま

した。クルーズ船入港による経済効果ですが、

釧路港を基に試算した結果で、飛鳥Ⅱの入港一

日停泊で、お土産を買ったり食べ物を買ったり

で乗客一人当たりで16,000円位、一隻当たり

５千６百万円位になっています。クルーズ需要

が高まっている中、他の港とも提携しながらク

ルーズ船誘致を推進している所です。

　この他に、北海道と釧路地域の経済動向とし

て「産業連関表で見た域際収支と経済の特徴」

と、「道産品の輸出拡大に向けた取組み」、空

港の現状と課題として「航空旅客・貨物推移」

「国際線便数推移」「空港経営改革」「北海道

に於けるＬＣＣの動向」「釧路空港を巡る最近

の動向」など、釧路に係わる多くの事柄につい

てのご講演を頂きました。



－　　－83

畑　稔　式典委員長 寺前利彦　元会員

釧路あすなろクラブ女性会員伊東良孝実行委員長を囲んで

〈釧路新聞2012年２月19日掲載〉
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開　催　日　平成24年２月18日土曜日

会　　　場　釧路キャッスルホテル２階

◆記念講演　平安の間　16：00～

講師：国土交通省北海道開発局港湾空港部長
　　　栗田　悟様
演題「東北海道における港湾・空港の役割」
出席人数　総数91名（来賓６名　元会員６名　
現会員44名　一般30名）
■記念式典　鶴の間　17：00～

　１．開会の辞
　２．国家斉唱
　３．信条朗読
　４．物故会員黙祷
　５．実行委員長挨拶
　６．会長式辞
　７．来賓・元会員紹介
　８．祝辞
　９．創立50周年記念特別表彰 
　10．歴代会長感謝状贈呈
　11．永年在籍会員表彰
　12．受彰者代表挨拶
　13．閉会の辞
■御来賓

　国土交通省北海道開発局港湾空港部長　栗田
悟様：釧路市長　蝦名大也様：釧路商工会議所
会頭山本壽福様（代理　副会頭　村井順一
様）：釧路新聞社代表取締役社長　春日井茂様
（代理　常務取締役編集局長　高橋将哲様）：
釧路あすなろクラブチャーターメンバー今田英
三様：丸中釧路中央青果代表取締役社長　横地
敏光様：サッポロビール道東支社長　森本光俊
様：釧路あすなろサッポロビール会副会長　樋
原永幸様：釧路キャッスルホテル㈱代表取締役
社長 反保裕文様
■元会員

石井亮一様　伊藤史顕様　寺前利彦様
小林善雄様　多賀輝夫様　谷口正四様
佐藤誠一様　佐藤惟忠様　佐々木保幸様
藤野伯文様

■創立50周年記念特別表彰者

チャーターメンバー　今田英三様
■歴代会長感謝状贈呈者

27代会長　畑　　稔氏：28代会長　本間英俊氏
30代会長　関　昭次氏：31代会長　平野幹雄氏
32代会長　福田紀幸氏：33代会長　宮崎博好氏
34代会長　齋藤政行氏
■永年在籍会員表彰者

〈40年在籍〉市橋清捷氏　泰地秀信氏
〈20年在籍〉黒田厚司氏　野口　仁氏
　福田紀幸氏
出席人数　総数64名
（来賓９名　元会員10名　現会員45名）
■祝賀会　平安の間　18：00～

　１．開会の辞
　２．祝舞（２代目花柳寿芳貴）
　３．実行委員長挨拶 
　４．祝辞
　５．祝電披露
　６．乾杯
　７．�祝宴（スライド上映～あすなろクラブ50

年の歩み～）
　８．万歳三唱
　９．閉会の辞
出席人数　総数62名
（来賓９名　元会員９名　現会員44名）

50周年記念品「あすなろの木製箸」
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釧路あすなろクラブ会員名簿 平成24年４月現在

氏　　　名 勤　　務　　先 役　職 業　　　　種 住　　　所 電　話 自 宅 住 所 自宅電話

安 藤 栄 治 安 藤 印 鋪 ㈱ 常務取締役 印章事務用品販売 星が浦北１－１－５ 52－0510 千歳町８－１５ 42－4476

伊 東 良 孝 衆 議 院 議 員 代 議 士 浪花町１３－２－１ 25－5500 美原５－３０－１ 36－7070

猪 俣 利 之 ㈲ イ ノ マ タ 通 信 代表取締役 無 線 機 器 販 売 入江町１０－１１ 31－7155 釧路町北都２－１－８ 36－9690

岩 田 俊 明 ㈲ 岩 田 土 建 代表取締役 土 木 昭和町４－１６－６ 51－1767 昭和町４－１６－６ 51－1767

岩 田 義 雄 リフォーム企画　夢工房 代 表 建築リフォーム業 芦野１－２０－６ 65－9730 芦野１－２０－６ 65－9730

及 川 雅 順 東 部 通 信 商 会 ㈱ 代表取締役 通 信 機 器 等 愛国東２－１０－２ 36－2211 釧路町中央８－２０ 40－2309

小野寺　英　夫 春採小型清掃合資会社 代表取締役 清 掃 業 春採８－７－２９ 46－4007 桜ヶ岡６－２－１２ 91－3973

河 村 浩 道 カ ワ ム ラ 工 業 代 表 管工事・住宅設備業 鳥取南３－５－８ 55－5100 鳥取南３－５－８ 51－5224

木　内　慎太郎 木 内 印 刷 ㈲ 代表取締役 印 刷 業 大町６－５－１６ 41－2966 入舟６－３－８ 43－3269

菊 池 吉 郎 厳 島 神 社 宮 司 神 社 米町１－３－１８ 41－4485 米町１－３－１８ 42－9660

木 元 章 義 丸 甲 金 物 ㈱ 代表取締役 機 械 工 具 販 売 業 新橋大通４－２－１４ 24－2062 文苑３－９－１０ 38－2635

草 島 守 之 スズキアリーナ道東 総務部長 自 動 車 修 理 販 売 星が浦大通４－５－６ 52－1123 桜ヶ岡１－２－９ 91－7272

久 保 隆 雄 久 保 板 金 工 業 所 屋根・板金工事業 鳥取北７－３－２５ 51－8086 鳥取北７－３－２５ 51－5086

黒 田 厚 司 ㈱ ク ロ ダ 部 品 商 工 代表取締役 自 動 車 部 品 販 売 堀川町５－１１ 23－2278 鳥取大通４－８－１２ 51－6329

近 藤 義 男 太平洋美装株式会社 専務取締役 総合ビルメンテナンス 新釧路町１１－１５ 25－8156 貝塚４－１－１１ 46－5230

斎 藤 剛 史 釧 路 衛 星 ㈱ 専務取締役 旅 客 運 送 業 釧路町中央３－５０ 40－3232 武佐３－２５－１ 46－3456

齊 藤 政 行 ㈲ 富 士 車 体 興 業 代表取締役 自 動 車 修 理 業 星が浦大通１－９－４ 55－5777 昭和南４－３４－１３ 51－5863

坂 本 裕 人 共 立 電 機 サ ー ビ ス 代 表 電 機 機 械 修 理 釧路町国誉３－９０ 36－8536 釧路町若葉４－１５ 36－7575

佐 藤 敦 子 クラフトパーク フクハラ武佐店 オーナー 手 芸 店 武佐３－４７－１１ 47－0686 釧路町別保南1－71－１ 62－2357

清 水 尚 也 清 水 鍼 灸 治 療 院 代 表 鍼灸・指圧マッサージ 昭和町２−18−42 68－5248 芦野２−11−10 36－7178

清 水 雅 則 丸 亜 工 業 ㈱ 取締役会長 断 熱 工 事 業 愛国東３－９－２５ 37－1129 中園町２４－５ 22－6631

杉 本 眞 美 西 興 建 設 ㈱ 取締副社長 総 合 建 設 業 春採６－３－１７ 91－5259 星が浦北２－４－３ 51－8511

杉 山 宏 司 ス ギ ヤ マ オ ー ト ㈱ 代表取締役 自 動 車 販 売 釧路町曙１－２－１２ 36－3419 文苑１－５５－６ 36－3306

関 川 孝 輔 釧路キャッスルホテル㈱ 営業課係長 ホ テ ル 業 大川町５－２ 43－2111 仲浜町６－２２ 22－5854
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関 　 昭 次 ㈲ 関 建 設 代表取締役 一 般 建 設 業 文苑１－３７－１ 38－3087 文苑１－３７－１ 38－3087

泰 地 秀 信 中央防災システム㈱ 会 長 消 防 設 備 工 事 業 緑ヶ岡１－２０－３ 42－1611 緑ヶ岡１－２０－１９ 41－4424

高 木 俊 一 ㈱ プ ラ ス ア ー ト 代表取締役 室 内 外 広 告 業 南大通３－１－５ 43－2663 釧路町河畔２－４２ －

谷 口 耕 二 ㈲ エ ヌ ジ ェ ー シ ー 専務取締役 ソフトウェア受託開発 入江町９－２２ 25－9565 文苑１－８－８ 37－1456

寺 澤 一 春 ㈱ 安 全 釧 路 営 業 所 所 長 自 動 車 硝 子 販 売 鳥取北５－４－20 52－1555 南浜町５−35 22－6179

栂 野 卓 也 北海化学防水株式会社 営 業 部 長 防 水 工 事 美原２－１１－４ 36－3458 美原２－１１－４ 36－5880

中 尾 嘉 男 ㈲ 光 興 産 専務取締役 京 染 京 呉 服 新富町１６－３ 23－5613 大楽毛西１－２８－４ 57－8513

中 島 康 秀 ㈱サンホームサービス 専務取締役 ク リ ー ニ ン グ 業 新富町９－１９ 23－2633 新富町９－１３ 23－6756

永 田 敦 子 ㈱ Ｋ Ｉ Ｓ 代表取締役 インテリアコーディネーター 釧路町北見団地１－３８－１ 37－3983 釧路町北見団地１－３８－１ 37－3983

中 村 　 博 ㈲ 中 村 塗 装 工 業 代表取締役 塗 装 業 釧路町河畔２－７８ 40－4844 釧路町河畔２－７８ 40－4844

野  口 　 　 仁 ㈱ 山 仁 野 口 商 会 代表取締役 燃料販売・不動産 川上町５－１ 24－1152 緑ヶ岡６－１２－１２ 46－2664

畑    　 稔 畑 電 機 ㈱ 代表取締役 電 機 一 般 喜多町２－７ 22－7746 喜多町９－７ 24－6162

服 部 恵 子 ㈱ 徳 寿 園 役 員 茶･コーヒー･関連商品販売 美原５－２５－１ 25－7185 美原５－２５－１ 37－7028

平 野 幹 雄 ㈲ ユ ー 代表取締役 衣 料 品 販 売 幸町７－１ 21－7333 武佐４－２－１ 46－2633

福 田 紀 幸 ㈱釧路第一経営センター 専務取締役 税 理 士 事 務 所 柏木町５－３５ 42－8888 文苑４－４６－１７ 38－8888

本 間 英 俊 ㈲ 道 東 イ サ ム 塗 料 代表取締役 塗 料 販 売 新栄町３－１１ 22－3252 愛国東２－６－２ 36－7008

前 田 俊 明 ㈱ 前 田 美 粧 部 長 理美容用品卸売業 豊川町１８－１９ 24－7222 昭和中央３－３８－１４

前 　 義 幸 ㈲兼芳新潟屋前商店 専務取締役 小 売 業 釧路町曙４－６－６ 36－0222 釧路町北都１－３－７ 37－2028

宮 崎 博 好 ㈱ 近 藤 設 備 工 業 代表取締役 管 工 事 業 錦町４－６－２ 22－0369 貝塚２－１７－３０ 41－9658

宮 澤 昌 典 宮 澤 保 険 事 務 所 所 長 保 険 代 理 業 住吉１－１０－９ 42－0150 住吉１－１０－９ 42－0150

結 城  太 葬 儀 社 ㈲ 丸 喜 冠 葬 代表取締役 葬 祭 業 米町３－１－２５ 42－3211 文苑４－４０－９ 37－3602

吉 川 克 義 山 本 商 事 ㈱ 次 長 建 築 資 材 卸 釧路町桂３－１０ 36－8450 若草町５－１５ 22－5719

吉 田 良 幸 ヨ シ ダ グ ル ー プ 代 表 塗 装 業 富士見２２－１１－２７ 42－2016 富士見２２－１１－２７ 42－2016

渡 辺 栄 重 シーズ・サービス㈱ 代表取締役 司 会 業 鳥取北４−６−２２ 55－1236 阿寒町北町２−２−２６ 66－3438
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周

治
郎

卸
部

会
副

部
会

長
寺

前
利

彦
小

売
部

会
長

志
水

武
敏

小
売

部
会

長
佐

藤
六

郎
小

売
部

会
長

横
山

寿
人

小
売

部
会

長
細

川
猛

夫
小

売
部

会
長

市
橋

清
捷

小
売

部
会

副
部

会
長

中
川

　
章

小
売

部
会

副
部

会
長

本
間

鉄
夫

小
売

部
会

副
部

会
長

細
川

猛
夫

小
売

部
会

副
部

会
長

市
橋

清
捷

小
売

部
会

副
部

会
長

名
和

重
保

相
談

役
最

　
上

勇
相

談
役

梶
　

正
義

相
談

役
稲

垣
友

則
相

談
役

稲
垣

友
則

相
談

役
最

上
　

勇
昭

和
52

年
（

15
期

）
昭

和
53

年
（

16
期

）
昭

和
54

年
（

17
期

）
昭

和
55

年
（

18
期

）
昭

和
56

年
（

19
期

）
役

員
名

氏
名

役
員

名
氏

名
役

員
名

氏
名

役
員

名
氏

名
役

員
名

氏
名

会
長

川
田

春
旭

会
長

松
田

　
忠

会
長

小
林

久
雄

会
長

小
林

久
雄

会
長

瀬
村

哲
雄

副
会

長
太

田
敏

雄
副

会
長

多
賀

輝
夫

副
会

長
岩

田
　

勉
副

会
長

岩
田

　
勉

副
会

長
太

田
敏

雄
副

会
長

安
藤

昭
二

副
会

長
本

間
鉄

夫
副

会
長

伊
藤

史
顕

副
会

長
伊

藤
史

顕
副

会
長

武
　

藤
　

周
治

郎
事

務
局

長
横

山
寿

人
事

務
局

長
伊

藤
史

顕
事

務
局

長
川

口
　

征
事

務
局

長
川

口
　

征
事

務
局

長
小

林
善

雄
事

務
局

次
長

本
間

鉄
夫

事
務

局
次

長
川

口
　

征
事

務
局

次
長

小
林

善
雄

事
務

局
次

長
小

林
善

雄
事

務
局

次
長

加
藤

義
雄

事
務

局
次

長
佐

々
木

　
保

　
幸

事
務

局
次

長
小

林
善

雄
事

務
局

次
長

加
藤

義
雄

事
務

局
次

長
加

藤
義

雄
事

務
局

次
長

三
国

仙
二

監
査

米
田

　
慶

監
査

岩
田

　
勉

監
査

瀬
村

哲
雄

監
査

瀬
村

哲
雄

監
査

佐
藤

六
郎

監
査

伊
藤

　
昭

監
査

田
中

幸
一

監
査

池
ヶ

谷
　

栄
　

一
監

査
池

ヶ
谷

　
栄

　
一

監
査

松
本

重
政

工
業

部
会

長
伊

藤
史

顕
工

業
部

会
長

加
藤

義
雄

工
業

部
会

長
田

中
幸

一
工

業
部

会
長

高
谷

正
行

工
業

部
会

長
高

谷
正

行
工

業
部

会
副

部
会

長
松

田
　

忠
工

業
部

会
副

部
会

長
高

谷
正

行
工

業
部

会
副

部
会

長
高

谷
正

行
工

業
部

会
副

部
会

長
木

　
内

　
慎

太
郎

工
業

部
会

副
部

会
長

木
　

内
　

慎
太

郎
卸

部
会

長
寺

前
利

彦
卸

部
会

長
三

国
仙

二
卸

部
会

長
三

国
仙

二
卸

部
会

長
推

井
貞

晴
卸

部
会

長
推

井
貞

晴
卸

部
会

副
部

会
長

三
国

仙
二

卸
部

会
副

部
会

長
推

井
貞

晴
卸

部
会

副
部

会
長

推
井

貞
晴

卸
部

会
副

部
会

長
石

井
亮

一
卸

部
会

副
部

会
長

若
原

和
弘

小
売

部
会

長
岩

田
　

勉
小

売
部

会
長

名
和

重
保

小
売

部
会

長
細

川
猛

夫
小

売
部

会
長

宮
地

良
彦

小
売

部
会

長
宮

地
良

彦
小

売
部

会
副

部
会

長
小

林
善

雄
小

売
部

会
副

部
会

長
中

川
　

章
小

売
部

会
副

部
会

長
宮

地
良

彦
小

売
部

会
副

部
会

長
樋

田
恵

悦
小

売
部

会
副

部
会

長
佐

藤
和

安
相

談
役

最
上

　
勇

相
談

役
川

田
春

旭
相

談
役

松
田

　
忠

相
談

役
松

田
　

忠
相

談
役

小
林

久
雄
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昭
和

57
年

（
20

期
）

昭
和

58
年

（
21

期
）

昭
和

59
年

（
22

期
）

昭
和

60
年

（
23

期
）

昭
和

61
年

（
24

期
）

役
員

名
氏

名
役

員
名

氏
名

役
員

名
氏

名
役

員
名

氏
名

役
員

名
氏

名
会

長
武

　
藤

　
周

治
郎

会
長

森
下

　
勇

会
長

森
下

　
勇

会
長

綿
貫

利
次

会
長

綿
貫

利
次

副
会

長
太

田
敏

雄
副

会
長

寺
前

利
彦

副
会

長
寺

前
利

彦
副

会
長

川
口

　
征

副
会

長
川

口
　

征
副

会
長

小
林

善
雄

副
会

長
宮

地
良

彦
副

会
長

宮
地

良
彦

副
会

長
市

橋
清

捷
副

会
長

市
橋

清
捷

事
務

局
長

加
藤

義
雄

事
務

局
長

市
橋

清
捷

事
務

局
長

市
橋

清
捷

事
務

局
長

推
井

貞
晴

事
務

局
長

推
井

貞
晴

事
務

局
次

長
推

井
貞

晴
事

務
局

次
長

推
井

貞
晴

事
務

局
次

長
推

井
貞

晴
事

務
局

次
長

中
川

　
章

事
務

局
次

長
中

川
　

章
事

務
局

次
長

吉
多

義
榛

事
務

局
次

長
若

原
和

弘
事

務
局

次
長

若
原

和
弘

事
務

局
次

長
木

　
内

　
慎

太
郎

事
務

局
次

長
木

　
内

　
慎

太
郎

監
査

佐
藤

六
郎

監
査

松
本

重
政

監
査

松
本

重
政

監
査

小
林

善
雄

監
査

小
林

善
雄

監
査

松
本

重
政

監
査

石
井

亮
一

監
査

石
井

亮
一

監
査

岩
田

　
勉

監
査

岩
田

　
勉

工
業

部
会

長
早

　
川

　
源

之
進

工
業

部
会

長
木

　
内

　
慎

太
郎

工
業

部
会

長
木

　
内

　
慎

太
郎

工
業

部
会

長
畑

稔
工

業
部

会
長

畑
稔

工
業

部
会

副
部

会
長

木
　

内
　

慎
太

郎
工

業
部

会
副

部
会

長
池

田
武

文
工

業
部

会
副

部
会

長
畑

稔
工

業
部

会
副

部
会

長
高

谷
正

行
工

業
部

会
副

部
会

長
高

谷
正

行
卸

部
会

長
若

原
和

弘
卸

部
会

長
淵

本
久

雄
卸

部
会

長
淵

本
久

雄
卸

部
会

長
阿

　
部

　
三

知
男

卸
部

会
長

阿
　

部
　

三
知

男
卸

部
会

副
部

会
長

淵
本

久
雄

卸
部

会
副

部
会

長
阿

　
部

　
三

知
男

卸
部

会
副

部
会

長
阿

　
部

　
三

知
男

卸
部

会
副

部
会

長
宮

澤
昌

典
卸

部
会

副
部

会
長

宮
澤

昌
典

小
売

部
会

長
市

橋
清

捷
小

売
部

会
長

伊
東

良
孝

小
売

部
会

長
平

岩
政

義
小

売
部

会
長

佐
藤

和
安

小
売

部
会

長
佐

藤
和

安
小

売
部

会
副

部
会

長
伊

東
良

孝
小

売
部

会
副

部
会

長
畑

稔
小

売
部

会
副

部
会

長
田

代
隆

昌
小

売
部

会
副

部
会

長
中

尾
嘉

男
小

売
部

会
副

部
会

長
中

尾
嘉

男
相

談
役

小
林

久
雄

相
談

役
武

　
藤

　
周

治
郎

相
談

役
武

　
藤

　
周

治
郎

相
談

役
森

下
　

勇
相

談
役

森
下

　
勇

昭
和

62
年

（
25

期
）

昭
和

63
年

（
26

期
）

平
成

元
年

（
27

期
）

平
成

２
年

（
28

期
）

平
成

３
年

（
29

期
）

役
員

名
氏

名
役

員
名

氏
名

役
員

名
氏

名
役

員
名

氏
名

役
員

名
氏

名
会

長
寺

前
利

彦
会

長
寺

前
利

彦
会

長
小

林
善

雄
会

長
泰

地
秀

信
会

長
伊

東
良

孝
副

会
長

平
岩

政
義

副
会

長
平

岩
政

義
副

会
長

加
藤

義
雄

副
会

長
伊

藤
史

顕
副

会
長

市
橋

清
捷

副
会

長
淵

本
久

雄
副

会
長

淵
本

久
雄

副
会

長
泰

地
秀

信
副

会
長

本
間

鉄
夫

副
会

長
木

　
内

　
慎

太
郎

事
務

局
長

木
　

内
　

慎
太

郎
事

務
局

長
木

　
内

　
慎

太
郎

副
会

長
佐

々
木

　
保

　
幸

事
務

局
長

宮
澤

昌
典

事
務

局
長

飯
田

正
幸

事
務

局
次

長
森

山
敬

文
事

務
局

次
長

森
山

敬
文

事
務

局
長

伊
藤

史
顕

事
務

局
次

長
安

藤
栄

治
事

務
局

次
長

本
間

英
俊

事
務

局
次

長
吉

多
幸

男
事

務
局

次
長

吉
多

幸
男

事
務

局
次

長
宮

澤
昌

典
事

務
局

次
長

飯
田

正
幸

事
務

局
次

長
中

尾
嘉

男
監

査
佐

々
木

　
保

　
幸

監
査

佐
々

木
　

保
　

幸
事

務
局

次
長

佐
藤

和
安

監
事

多
賀

輝
夫

監
事

本
間

鉄
夫

監
査

泰
地

秀
信

監
査

泰
地

秀
信

監
事

田
中

幸
一

監
事

平
岩

政
義

監
事

淵
本

久
雄

工
業

部
会

長
高

谷
正

行
工

業
部

会
長

立
花

誠
人

監
事

石
井

亮
一

第
１

部
会

長
木

　
内

　
慎

太
郎

第
１

部
会

長
飯

飼
常

寿
工

業
部

会
副

部
会

長
立

花
誠

人
工

業
部

会
副

部
会

長
安

藤
栄

治
工

業
部

会
長

安
藤

栄
治

第
１

副
部

会
長

飯
飼

常
寿

第
１

副
部

会
長

加
賀

省
二

卸
部

会
長

宮
澤

昌
典

卸
部

会
長

宮
澤

昌
典

工
業

部
会

副
部

会
長

加
賀

省
二

第
２

部
会

長
市

橋
清

揵
第

２
部

会
長

森
山

敬
文

卸
部

会
副

部
会

長
本

間
英

俊
卸

部
会

副
部

会
長

本
間

英
俊

卸
部

会
長

本
間

英
俊

第
２

副
部

会
長

森
山

敬
文

第
２

副
部

会
長

青
木

準
二

小
売

部
会

長
中

尾
嘉

男
小

売
部

会
長

中
尾

嘉
男

卸
部

会
副

部
会

長
飯

飼
常

寿
第

３
部

会
長

国
光

勝
広

第
３

部
会

長
国

光
勝

広
小

売
部

会
副

部
会

長
浜

辺
満

男
小

売
部

会
副

部
会

長
浜

辺
満

男
小

売
部

会
長

浜
辺

満
男

第
３

副
部

会
長

立
花

誠
人

第
３

副
部

会
長

立
花

誠
人

相
談

役
綿

貫
利

次
相

談
役

綿
貫

利
次

小
売

部
会

副
部

会
長

門
脇

文
博

第
４

部
会

長
平

野
幹

雄
第

４
部

会
長

平
野

幹
雄

相
談

役
寺

前
利

彦
第

４
副

部
会

長
最

上
　

勇
第

４
副

部
会

長
藤

野
伯

文
・

第
27

期
　

加
藤

氏
　

10
月

退
会

相
談

役
小

林
善

雄
第

４
副

部
会

長
吉

多
幸

男
相

談
役

泰
地

秀
信

・
第

29
期

　
藤

野
氏

　
７

月
退

会
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平
成

４
年

（
30

期
）

平
成

５
年

（
31

期
）

平
成

６
年

（
32

期
）

平
成

７
年

（
33

期
）

平
成

８
年

（
34

期
）

会
長

伊
　

東
　

良
　

孝
会

長
本

　
間

　
鉄

　
夫

会
長

宮
　

沢
　

昌
　

典
会

長
市

　
橋

　
清

　
捷

会
長

市
　

橋
　

清
　

捷
副

会
長

市
　

橋
　

清
　

捷
副

会
長

宮
　

沢
　

昌
　

典
副

会
長

稲
　

場
　

文
　

男
副

会
長

木
　

内
　

慎
太

郎
副

会
長

木
　

内
　

慎
太

郎
副

会
長

木
　

内
　

慎
太

郎
副

会
長

飯
　

飼
　

常
　

寿
副

会
長

飯
　

田
　

正
　

幸
副

会
長

青
　

木
　

準
　

司
副

会
長

青
　

木
　

準
　

司
事

務
局

長
国

　
光

　
勝

　
広

事
務

局
長

稲
　

場
　

文
　

男
事

務
局

長
安

　
藤

　
栄

　
治

事
務

局
長

石
　

田
　

博
　

司
事

務
局

長
石

　
田

　
博

　
司

事
務

局
次

長
本

　
間

　
英

　
俊

事
務

局
次

長
加

　
賀

　
省

　
二

事
務

局
次

長
加

　
賀

　
省

　
二

事
務

局
次

長
大

　
谷

　
真

　
市

事
務

局
次

長
大

　
谷

　
真

　
市

事
務

局
次

長
中

　
尾
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事
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青

　
木
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司
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務
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次
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谷
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中

　
村
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事
務

局
次

長
中

　
村

　
正

　
嗣

監
事

本
　

間
　

鉄
　

夫
監

事
岩

　
田

　
　

　
守

監
事

中
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事
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事
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事
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事
関

　
　

　
昭

　
次

監
事

畑
　

　
　

　
　

稔
監

事
畑

　
　

　
　

　
稔

第
１

部
会

長
安

　
藤

　
栄

　
治

第
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部
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長
大

　
串

　
希

　
昭

第
１

部
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長
大
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希

　
昭

第
１

部
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長
石

　
田

　
　

　
武

第
１

部
会

長
石

　
田

　
　

　
武

第
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副
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会
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吉
　

多
　

幸
　

男
第
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副

部
会

長
石

　
田

　
　

　
武

第
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副
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会
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石
　

田
　

　
　

武
第

１
副

部
会

長
谷

津
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信

　
一

第
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副
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会
長

谷
津

田
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第
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加
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吉
　

多
　

幸
　

男
第
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吉
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幸
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第
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関
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第
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文
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佐
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第
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谷
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佐
　

藤
　

忠
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光
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平
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谷
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大
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大
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務
局
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福
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幸

事
務

局
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佐
　

藤
　

誠
　

一
事

務
局

長
須

　
崎

　
幸

　
蔵

事
務

局
次

長
児

　
玉
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務
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次

長
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間
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事
務
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次
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関
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務
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長
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池
　

吉
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安
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治
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杉
　

山
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会
長
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長
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会

長
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俊
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長
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事
務

局
次

長
谷

口
耕

二
事

務
局

次
長

木
元

章
義

事
務

局
次

長
木

元
章

義
事

務
局

次
長

木
元

章
義

事
務

局
次

長
結

城
　

太
事

務
局

次
長

木
元

章
義

事
務

局
次

長
及

川
雅

順
事

務
局

次
長

中
村

　
博

事
務

局
次

長
中

村
　

博
事

務
局

次
長

前
　

義
幸

事
務

局
次

長
服

部
恵

子
事

務
局

次
長

結
城

　
太

 
事

務
局

次
長

中
居

好
通

事
務

局
次

長
中

居
好

通
事

務
局

次
長

高
木

俊
一

監
査

関
　

昭
次

監
査

関
　

昭
次

監
査

佐
藤

誠
一

監
査

宮
澤

昌
典

監
査

平
野

幹
雄

監
査

本
間

英
俊

監
査

本
間

英
俊

監
査

坂
本

裕
人

監
査

坂
本

裕
人

監
査

杉
本

眞
美

第
１

部
会

長
坂

東
　

勉
第

１
部

会
長

菊
池

吉
郎

第
１

部
会

長
斎

藤
剛

史
第

１
部

会
長

畠
山

智
彦

第
１

部
会

長
吉

川
克

義
第

１
副

部
会

長
菊

池
吉

郎
第

１
副

部
会

長
草

島
守

之
第

１
副

部
会

長
中

島
康

秀
第

１
副

部
会

長
斎

藤
剛

史
第

１
副

部
会

長
谷

口
耕

二
第

２
部

会
長

柵
木

隆
雄

第
２

部
会

長
服

部
恵

子
第

２
部

会
長

関
川

孝
輔

第
２

部
会

長
結

城
　

太
第

２
部

会
長

中
村

　
博

第
２

副
部

会
長

中
居

好
通

第
２

副
部

会
長

関
川

孝
輔

第
２

副
部

会
長

結
城

　
太

第
２

副
部

会
長

青
塚

広
美

第
２

副
部

会
長

猪
俣

利
之

第
３

部
会

長
及

川
雅

順
第

３
部

会
長

坂
本

裕
人

第
３

部
会

長
高

木
俊

一
第

３
部

会
長

加
藤

敏
幸

第
３

部
会

長
平

井
秀

男
第

３
副

部
会

長
齊

藤
政

行
第

３
副

部
会

長
森

山
敬

文
第

３
副

部
会

長
加

藤
敏

幸
第

３
副

部
会

長
高

木
俊

一
第

３
副

部
会

長
佐

藤
敦

子
第

４
部

会
長

高
木

俊
一

第
４

部
会

長
谷

口
耕

二
第

４
部

会
長

前
　

義
幸

第
４

部
会

長
坂

本
裕

人
第

４
部

会
長

菊
池

吉
郎

第
４

副
部

会
長

渡
辺

教
浩

第
４

副
部

会
長

中
村

　
博

第
４

副
部

会
長

小
野

寺
　

英
　

夫
第

４
副

部
会

長
近

藤
義

男
第

４
副

部
会

長
久

保
隆

雄
相

談
役

平
野

幹
雄

相
談

役
平

野
幹

雄
相

談
役

福
田

紀
幸

相
談

役
福

田
紀

幸
相

談
役

宮
崎

博
好
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活
　
動
　
報
　
告

創
立

時
事

業
報

告（
昭

和
37

年
2月

〜
昭

和
38

年
3月

）
第

1期
事

業
報

告（
昭

和
38

年
4月

〜
昭

和
39

年
3月

）
第

2期
事

業
報

告（
昭

和
39

年
4月

〜
昭

和
40

年
3月

）
第

3期
事

業
報

告（
昭

和
40

年
4月

〜
昭

和
41

年
3月

）
第

4期
事

業
報

告（
昭

和
41

年
4月

〜
昭

和
42

年
2月

）
2
月
1
8
日

	
灘

万
	

１９
名

　
設

立
総

会
3
月
2
4
日

	
研

究
部

会
設

置
の

決
定

。自
己

紹
介

4
月
2
1
日

　
石

油
の

流
通

と
現

況
。石

炭
産

業
の

見
通

し
と

現
況

5
月
1
9
日

	
東

映
ホ

テ
ル

　
①

食
品

業
況

の
現

況
②

印
刷

技
術

の
利

点
5
月
2
4
日

　
第

１
回

研
修

会「
初

任
給

と
昇

給
に

つ
い

て
」

6
月
1
3
日

　
�信

条
を

決
定

。建
材

の
実

用
性

に
つ

い
て

。木
工

品
の

近
況

に
つ

い
て

7
月
2
1
日

　
業

界
の

近
況

と
商

店
経

営
の

悩
み

。　
佐

々
木

会
員

8
月
1
8
日

　
�バ

ッ
チ

図
案

の
決

定
。自

動
車

産
業

の
近

況
と

私
の

経
営

方
針

　
池

ヶ
谷

会
員

9
月
1
8
日

　
中

堅
社

員
訓

練
テ

キ
スト

　
清

水
会

員
1
0
月
2
0
日

　
サ

ー
ビ

ス
の

本
質

に
つ

い
て

　
松

田
会

員
1
1
月
1
7
日

　
衣

料
品

の
流

通
と

釧
根

地
方

の
占

有
　

浅
野

会
員

1
2
月
1
8
日

　
カ

メラ
の

基
礎

知
識

と
選

び
方

　
山

下
会

員
S
3
8
年
1
月
2
6
日

　
泉

屋
　

自
由

討
論

　
2
月
1
9
日

　
敷

島
商

会
工

場
見

学
3
月
1
6
日

　
例

会
の

定
例

日
と

長
期

欠
席

者
の

扱
い

に
つ

い
て

4
月
2
7
日

	
泉

屋
　

第
１

期
総

会
5
月
1
6
日

　
会

報
発

行
に

つ
い

て
6
月
1
5
日

　
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ット
の

現
況

　
三

原
専

務
7
月
1
5
日

　
消

費
基

地
とし

て
中

央
市

場
の

開
設

に
あ

た
り

8
月
1
5
日

　
①

貨
幣

と
貴

金
属

の
相

場
に

つ
い

て
　

②
社

員
教

育
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
8
月
1
7
～
1
8
日

　
自

衛
隊

１日
体

験
入

隊
8
月
2
4
日

	
定

光
寺

　
精

神
修

養
座

禅
会

9
月
1
6
日

　
三

流
の

信
条

と
自

衛
隊

の
任

務
に

つ
い

て
1
0
月
1
6
日

　
香

港
、台

湾
を

視
察

し
て

　
横

地
会

員
1
1
月
1
6
日

	
道

銀
　

一
般

経
済

と
釧

路
経

済
事

情
1
2
月
1
8
日

	
労

働
会

館
　

家
族

同
伴

懇
談

会
兼

忘
年

会
S
3
8
年
1
月
3
0
日

　
泉

屋
　

自
由

討
議

2
月
2
7
日

	
最

上
会

員
　

学
校

機
材

費
の

実
態

に
つ

い
て

3
月
1
6
日

	
佐

川
会

員
　

電
器

製
品

の
流

通
機

構
に

つ
い

て

4
月
1
6
日

	
ト

キ
ワ

グ
リ

ル
　

第
２

期
総

会
5
月
1
8
日

　
部

会
編

成
会

員
所

属
原

案
を

討
議

6
月
1
4
日

　
野

遊
会

　
北

斗
牧

場
7
月
1
6
日

　
釧

路
モト

ク
ロ

ス
大

会
に

つ
い

て
8
月
2
9
日

　
最

近
の

釧
路

の
経

済
情

勢
に

つ
い

て
9
月
1
9
日

　
各

部
提

案
審

議（
賃

金
体

系
研

修
）

9
月
2
8
日

	
労

働
会

館
　

交
通

法
令

講
習

会
1
0
月
4
日

	
大

楽
毛

河
畔

　
家

族
慰

安
野

遊
会

1
1
月
1
6
日

　
最

近
の

不
渡

手
形

激
増

に
よ

る
中

小
企

業
経

理
の

分
析

1
2
月
1
9
日

	
労

働
会

館
　

第
２

回
Ｘ

ｍ
ａｓ

会
S
4
0
年
1
月
1
6
日

　
現

代
の

生
活

　
市

助
役

　
渡

部
五

郎
氏

2
月
1
5
日

　
東

南
ア

ジ
ア

を
巡

っ
て

　
片

山
社

長
3
月
1
6
日

　
健

全
経

営
に

つ
い

て
　

小
杉

専
務

4
月
1
7
日

	
泉

屋
　

第
３

期
総

会
5
月
１
７
日

　
①

役
員

の
分

担
と

部
会

編
成

　
②

事
業

計
画

、予
算

審
議

③
感

謝
状

5
月
2
4
日

	
支

庁
労

政
　

労
基

法
の

勉
強

会
6
月
6
日

	
北

斗
牧

場
　

第
２

回
畜

産
振

興
見

学
7
月
1
9
日

　
会

員
基

本
調

査
票

に
つ

い
て

8
月
1
6
日

　
釧

路
市

の
将

来
性

と
道

東
開

発
に

つ
い

て
　

山
本

議
長

9
月
1
9
日

	
塘

路
湖

畔
　

家
族

レ
ク

1
0
月
2
3
日

　
賃

金
の

動
態

と
中

小
企

業
の

立
場

に
つ

い
て

1
1
月
1
8
日

　
人

事
管

理
問

題
を

テ
ー

マ
に

意
見

交
換

1
2
月
1
8
日

	
労

働
会

館
　

第
３

回
Ｘ

’ｍ
ａｓ

S
4
1
年
1
月
1
7
日

　
新

春
放

談（
本

年
の

抱
負

と
将

来
の

展
望

に
つ

い
て

）
　

革
新

市
政

と
工

場
誘

致
条

例
廃

止
に

つ
い

て
2
月
1
3
日

　
市

政
回

顧
と

市
民

生
活

　
元

市
長

　
山

本
武

雄
氏

3
月
1
4
日

　
大

松
根

性
と

社
員

教
育

　
大

宮
理

事

4
月
1
1
日

	
旅

テ
ル

市
川

　
第

４
期

総
会

5
月
1
2
日

　
北

斗
種

畜
牧

場
研

修
6
月
1
6
日

　
我

に々
身

近
な

経
営

上
の

諸
問

題
7
月
1
4
日

　
釧

路
市

政
を

顧
み

る（
革

新
市

政
と

当
面

の
諸

問
題

）
8
月
2
1
日

	
東

釧
路

飛
行

場
　

家
族

野
遊

会
9
月
1
6
日

	
富

士
銀

行
　

上
手

な
お

金
の

借
り

方
に

つ
い

て
1
0
月
1
0
日

　
明

年
度

新
卒

者
採

用
問

題
に

つ
い

て
1
1
月
1
6
日

　
トッ

プ
マ

ネ
ー

ジ
メン

ト
に

必
要

な
法

律
知

識
1
2
月
1
7
日

	
道

銀
ビ

ル
　

家
族

Ｘ
’ｍ

ａｓ
S
4
2
年
1
月
1
6
日

　
新

春
放

談「
５

年
間

を
顧

み
る

」
2
月
1
8
日

	
産

業
会

館
　

５
周

年
記

念
式

典
2
月
2
0
日

　
無

くて
は

な
ら

な
い

人
に

な
る

た
め

に

第
5期

事
業

報
告（

昭
和

42
年

3月
〜

昭
和

43
年

2月
）

第
6期

事
業

報
告（

昭
和

43
年

3月
〜

昭
和

43
年

12
月

）
第

7期
事

業
報

告（
昭

和
44

年
1月

〜
昭

和
44

年
12

月
）

第
8期

事
業

報
告（

昭
和

45
年

1月
〜

昭
和

45
年

12
月

）
第

9期
事

業
報

告（
昭

和
46

年
1月

〜
昭

和
46

年
12

月
）

3
月
2
6
日

	
六

園
荘

　
第

５
期

総
会

4
月
2
0
日

　
各

部
委

員
会

提
案

、予
算

案
、事

務
局

２
人

制
承

認
5
月
7
日

　
北

斗
牧

場
研

修
6
月
2
0
日

　
持

家
制

度
に

つ
い

て
研

究
発

表
7
月
2
4
日

	
定

光
寺

　
座

禅
会

8
月
2
0
日

	
達

古
武

湖
　

家
族

レ
ク

9
月
2
3
日

　
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

　
ク

ラ
ブ

の
今

後
の

在
り

方
1
0
月
2
1
日

　
賃

金
問

題
研

修
会

1
1
月
2
1
日

　
賃

金
問

題
研

修
会

1
2
月
1
6
日

	
ロ

ー
ヤ

ル
会

館
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ
S
4
3
年
1
月
5
日

	東
映

ホ
テ

ル
　

新
春

ボ
ー

リン
グ

大
会

2
月
2
3
日

　
年

間
事

業
の

反
省

と
総

会
に

つ
い

て

3
月
1
7
日

	
敷

島
商

会
本

店
　

第
６

期
総

会
4
月
1
8
日

　
総

会
継

続
案

件
審

議
5
月
2
0
日

　
①

小
売

店
対

ス
ー

パ
ー

対
策

に
つ

い
て

　
清

水
会

員
　

②
職

業
別

事
業

内
訓

練
に

つ
い

て
　

米
田

会
員

6
月

	
野

村
証

券
　

日
本

金
融

政
策

の
現

況
に

つ
い

て
7
月 　
ス

ー
パ

ー
の

現
況

と
対

策
　

小
杉

専
務

8
月

	
大

楽
毛

村
山

　
家

族
レ

ク
9
月

	
支

庁
　

職
業

訓
練

法
と

そ
の

現
状

1
0
月

	
北

陽
高

校
　

就
職

門
デ

イ
に

つ
い

て
1
1
月

　
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

あ
す

な
ろ

批
判

　
司

会
最

上
、清

水
1
2
月
1
4
日

	
産

業
会

館
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ

1
月
2
5
日

	
泉

屋
　

第
７

期
総

会
2
月
2
1
日

　
欧

州
お

よ
び

韓
国

を
旅

行
し

て
　

渡
部

五
郎

氏
3
月
7
日

	
ニ

ュ
ー

八
浪

　
５

分
間

ス
ピ

ー
チ

4
月
7
日

　
①

新
入

社
員

教
育

に
つ

い
て

　
藪

会
員

　
②

手
形

に
つ

い
て

　
磯

部
会

員
5
月
7
日

　
�①

物
品

税
に

つ
い

て
　

小
林

会
員

　
②

健
康

に
つ

い
て

松
下

会
員

③
自

動
車

事
故

の
際

如
何

に
処

理
す

べ
き

か
6
月
7
日

	
産

業
会

館
　

日
本

酒
の

きき
酒

会
7
月
7
日

	
市

警
　

交
通

法
規

講
習

会
8
月
7
日

	
本

行
寺

　
現

代
の

仏
教

9
月
7
日

	
帝

国
興

信
所

　
釧

路
の

経
済

界
に

つ
い

て
1
0
月
7
日

　
５

分
間

ス
ピ

ー
チ

1
1
月
1
〜
2
日

	
　

管
外

研
修

(第
１

回
北

見
市

）
1
2
月
1
3
日

　
Ｘ

’ｍ
ａｓ

　
産

業
会

館

1
月

	
パ

ー
ク

ホ
テ

ル
　

第
８

期
総

会
2
月
1
7
日

　
新

会
長

挨
拶

と５
公

約
発

表
3
月
7
日

　
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ス
ラ

イド
上

映
　

各
部

会
活

動
の

報
告

。血
圧

測
定

4
月
7
日

　
給

与
体

系
に

つ
い

て
　

今
田

会
長

5
月
7
日

	
商

工
信

組
　

最
近

の
金

融
機

関
か

ら
見

た
中

小
企

業
の

欠
点

6
月
2
0
日

　
神

社
の

歴
史

と
祭

典
に

つ
い

て
　

菊
池

宮
司

7
月
7
日

　
釧

路
開

発
の

夢
を

聞
く

　
布

施
正

氏
8
月
7
日

　
�フ

ジ
カ

ラ
ー

現
像

所
の

今
後

の
経

営
と

将
来

性
に

つ
い

て
、我

が
社

の
創

立
と

所
将

来
に

つ
い

て
　

南
沢

会
員
9
月

	
富

士
フ

ィル
ム

　
日

本
に

於
け

る
フ

ィル
ム

の
消

費
量

1
0
月
3
日

	
根

室
市

　
管

外
研

修（
第

２
回

）
1
1
月

　
ア

ラ
ス

カ
より

帰
国

報
告

　
藪

会
員

1
2
月

	
宮

地
会

館
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ

1
月
2
3
日

	
宮

地
会

館
　

第
９

期
総

会
2
月 　
５

分
間

ス
ピ

ー
チ

3
月 　
�釧

路
経

済
の

動
向

お
よ

び
、国

際
国

内
の

経
済

の
情

勢
に

つ
い

て
　

十
石

支
店

長（
日

銀
）

4
月 　
二

重
価

格
制

に
つ

い
て

5
月

	
郵

船
釧

路
　

大
型

フ
ェ

リ
ー

就
航

と
釧

路
経

済
6
月 　
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

　
あ

す
な

ろ
再

確
認

の
た

め
の

　
歴

代
会

長
7
月 　
北

欧
を

視
察

し
て

　
横

地
会

員（
神

社
協

力
第

１
回

）
8
月 　
�我

が
国

が
共

産
化

す
る

に
は

ど
の

よう
な

段
階

を
へ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

か
　

赤
松

公
証

人
9
月 　
会

員
相

互
の

情
報

交
換

1
0
月

	
帯

広
市

　
管

外
研

修（
第

３
回

）
1
2
月

	
宮

地
会

館
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ



－　　－93

活
　
動
　
報
　
告

第
10

期
事

業
報

告（
昭

和
47

年
1月

〜
昭

和
47

年
12

月
）

第
11

期
事

業
報

告（
昭

和
48

年
1月

〜
昭

和
48

年
12

月
）

第
12

期
事

業
報

告（
昭

和
49

年
1月

〜
昭

和
49

年
12

月
）

第
13

期
事

業
報

告（
昭

和
50

年
1月

〜
昭

和
50

年
12

月
）

第
14

期
事

業
報

告（
昭

和
51

年
1月

〜
昭

和
51

年
12

月
）

1
月
1
6
日

	
宮

地
会

館
　

第
１０

期
総

会
2
月
2
0
日

	
宮

地
会

館
　

１０
周

年
記

記
念

式
典

、会
旗

入
魂

式
3
月
7
日

　
式

典
反

省
会

と
自

由
討

論
4
月
7
日

　
例

会
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
発

表
、中

央
市

場
の

問
題

5
月
6
日

　
交

通
安

全
知

識
の

向
上

、釧
警

　
和

田
係

長
6
月
4
日

　
消

防
本

部
見

学
と

消
防

訓
練

　
上

田
予

防
係

長
6
月
9
日

　
雌

阿
寒

登
山

を
行

う
　

リ
ー

ダ
ー

安
藤

会
員

7
月
1
日

　
本

州
製

紙
見

学
8
月
2
0
日

	
北

斗
園

　
家

族
レ

ク
9
月
7
日

　
国

際
社

会
の

動
向

に
つ

い
て

釧
新

1
0
月
7
日

	
中

標
津

町
　

管
外

研
修（

第
４

回
）

1
1
月
7
日

　
職

場
に

お
け

る
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

ショ
ン

に
つ

い
て

　
サ

ッ
ポ

ロ
ビ

ー
ル

大
畑

所
長

1
2
月
9
日

	
宮

地
会

館
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ（
工

業
部

会
）

1
月
2
1
日

	
宮

地
会

館
　

第
１１

期
総

会
2
月
7
日

　
事

業
計

画
と

予
算

審
議

。初
任

給
に

つ
い

て
3
月
7
日

　
登

記
の

は
な

し
　

工
業

部
会

報
告

4
月
7
日

　
最

近
の

石
油

事
情

。海
外

視
察

報
告

　
川

田
会

員
5
月
7
日

　
釧

路
の

道
路

開
発

に
つ

い
て

　
藪

会
員

6
月
7
日

　
商

工
会

議
所

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
7
月
7
日

　
自

由
討

論
8
月
７
日

　
人

の
動

か
し

方
に

つ
い

て
8
月
1
9
日

	
北

斗
園

　
家

族
レ

ク
9
月
6
日

　
各

業
界

の
最

近
の

商
品

動
向

1
0
月
6
日

	
旭

川
市

　
管

外
研

修（
第

５
回

）
1
1
月
7
日

　
釧

路
市

長
、市

議
選

を
顧

み
て

1
2
月
3
日

　
証

券
業

会
か

ら
み

た
日

本
経

済
の

動
向

1
2
月
7
日

	
東

映
ホ

テ
ル

　
Ｘ

’ｍ
ａｓ（

卸
部

会
）

1
月
2
0
日

	
十

条
会

館
　

第
１２

期
総

会
2
月
1
4
日

　
事

業
計

画
と

予
算

審
議

3
月
1
4
日

　
部

会
活

動
報

告
3
月
1
7
日

　
第

１
回

あ
す

な
ろ

健
康

教
室

4
月
6
日

　
モ

デ
ル

賃
金

に
つ

い
て

討
論

4
月
2
2
日

　
中

央
卸

売
市

場
見

学
　

早
朝

実
施

5
月
7
日

　
中

小
企

業
資

金
制

度
の

在
り

方
に

つ
い

て
6
月 　
北

方
動

物
園

。南
大

通
り

再
開

発
に

つ
い

て
7
月
7
日

　
チ

ュ
ー

リッ
プ

委
員

会
報

告
8
月
7
日

	
水

産
ホ

テ
ル

　
商

工
会

議
所

議
員

選
出

に
つ

い
て

8
月
1
8
日

	
北

斗
園

　
家

族
レ

ク
9
月
7
日

　
選

挙
に

つ
い

て
9
月
2
9
日

　
第

２
回

あ
す

な
ろ

健
康

教
室

1
0
月
1
9
日

	
池

田
町

　
管

外
研

修（
第

６
回

）
1
1
月
7
日

　
池

田
町

研
修

報
告

1
2
月
6
日

	
東

映
ホ

テ
ル

　
Ｘ

’ｍ
ａｓ（

小
売

部
会

）

1
月
2
6
日

	
栄

町
会

館
　

第
１３

期
総

会
2
月
1
4
日

　
事

業
計

画
と

予
算

審
議

3
月
7
日

　
経

済
海

域
20

0カ
イリ

規
制

と
釧

路
経

済
へ

の
影

響
4
月
7
日

　
釧

路
市

民
の

生
活

を
守

る
条

例
に

つ
い

て
5
月
7
日

　
春

斗
と

賃
金

問
題

に
つ

い
て

討
論

6
月 　
最

近
の

石
油

の
現

状
と

見
通

し
7
月 　
自

由
討

論
8
月
7
日

　
釧

路
経

済
の

近
況

と
下

期
の

見
通

し
8
月
1
7
日

	
北

斗
園

　
家

族
レ

ク
9
月
9
日

　
自

由
課

題
1
0
月
1
8
〜
1
9
日

　
網

走
市

　
管

外
研

修（
第

７
回

）
1
1
月
7
日

　
自

由
課

題
1
2
月
6
日

	
商

工
会

館
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ（
工

業
部

会
）

1
月
2
5
日

	
旅

テ
ル

市
川

　
第

１４
期

総
会

2
月
1
3
日

	
水

産
ホ

テ
ル

　
臨

時
総

会
3
月

	
敷

島
商

会
　

酒
に

つ
い

て
4
月 　
豪

雪
に

より
流

会
5
月
7
日

　
市

の
福

祉
行

政
に

つ
い

て
6
月
7
日

　
不

動
産

問
題

に
つ

い
て

7
月 　
登

記
に

つ
い

て
8
月
１
日

	
北

斗
園

　
家

族
レ

ク
8
月
４
日

　
大

型
店

新
規

改
装

オ
ー

プ
ン

後
の

商
業

界
の

現
況

9
月
2
5
〜
2
6
日

　
浜

中
町

　
管

外
研

修（
第

８
回

）
1
0
月
7
日

　
釧

路
市

の
現

況
に

つ
い

て
1
1
月

　
労

働
、賃

金
問

題
に

つ
い

て
1
2
月
4
日

	
東

映
ホ

テ
ル

　
Ｘ

’ｍ
ａｓ（

卸
部

会
）

第
15

期
事

業
報

告（
昭

和
52

年
1月

〜
昭

和
52

年
12

月
）

第
16

期
事

業
報

告（
昭

和
53

年
1月

〜
昭

和
53

年
12

月
）

第
17

期
事

業
報

告（
昭

和
54

年
1月

〜
昭

和
54

年
12

月
）

第
18

期
事

業
報

告（
昭

和
55

年
1月

〜
昭

和
55

年
12

月
）

第
19

期
事

業
報

告（
昭

和
56

年
1月

〜
昭

和
56

年
12

月
）

1
月
2
6
日

	
栄

町
会

館
　

第
１５

期
総

会
2
月
2
0
日

	
東

映
ホ

テ
ル

　
１５

周
年

記
念

式
典

3
月
1
4
日

　
20

0カ
イリ

問
題

に
つ

い
て

　
釧

路
機

船
　

中
井

照
夫

氏
4
月
7
日

　
経

済
の

展
望

に
つ

い
て

　
日

銀
次

長
5
月
7
日

　
賃

金
問

題
に

つ
い

て
6
月
7
日

　
各

企
業

の
現

況
報

告
7
月
7
日

　
自

由
課

題
7
月
2
4
日

	
北

斗
園

　
家

族
レ

ク
9
月
7
日

　
電

力
事

情
に

つ
い

て
　

北
電

支
店

長
1
0
月
1
5
〜
1
6
日

　
川

湯
　

管
外

研
修（

第
９

回
）

1
1
月
7
日

　
経

済
情

勢
　

道
新

　
谷

口
1
2
月
3
日

	
東

映
ホ

テ
ル

　
Ｘ

’ｎａ
ｓ（

小
売

部
会

）

1
月
2
8
日

	
栄

町
会

館
　

第
１６

期
総

会
2
月
1
4
日

　
自

由
課

題
3
月
7
日

	
水

産
ホ

テ
ル

　
臨

時
総

会
会

則
改

正
審

議
4
月
7
日

　
部

会
報

告
と

創
立

時
の

あ
す

な
ろ

に
つ

い
て

5
月
8
日

　
釧

路
市

内
経

済
情

勢
に

つ
い

て
6
月
7
日

　
楽

し
い

外
国

旅
行

に
つ

い
て

　
ツ

ー
リ

スト
所

長
7
月
7
日

　
太

平
洋

炭
礦

坑
内

見
学

8
月
2
0
日

	
北

斗
園

	
76

名
　

家
族

レ
ク

	
9
月
7
日

　
現

代
の

性
の

動
向

と
対

策
　

平
元

医
師

1
0
月
1
4
日

	
弟

子
屈

町
	

20
名

　
管

外
研

修（
第

１０
回

）
1
1
月
7
日

　
水

増
し

船
問

題
に

つ
い

て
1
2
月
2
日

	
商

工
会

館
	

12
6名

　
Ｘ

’ｍ
ａｓ（

工
業

）

1
月
2
1
日

	
十

条
会

館
	

31
名

　
第

17
期

総
会

	
2
月
1
4
日

　
最

近
の

青
少

年
の

非
行

問
題

　
三

国
会

員
3
月
7
日

　
お

酒
の

出
来

る
ま

で
　

敷
島

商
会

4
月
9
日

　
最

近
の

金
融

経
済

情
勢

。道
東

の
景

気
　

日
銀

　
島

村
支

店
長

5
月
7
日

　
石

油
問

題
に

つ
い

て
　

丸
善

石
油

北
海

道
　

支
店

次
長

　
萬

木
氏

6
月
7
日

　
建

築
設

備
に

つ
い

て
の

予
備

知
識

　
田

中
会

員
　

高
谷

会
員

7
月
6
日

	
水

産
ホ

テ
ル

　
新

入
会

員
の

歓
迎

の
夕

べ
8
月
1
2
日

	
北

斗
園

	
63

名
　

家
族

レ
ク

	
9
月
8
〜
9
日

	
羅

臼
町

　
管

外
研

修（
第

１１
回

）
1
0
月
5
日

　
こ

れ
か

ら
の

教
育

に
つ

い
て

　
教

育
研

究
所

　
名

倉
所

長
1
1
月
7
日

　
新

入
会

員
に

よ
る

ス
ピ

ー
チ

1
2
月
8
日

	
東

映
ホ

テ
ル

	
13

0名
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ（
卸

部
会

）

1
月
2
0
日

	
旅

テ
ル

市
川

	
40

名
　

第
１８

期
総

会
	

2
月
1
0
日

	
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ホ

テ
ル

　
婦

人
の

集
い

2
月
1
2
日

　
私

の
見

た
釧

路
の

概
況

　
大

久
保

支
庁

長
3
月
7
日

　
敷

島
商

会
工

場
見

学
4
月
7
日

　
最

近
の

金
融

情
勢

に
つ

い
て

　
釧

路
商

工
会

議
所

　
田

村
常

務
5
月
2
0
日

　
釧

路
市

の
１０

大
事

業
と５

大
構

想
　

鰐
淵

市
長

6
月
6
日

　
運

転
の

マ
ナ

ー
安

全
運

転
　

釧
路

警
察

署
　

宮
下

交
通

課
課

長
7
月
7
日

　
日

本
の

国
防

。ソ
連

と
北

方
領

土
に

つ
い

て
　

自
衛

隊
１

等
陸

佐
　

清
水

氏
8
月
1
0
日

	
北

斗
園

	
85

名
　

家
族

レ
ク

	
8
月
2
0
日

	
磯

舟
　

合
同

部
会

9
月
6
〜
7
日

	
富

良
野

市
　

管
外

研
修（

第
１２

回
）

1
0
月
7
日

　
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

　
管

外
研

修
と

部
会

編
成

に
つ

い
て

1
1
月
7
日

　
２０

周
年

記
念

事
業

計
画

案
に

つ
い

て
1
2
月
6
日

	
十

条
会

館
	

14
4名

　
Ｘ

’ｍ
ａｓ（

小
売

部
会

）

1
月
2
5
日

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
第

１９
期

総
会

	
2
月
1
0
日

　
気

象
に

つ
い

て
　

菅
原

予
報

官
3
月
6
日

　
釧

路
経

済
の

現
況

と
3風

運
動

に
つ

い
て

　
小

笠
原

敷
島

商
会

社
長

4
月
7
日

　
釧

路
の

未
来

像
に

つ
い

て
　

経
済

部
長

　
坂

本
茂

氏
5
月
7
日

　
柔

か
い

頭
、確

か
な

眼
　

本
行

寺
菅

原
住

職
6
月
8
日

　
道

東
経

済
の

現
状

と
見

通
し

に
つ

い
て

　
日

銀
　

新
谷

支
店

長
7
月 　
後

継
者

問
題

に
つ

い
て

　
高

谷
工

業
部

会
長

　
大

型
店

対
策

に
つ

い
て

　
推

井
卸

部
会

長
　

商
店

問
題

に
つ

い
て

　
　

清
水

会
員

7
月

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

夫
人

の
集

い「
野

菜
の

見
方

、選
び

方
」寺

前
会

員
　「

お
茶

の
飲

み
方

、保
存

の
仕

方
」三

国
会

員
8
月
9
日

	
美

濃
苑（

Ｏ
Ｋ

牧
場

）	
79

名
　

家
族

レ
ク

	
9
月
5
日

	
中

標
津

町
　

管
外

研
修（

第
１３

回
）

1
0
月

　
釧

路
経

済
の

現
状

に
つ

い
て

　
会

議
所

　
木

村
常

務
1
1
月

　
２０

周
年

記
念

事
業

に
つ

い
て

1
2
月
5
日

	
東

映
ホ

テ
ル

	
12

2名
　

Ｘ
’ｍ

ａｓ（
工

業
部

会
）



－　　－94

活
　
動
　
報
　
告

第
20

期
事

業
報

告（
昭

和
57

年
1月

〜
昭

和
57

年
12

月
）

第
21

期
事

業
報

告（
昭

和
58

年
1月

〜
昭

和
58

年
12

月
）

第
22

期
事

業
報

告（
昭

和
59

年
1月

〜
昭

和
59

年
12

月
）

第
23

期
事

業
報

告（
昭

和
60

年
1月

〜
昭

和
60

年
12

月
）

第
24

期
事

業
報

告（
昭

和
61

年
1月

〜
昭

和
61

年
12

月
）

1
月
1
9
日

	
於

　
釧

路
水

産
ホ

テ
ル

	
51

名
　

第
２０

期
総

会
　

会
長

　
武

藤
周

治
郎

氏
選

出
2
月
2
1
日

	
於

　
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	9

0名
　

２０
周

年
記

念
式

典
3
月
8
日

		


29
名

　
福

司
本

舗
見

学
　

ゲ
スト

日
銀

支
店

長
4
月
7
日

		


31
名

　
西

欧
４ヶ

国
を

視
察

し
て

　
横

地
重

幸
顧

問
5
月
7
日

		


30
名

　
ソ

フト
な

税
金

、よ
も

や
ま

話
し

　
税

務
署

長
　

坂
上

　
彰

氏
6
月
9
日

		


29
名

　
親

とし
て

　
北

高
校

　
町

田
康

雄
校

長
7
月
7
日

		


32
名

　
20

周
年

記
念

誌
に

つ
い

て
　

　
伊

藤
会

員
　

厳
島

神
社

例
大

祭
に

つ
い

て
　

最
上

会
員

8
月
2
2
日

	
美

濃
苑

	
11

6名
　

家
族

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
7
日

		


28
名

　
最

近
の

我
が

社
の

状
況

と
将

来
展

望
　

各
部

会
発

表
1
0
月
7
日

		


27
名

　
救

急
法

に
つ

い
て

　
消

防
署

　
吉

田
　

勉
氏

1
1
月
1
3
〜
1
4
日

	
32

名
　

管
外

研
修

　
阿

寒
湖

　
ゲ

スト
　

角
田

経
済

部
長

1
2
月
4
日

	
於

　
東

映
ホ

テ
ル

	
16

1名
　

家
族

クリ
ス

マ
ス

会
　

卸
部

会

1
月
2
3
日

	
於

　
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

51
名

　
第

２１
期

総
会

　
会

長
　

森
下

　
勇

氏
選

出
2
月
7
日

		


27
名

　
最

近
の

我
が

社
の

状
況

と
将

来
展

望
　

各
部

会
発

表
3
月
7
日

		


30
名

　
敷

島
商

会
に

て
　

講
師

　
花

邑
流

家
元

　
花

邑
徳

伸
先

生
4
月
7
日

		


30
名

　
日

本
経

済
の

動
向

　
野

村
総

合
研

究
所

　
佐

野
睦

典
氏

5
月
9
日

		


30
名

　
道

東
経

済
の

動
き

　
日

銀
支

店
長

　
棚

橋
康

夫
氏

6
月
7
日

		


27
名

　
会

員
に

よ
る

フ
リ

ート
ー

キ
ン

グ
　

各
部

会
発

表
7
月
7
日

		


33
名

　
厳

島
神

社
の

ル
ー

ツ
　

厳
島

神
社

宮
司

　
菊

池
貞

男
氏

8
月
2
1
日

	
於

　
美

濃
苑

	
11

0名
　

家
族

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
7
日

		


31
名

　
交

通
問

題
に

つ
い

て
　

釧
路

警
察

署
長

　
向

井
　

博
氏

1
0
月
7
日

		


24
名

　
道

東
経

済
に

つ
い

て
　

帝
国

デ
ー

タ
バ

ン
ク

支
店

長
　

金
沢

亮
三

氏
1
1
月
5
日

	
於

　
川

湯
湖

山
荘

	
35

名
　

管
外

研
修

　
角

田
経

済
部

長
1
2
月
3
日

	
十

条
会

館
	

15
0名

　
家

族
クリ

ス
マ

ス
パ

ー
テ

ィ
ー

　
小

売
部

会

1
月
2
2
日

	
於

　
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

53
名

　
第

２２
期

総
会

　
会

長
　

森
下

　
勇

氏
選

出
2
月
7
日

		


30
名

　
５９

年
度

入
会

会
員

ス
ピ

ー
チ

　
各

会
員

3
月
7
日

		


31
名

　
敷

島
商

会
に

て
　

釧
路

の
酒

の
歴

史
　

梁
瀬

誠
也

氏
4
月
9
日

		


32
名

　
北

海
道

分
県

論
に

つ
い

て
　

釧
路

新
聞

社
　

片
山

睦
三

社
長

5
月
7
日

		


30
名

　
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

を
考

え
る

　
横

地
重

幸
顧

問
6
月
7
日

		


27
名

　
釧

路
経

済
と

銀
行

マ
ン

　
北

陸
銀

行
　

今
守

支
店

長
7
月
9
日

	
於

　
厳

島
神

社
社

務
所

	
39

名
　

祭
典

に
つ

い
て

　
新

入
会

員
ス

ピ
ー

チ
8
月
2
6
日

	
於

　
美

濃
苑

	
86

名
　

家
族

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
7
日

		


28
名

　
交

通
問

題
に

つ
い

て
及

び
監

視
セ

ン
タ

ー
見

学
　

風
間

交
通

係
長

1
0
月
9
日

		


31
名

　
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
クト

チ
ー

ム
　

中
間

報
告

1
1
月
1
0
日
〜
1
1
日

	
於

　
弟

子
屈

　
ホ

テ
ル

摩
周

	
36

名
　

管
外

研
修

　
角

田
経

済
部

長
1
2
月
1
日

	
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ホ

テ
ル

	
19

9名
　

家
族

クリ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー
　

工
業

部
会

1
月
2
0
日

	
於

　
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

42
名

　
第

２３
期

総
会

　
会

長
　

綿
貫

利
次

氏
選

出
2
月
7
日

		


37
名

　
会

員
に

よ
る

ス
ピ

ー
チ

3
月
7
日

		


31
名

　
こ

れ
か

ら
の

シ
ス

テ
ム

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
　

商
工

信
組

　
田

村
雅

典
氏

4
月
9
日

		


34
名

　
道

政
と

釧
路

に
つ

い
て

　
道

議
会

議
員

　
綿

貫
健

輔
氏

5
月
8
日

		


36
名

　
心

臓
疾

患
の

話
　

私
立

病
院

　
近

藤
明

氏
6
月
8
日

		


37
名

　
釧

路
の

経
済

　
市

長
　

鰐
淵

俊
之

氏
7
月
9
日

　
海

上
自

衛
隊

の
ビ

デ
オ

鑑
賞

　
厳

島
神

社
大

祭
の

打
合

せ
8
月
2
5
日

	
美

濃
苑

	
10

7名
　

家
族

野
外

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
6
日

		


30
名

　
国

を
守

る
自

衛
隊

　
自

衛
隊

釧
路

出
張

所
所

長
　

池
上

　
均

氏
1
0
月
8
日

		


34
名

　
火

災
予

防
に

つ
い

て
　

中
央

消
防

署
　

山
口

義
平

氏
1
1
月
1
6
〜
1
7
日
　

阿
寒

	
32

名
　

管
外

研
修

　
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

の
見

直
し

に
つ

い
て

　
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

1
2
月
8
日

	
東

映
ホ

テ
ル

	
16

7名
　

家
族

クリ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー
　

卸
部

会

1
月
1
9
日

	
於

　
ぬ

さ
ま

い
荘

	
42

名
　

第
２４

期
総

会
　

会
長

　
綿

貫
利

次
氏

再
選

2
月
6
日

		


29
名

　
会

員
ア

ピ
ー

ル
ス

ピ
ー

チ
　

全
員

3
月
7
日

		


35
名

　
円

高
に

つ
い

て
　

日
本

銀
行

釧
路

支
店

長
　

鴨
志

田
孝

之
氏

4
月
8
日

		


33
名

　
報

道
関

係
か

ら
見

た
市

政
　

道
新

釧
路

支
社

　
金

田
富

男
氏

5
月
8
日

		


31
名

　
年

金
法

に
つ

い
て

　
市

年
金

課
　

水
口

氏
　

細
口

氏
6
月
6
日

		


31
名

　
路

地
裏

の
経

済
学

　
市

役
所

　
寺

島
敏

治
氏

7
月
7
日

		


31
名

　
水

産
問

題
に

つ
い

て
　

市
役

所
　

志
水

富
士

雄
氏

8
月
2
4
日

	
於

　
美

濃
苑

	
77

名
　

家
族

野
外

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
5
日

		


33
名

　
相

続
と

登
記

に
つ

い
て

　
司

法
書

士
　

沢
野

浩
氏

1
0
月
8
日

		


28
名

　
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
株

式
に

つ
い

て
　

大
和

証
券

　
渡

辺
　

翼
氏

1
1
月
8
〜
9
日

	
於

　
川

湯
ホ

テ
ル

和
光

	
26

名
　

管
外

研
修

　
綿

貫
健

輔
氏

1
2
月
6
日

	
ニ

ュ
ー

十
条

会
館

	
14

7名
　

家
族

クリ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー
　

小
売

部
会

第
25

期
事

業
報

告（
昭

和
62

年
1月

〜
昭

和
62

年
12

月
）

第
26

期
事

業
報

告（
昭

和
63

年
1月

〜
昭

和
63

年
12

月
）

第
27

期
事

業
報

告（
平

成
元

年
1月

〜
平

成
元

年
12

月
）

第
28

期
事

業
報

告（
平

成
2年

1月
〜

平
成

2年
12

月
）

第
29

期
事

業
報

告（
平

成
3年

1月
〜

平
成

3年
12

月
）

1
月
1
8
日

	
於

　
ぬ

さ
ま

い
荘

	
47

名
　

第
２５

期
総

会
　

会
長

　
寺

前
利

彦
氏

選
出

2
月
6
日

		


39
名

　
部

会
発

表
　

工
業

部
会

　
２５

周
年

記
念

式
典

3
月
6
日

		


35
名

　
円

高
が

経
済

に
ど

う
影

響
し

て
い

る
か

　
拓

銀
支

店
長

　
重

本
忠

氏
4
月
8
日

		


30
名

　
釧

路
湿

原
国

立
公

園
化

に
向

け
て

　
市

役
所

西
脇

祥
哲

氏
5
月
8
日

		


31
名

　
湿

原
を

ス
ラ

イド
で

見
る

　
釧

路
博

物
館

　
新

庄
久

司
氏

6
月
2
2
日

		


59
名

　
輸

入
果

実
試

食
会

　
婦

人
同

伴
　

キ
ャッ

ス
ル

ア
ンド

クッ
ク

提
供

7
月
8
日

		


31
名

　
こ

れ
か

ら
の

地
元

紙
の

在
り

方
　

釧
路

新
聞

社
　

高
橋

一
美

氏
8
月
2
3
日

	
於

　
鶴

居
グ

リ
ー

ン
パ

ー
ク

	
97

名
　

家
族

野
外

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
8
日

		


34
名

　
釧

路
青

年
会

議
所

の
提

言
　

中
村

理
事

長（
他

４
名

）
1
0
月
7
日

		


25
名

　
現

代
の

高
校

生
の

考
え

方
　

釧
路

工
業

高
校

　
米

内
顕

一
氏

1
1
月
8
日

		


26
名

　
バ

ス
に

よ
る

釧
路

市
施

設
巡

り
　

市
役

所
議

会
場

　
他

1
2
月
5
日

	
於

　
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ホ

テ
ル

	
15

6名
　

家
族

クリ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー
　

工
業

部
会

1
月
1
7
日

	
於

　
ぬ

さ
ま

い
荘

	
55

名
　

第
２６

期
総

会
　

会
長

　
寺

前
利

彦
氏

再
選

2
月
8
日

		


29
名

　
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

3
月
8
日

		


37
名

　
釧

路
湿

原
と

丹
頂

鶴
　

高
橋

良
治

氏
4
月
8
日

		


35
名

　
石

油
産

業
の

自
由

化
と

国
際

移
行

　
釧

路
石

油
協

組
　

山
口

　
盛

氏
5
月
9
日

		


72
名

　
第

２
回

輸
入

果
実

試
食

会
　

婦
人

同
伴

6
月
6
日

		


38
名

　
市

政
の

現
状

と
プ

ロ
ジ

ュ
エ

クト
　

助
役

　
古

谷
達

也
氏

7
月
6
日

		


28
名

　
葬

儀
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
　

博
善

社
　

吉
田

憲
正

氏
8
月
2
8
日

	
於

　
太

平
洋

ス
カ

イラ
ンド

	
76

名
　

家
族

野
外

レ
クリ

エ
ー

ショ
ン

9
月
8
日

		


23
名

　
動

物
と

人
間

の
ふ

れ
あ

い
　

釧
路

市
動

物
園

長
　

渡
辺

徳
介

氏
1
0
月
6
日

		


23
名

　
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ット
の

現
状

と
方

向
　

イト
ー

ヨ
ー

カド
ー

釧
路

店
長

　
小

松
達

雄
氏

1
1
月
8
日

		


33
名

　
釧

路
市

の
交

通
体

系
整

備
に

つ
い

て
　

市
計

画
課

長
　

赤
江

利
宗

氏
1
2
月
3
日

	
於

　
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

14
4名

　
家

族
クリ

ス
マ

ス
パ

ー
テ

ィ
ー

　
卸

部
会

1
月
2
2
日

	
於

　
ぬ

さ
ま

い
荘

	
51

名
　

第
２

7期
総

会
　

会
長

　
小

林
善

雄
氏

選
出

2
月
1
6
日

		


41
名

　
消

費
税

に
つ

い
て

　
釧

路
税

務
署

　
佐

藤
　

貢
氏

3
月
6
日

		


29
名

　
部

会
発

表
　

卸
部

会
4
月
6
日

		


31
名

　
フ

ィッ
シ

ャ
ー

マ
ン

ズ
ワ

ー
フ

に
つ

い
て

　
河

畔
公

社
　

坂
本

茂
氏

5
月
1
0
日

		


38
名

　
中

小
企

業
の

融
合

化
と

協
業

化
　

Ｋ
ＥＣ

理
事

長
　

早
川

幸
吉

氏
6
月
6
日

		


33
名

　
部

会
発

表
　

小
売

部
会

7
月
6
日

		


26
名

　
道

東
三

地
区

の
経

済
動

向
と

経
営

者
の

相
違

　
帝

国
デ

ー
タ

バ
ン

ク
　

井
上

七
男

氏
8
月
1
0
日

		


39
名

　
激

突
で

は
判

ら
な

い
！

原
発

論
争

　
科

学
ジ

ャ
ー

ナ
リ

スト
　

岸
上

康
先

生
8
月
2
7
日

	
於

　
河

畔
公

園
	

59
名

　
家

族
レ

クリ
エ

ー
ショ

ン
9
月
6
日

		


35
名

　
部

会
発

表「
明

日
の

釧
路

を
考

え
る

」工
業

部
会

1
0
月
1
9
日

		


35
名

　
部

会
制

度
改

革
　

臨
時

総
会

とし
て

承
認

1
1
月
1
8
〜
1
9
日

　
於

　
十

勝
川

温
泉

	
21

名
　

管
外

研
修

　
講

師
　

小
田

豊
四

郎
　

六
花

亭
社

長
1
2
月
3
日

	
於

　
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

12
7名

　
家

族
クリ

ス
マ

ス
パ

ー
テ

ィ
ー

　
新

部
会

名
簿

発
表

と
部

会
役

員
発

表

1
月
2
1
日

	
於

　
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

52
名

　
第

28
期

総
会

　
会

長
　

泰
地

秀
信

氏
選

出
2
月
2
2
日

		


30
名

　
新

部
会

報
告（

第
1～

4部
会

）
3
月
1
4
日

　
あ

す
な

ろ
サ

ミッ
ト（

第
4部

会
）

4
月
6
日

		


37
名

　
太

平
洋

炭
礦

に
つ

い
て（

第
3部

会
）

5
月
1
0
日

		


30
名

　
熟

考「
就

業
規

則
」（

第
2部

会
）

6
月
6
日

		


33
名

　
メ

デ
ィア

多
様

化
時

代
の

放
送

界
　

Ｈ
ＢＣ

局
長

　
嶋

田
悦

郎
氏（

第
1部

会
）

7
月
4
日

		


26
名

　
ア

ン
ケ

ート
調

査
報

告（
執

行
部

）
8
月
9
日

		


26
名

　
もう

あ
と

一
歩

夢
の

別
荘（

第
4部

会
）

9
月
1
0
日

		


33
名

　
石

炭
と

産
炭

地
域

を
考

え
る

　
太

平
洋

炭
礦

　
近

野
周

悦
氏（

第
3部

会
）

1
0
月
3
日

		


25
名

　
健

康
に

つ
い

て
あ

れ
こ

れ
　

第
2部

会
担

当
　

骨
盤

整
体

　
北

島
裕

一
先

生
他

1
0
月
1
5
〜
1
6
日

	
22

名
　

管
外

研
修

　
泊

原
発

見
学

1
1
月
6
日

	
Ｎ

Ｔ
Ｔ

会
議

室
	

33
名

　
情

報
通

信
メ

デ
ィア

の
動

向（
第

1部
会

）
1
2
月
1
日

	
ニ

ュ
ー

十
條

会
館

	
96

名
家

族
クリ

ス
マ

ス
パ

ー
テ

ィ
ー（

第
4部

会
）

1
月
2
0
日

	
於

　
ホ

テ
ル

レ
イト

ン
	

96
名

　
第

29
期

総
会

　
会

長
　

伊
東

良
孝

氏
選

出
2
月
1
5
日

		


47
名

　
部

会
各

テ
ー

マ
割

当
　

30
周

年
記

念
式

典
実

行
委

員
会

発
足

3
月
6
日

		


46
名

　
心

づ
くり

対
策

に
お

け
る

教
育

　
教

育
長

　
角

田
憲

治
氏（

第
3部

会
）

4
月
5
日

		


35
名

　
人

づ
くり

対
策

に
つ

い
て

　
間

組
　

森
　

　
正

氏（
第

2部
会

）
5
月
9
日

		


37
名

　
釧

路
の

観
光

を
斬

る（
第

1部
会

）
6
月
6
日

		


40
名

　
釧

路
の

街
は

親
切

で
す

か（
第

4部
会

）
7
月
5
日

		


35
名

　
部

会
フ

リ
ート

ー
キ

ン
グ

8
月
6
日

		


32
名

　
�来

た
る

べ
き

高
齢

化
社

会
を

考
え

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム（
第

3部
会

）
9
月
5
日

		


43
名

　
人

づ
くり

対
策（

社
員

教
育

）（
第

2部
会

）
1
0
月
7
日

	
於

　
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

40
名

　「
新

し
い

体
験

観
光

ゾ
ー

ン
の

提
言

」（
第

1部
会

）
1
0
月
1
2
〜
1
3
日

　
於

　
根

室
市

	
19

名
　

管
外

研
修「

北
方

領
土

」
1
1
月
6
日

		


30
名

　
そ

の
後

の
道

路
標

識（
第

4部
会

）
1
2
月
8
日

	
於

　
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	12

8名
　

家
族

クリ
ス

マ
ス

パ
ー

テ
ィ

ー（
第

3部
会

）



－　　－95

活
　
動
　
報
　
告

第
30

期
事

業
報

告（
平

成
４

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
31

期
事

業
報

告（
平

成
５

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
32

期
事

業
報

告（
平

成
６

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
33

期
事

業
報

告（
平

成
７

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
34

期
事

業
報

告（
平

成
８

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

１
月
2
3
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

54
名

　
第

30
期

定
時

総
会

　
会

長
　

伊
東

良
孝

氏
２
月
1
5
日
㈯

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
新

館
	

73
名

　
創

立
30

周
年

記
念

式
典

　
記

念
講

演
　

他
３
月
５
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

44
名

　
第

４
部

会『
我

々
は

本
当

に
働

き
過

ぎ
な

の
か

』
４
月
６
日
㈪

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

47
名

　
第

１
部

会『
こ

の
まま

で
い

い
の

か
旧

釧
路

川
』

５
月
７
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

49
名

　
第

２
部

会『
な

る
ほ

ど
　

T
H

E　
94

6　
裏

話
』

６
月
５
日
㈮

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

37
名

　
第

３
部

会『
企

業
誘

致
の

実
態

と
課

題
　

PA
T

　Ⅰ
』

７
月
７
日
㈫

	
ヒ

ルト
ッ

プ
	

44
名

　
臨

時
総

会
開

催
８
月
６
日
㈭

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

39
名

　
第

４
部

会『
人

口
20

万
人

を
割

る
日

な
に

が
起

こ
る

』
９
月
７
日
㈪

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

37
名

　
第

１
部

会『
リ

バ
ー

サ
イド

の
未

来
を

創
造

す
る

』
1
0
月
６
日
㈫

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

39
名

　
第

２
部

会『
釧

路
湿

原
の

利
用

』
1
0
月
1
7
日
㈯
・
1
8
日
㈰

　
川

湯
観

光
ホ

テ
ル

	
27

名
　

管
外

研
修

　
川

湯
、『

釧
路

の
将

来
に

つ
い

て
』

1
1
月
６
日
㈮

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

37
名

　
第

３
部

会『
こ

ん
な

考
え

方
も

あ
る

よ
』

1
2
月
６
日
㈰

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

新
館

	
13

1名
　

X
m

as
パ

ー
テ

ィ
ー

１
月
2
4
日
㈰

	
十

條
会

館
２Ｆ

大
ホ

ー
ル

	
64

名
　

　
第

31
期

定
期

総
会

　
会

長
　

本
間

鉄
夫

氏
２
月
４
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

38
名

　
執

行
部『

釧
路・

・今
・・

転
禍

為
福

』
３
月
４
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

41
名

　
執

行
部『

あ
す

な
ろ

ク
ラ

ブ・
和

を
考

え
る

』
４
月
２
日
㈮

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

36
名

　
�第

１
部

会『
今

　
問

わ
れ

る
産

業
廃

棄
物

の
処

理
の

行
方・

取
り

巻
く

環
境

』
５
月
６
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

47
名

　
第

４
部

会『
健

康
に

つ
い

て
』

６
月
３
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

45
名

　
第

２
部

会『
エ

イ
ズ

11
0番

』
７
月
７
日
㈬

	
Ｍ

Ｏ
Ｏ

ピ
ュ

ア
ラ

イ
オ

ン
	

48
名

　
執

行
部『

フ
リ

ート
ー

キ
ン

グ
タ

イ
ム

』
８
月
３
日
㈫

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

44
名

　
第

３
部

会『
ス

タッ
ド

レ
ス

タ
イ

ヤ
と

交
通

事
故

』
９
月
２
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

30
名

　
第

６
部

会『
忘

れ
た

頃
に

や
っ

て
来

る
災

害
』

1
0
月
７
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

27
名

　
第

５
部

会『
無

』─
無

に
つ

い
て

考
え

る
。

1
1
月
６
日
㈯

	
赤

い
ベ

レ
ー

	
29

名
　

管
外

研
修『

阿
寒

町
の

概
要

と
現

状
』

1
2
月
４
日
㈯

	
十

條
会

館
２Ｆ

大
ホ

ー
ル

	
10

3名
　

X
m

as
パ

ー
テ

ィ
ー

１
月
2
2
日
㈰

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

54
名

　
第

32
期

定
期

総
会

　
会

長
　

宮
澤

昌
典

氏
２
月
３
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

39
名

　
執

行
部『

釧
路

支
庁

の
役

割
と

課
題

』
３
月
４
日
㈮

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

42
名

　
�第

２
部

会『
釧

路
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

、現
在

、過
去

、未
来

』
　

ゲ
スト

　
釧

路
新

聞
社

編
集

局
長

　
横

澤
一

夫
氏

４
月
５
日
㈫

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

34
名

　
�第

３
部

会『
釧

路
市

経
済

の
概

況
と

主
要

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

』
５
月
1
0
日
㈫

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

32
名

　
�第

６
部

会『
生

き
残

り
を

か
け

て
今・

・・
３

企
業

に
見

る
、

そ
の

戦
略

を
さぐ

る！
』

６
月
３
日
㈮

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

38
名

　
第

１
部

会『
21

世
紀

に
豊

か
な

自
然

を
残

す
た

め
に

』
７
月
７
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

41
名

　
執

行
部『

あ
す

な
ろ

見
本

市
』

８
月
９
日
㈫

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

25
名

　
第

４
部

会『
ゴ

ミ
の

分
別

収
集

に
つ

い
て

』
９
月
６
日
㈫

	
Ｍ

Ｏ
Ｏ

プ
ー

ル
	

30
名

　
第

５
部

会『
服

を
着

た
まま

の
水

泳
』

1
0
月
１
日
㈯

	
コ

ン
キ

リ
エ

	
28

名
　

管
外

研
修『

厚
岸

町
の

歴
史

と
産

業
と

観
光

』
1
1
月
４
日
㈮

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

29
名

　
臨

時
総

会
1
2
月
４
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

11
2名

　
X

m
as

パ
ー

テ
ィ

ー

１
月
2
2
日
㈰

	
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
	

44
名

　
第

33
期

定
期

総
会

　
会

長
　

市
橋

清
捷

氏
２
月
1
4
日
㈫

	
幣

舞
荘

	
34

名
　『

今
、あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

で
は・

・』
３
月
７
日
㈫

	
幣

舞
荘

	
35

名
　『

あ
す

な
ろ

ク
ラ

ブ
の

現
状

を
考

え
る

』
４
月
７
日
㈮

	
幣

舞
荘

	
29

名
　『

より
よ

い
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

を
目

指
し

て
』

５
月
９
日
㈫

	
幣

舞
荘

	
25

名
　『

特
別

会
員

制
度

に
つ

い
て

』
６
月
７
日
㈬

	
幣

舞
荘

	
21

名
　『

製
造

物
責

任
法（

PL
法

）の
実

際
に

つ
い

て
』

７
月
1
4
日
㈮

	
笛

園
ビ

ル・
と

ん
㐂

	
37

名
　

懇
親

例
会

８
月
７
日
㈪

	
幣

舞
荘

	
31

名
　『

会
則

改
正

の
臨

時
総

会
』

９
月
1
0
日
㈰

	
大

谷
公

園
	

17
名

　
野

外
レ

クレ
ー

ショ
ン

1
0
月
1
3
日
㈮

	
幣

舞
荘

	
33

名
　『

道
政

参
画

６ヶ
月

を
迎

え
て

』
1
1
月
７
日
㈫

	
幣

舞
荘

	
23

名
　『

私
の

仕
事

〜
私

の
人

生
〜

私
の

愛
す

る
釧

路
』

1
2
月
３
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

36
名

　『
家

族
クリ

ス
マ

ス
例

会
』

１
月
2
1
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

35
名

　
第

34
期

定
期

総
会

　
会

長
　

市
橋

清
捷

氏
２
月
1
5
日
㈭

	
幣

舞
荘

	
24

名
　『

私
の

人
生・

私
の

仕
事

〜
起

業
家

に
聞

く
』

３
月
７
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

23
名

　�『
発

想
を

変
え

よう
〜

伸
び

る
企

業
は

こ
こ

が
違

う
─

成
功

企
業

の
事

例
紹

介
』

４
月
９
日
㈫

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

26
名

　『
釧

路
を

叱
る

』パ
ネ

ル
デ

ィス
カッ

ショ
ン

５
月
９
日
㈭

	
道

東
経

済
セ

ン
タ

ー
	

16
名

　『
水

泳
コ

ー
チ

か
ら

見
た

健
康

づ
くり

』
６
月
1
2
日
㈬

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

24
名

　『
日

本
の

伝
統

を
体

験
す

る
〜

茶
道

』
７
月
９
日
㈮

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

26
名

　『
地

酒・
福

司
の

実
力

』
８
月
７
日
㈬

	
笛

園
ビ

ル・
と

ん
㐂

	
22

名
　

納
涼

例
会

９
月
８
日
㈰

	
春

採
公

園
	

17
名

　
家

族
野

外
レ

クレ
ー

ショ
ン

1
0
月
８
日
㈫

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

30
名

　『
市

長
選

両
候

補
に

聞
く！

』
1
1
月
2
5
日
㈪

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

25
名

　『
引

継
例

会
』

1
2
月
１
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

30
名

　『
家

族
クリ

ス
マ

ス
例

会
』

第
35

期
事

業
報

告（
平

成
９

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
36

期
事

業
報

告（
平

成
10

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
37

期
事

業
報

告（
平

成
11

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
38

期
事

業
報

告（
平

成
12

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
39

期
事

業
報

告（
平

成
13

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

１
月
1
9
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

35
名

　
第

35
期

定
期

総
会

　
会

長
　

稲
場

文
男

氏
２
月
６
日
㈭

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

27
名

　『
我

が
人

生
』

３
月
2
3
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

41
名

　
創

立
35

周
年

記
念

例
会

４
月
８
日
㈫

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

28
名

　『
石

炭
産

業
の

現
状

と
将

来
の

展
望

』
５
月
８
日
㈭

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

32
名

　『
釧

路
の

港
を

考
え

る
』

６
月
６
日
㈮

	
笛

園
ビ

ル
	

34
名

　
懇

親
例

会
７
月
８
日
㈫

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

26
名

　『
国

際
社

会
に

お
け

る
日

本
と

釧
路

』
８
月
８
日
㈮

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

29
名

　『
釧

路
町・

釧
路

市
の

合
併

を
考

え
る

』
９
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　
弟

子
屈

町
当

別
	

　
　

大
鵬

荘
	

15
名

　
管

外
研

修
1
0
月
７
日
㈫

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

21
名

　『
釧

路
経

済
の

現
況

と
予

測
』

1
1
月
７
日
㈮

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

25
名

　『
次

期
執

行
部

へ
の

提
案

』
1
2
月
７
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

33
名

　『
家

族
クリ

ス
マ

ス
例

会
』

１
月
1
8
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
第

36
期

定
期

総
会

　
会

長
　

木
内

慎
太

郎
氏

２
月
６
日
㈮

	
居

酒
屋

案
山

子
	

36
名

　『
釧

路
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

へ
物

申
す

』及
び

送
別

会
３
月
６
日
㈮

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

33
名

　『
民

意
を

道
政

に
』伊

東
道

議
４
月
７
日
㈫

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

25
名

　『
歴

代
会

長
の

ク
ラ

ブ
発

展
を

共
に

歩
ん

で
』

５
月
７
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

25
名

　『
活

躍
す

る
グ

ル
ー

プ
を

紹
介

』
６
月
５
日
㈮

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

39
名

　『
綿

貫
釧

路
市

長
と

語
る

』
７
月
1
9
日
㈰

	
河

畔
公

園
	

16
名

　『
家

族
野

外
レ

クレ
ー

ショ
ン

』
８
月
７
日
㈮

	
Ｍ

Ｏ
Ｏ

銀
座

ラ
イ

オ
ン

	
28

名
　『

夏
の

ビ
ー

ル
例

会
』

９
月
８
日
㈫

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

27
名

　�『
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

40
周

年
に

向
け

て
　

資
料

の
保

存
と

内
規

の
作

成
に

つ
い

て
』

1
0
月
1
7
日
㈯
・
1
8
日
㈰

　
川

湯
観

光
ホ

テ
ル

	
24

名
　『

管
外

懇
親

例
会

』
1
1
月
６
日
㈮

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

23
名

　『
次

期
執

行
部

へ
の

提
案

例
会

』
1
2
月
５
日
㈯

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

35
名

　『
あ

す
な

ろ
ク

ラ
ブ

忘
年

会
』

１
月
９
日
㈯

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

35
名

　
第

37
期

定
期

総
会

　
会

長
　

飯
田

正
幸

氏
２
月
９
日
㈫

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

27
名

　『
ザ

ッ
税

金
』

３
月
４
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

24
名

　『
救

急
救

命
』

４
月
８
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

27
名

　『
会

員
ス

ピ
ー

チ
例

会
』

５
月
1
3
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

29
名

　『
ビ

ー
ル

例
会

』
６
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

37
名

　『
暴

力
団

と
企

業
』

７
月
８
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

24
名

　『
ク

ラ
ブ

活
動

が
半

期
を

終
え

て
仮

決
算

と
会

食
会

』
８
月
８
日
㈰

	
太

平
洋

パ
ー

クゴ
ル

フ
  ヒ

ルト
ップ

	18
名

　『
家

族
レ

クレ
ー

ショ
ン

』を
開

催
９
月
1
1
日
㈯
〜
９
月
1
2
日
㈰

	
阿

寒
ホ

テ
ル

エ
メラ

ルド
	

23
名

　『
一

泊
研

修
例

会
』

1
0
月
７
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

21
名

　『
一

度
地

獄
を

見
た

男
』

1
1
月
４
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

32
名

　『
イン

タ
ー

ネ
ット

を
実

践
し

て
み

よう
』

1
2
月
４
日
㈯

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

29
名

　『
忘

年
例

会
』

１
月
1
5
日
㈯

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

33
名

　
第

38
期

定
期

総
会

　
会

長
　

安
藤

栄
治

氏
２
月
３
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

27
名

　『
21

世
紀

の
北

海
道

そ
し

て
釧

路
』

３
月
９
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

24
名

　『
お

宮
に

行
っ

て
見

よう
』

４
月
６
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

30
名

　『
こ

れ
が

介
護

保
険

だ
』

５
月
1
1
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

28
名

　『
最

近
の

釧
路

に
お

け
る

四
方

山
話

し
』

６
月
８
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　『
ビ

ー
ル

例
会

』
７
月
６
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

28
名

　『
第

２
部

会
　

お
お

い
に

語
る

』
８
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

26
名

　『
釧

路
地

方
の

気
象・

地
震

』
９
月
９
日
㈯
〜
９
月
1
0
日
㈰

	
 1

7名
　『

一
泊

研
修

例
会

』
1
0
月
５
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

27
名

　『
己

の
体

力
を

知
る

』
1
1
月
９
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

33
名

　『
綿

貫
釧

路
市

長
へ

の
期

待
』

1
2
月
７
日
㈭

	
釧

路
プ

リン
ス

ホ
テ

ル
	

38
名

　『
忘

年
会

例
会

』

１
月
1
3
日
㈯

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

35
名

　
第

39
期

定
期

総
会

　
会

長
　

中
尾

嘉
男

氏
２
月
８
日
㈭

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

34
名

　『
道

議
会

活
動

報
告

』
３
月
３
日
㈯

	
王

子
製

紙
釧

路
工

場
	

25
名

　『
地

球
環

境
を

考
え

る
』

４
月
1
1
日
㈬

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

39
名

　
合

同
例

会『
対

話
』

５
月
９
日
㈬

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

28
名

　『
第

三
、第

四
部

会
の

合
同

例
会

』
６
月
６
日
㈬

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

28
名

　『
幻

想
の

世
界

オ
ー

ロ
ラ

に
魅

せ
ら

れ
て

』
７
月
６
日
㈮

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

41
名

　『
ビ

ー
ル

例
会

』
８
月
９
日
㈭

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

33
名

　『
第

一
、第

二
部

会
の

合
同

例
会

』
９
月
７
日
㈮

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

31
名

　『
近

隣
町

村
か

ら
見

た
釧

路
』

1
0
月
６
日
㈯

	
川

湯
観

光
ホ

テ
ル

	
23

名
　『

宿
泊

例
会

』
1
1
月
７
日
㈬

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

39
名

　『
生

活
習

慣
病

』加
勢

内
科

院
長

様
1
2
月
８
日
㈯

	
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

40
名

　『
忘

年
会

例
会

』



－　　－96

活
　
動
　
報
　
告

第
40

期
事

業
報

告（
平

成
14

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
41

期
事

業
報

告（
平

成
15

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
42

期
事

業
報

告（
平

成
16

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
43

期
事

業
報

告（
平

成
17

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
44

期
事

業
報

告（
平

成
18

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

1
月
1
1
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

36
名

　
執

行
部【

定
期

総
会

】
　

�第
３９

期
決

算
な

ら
び

に
活

動
報

告
、第

３０
期

畑
会

長
選

出
　

年
間

テ
ー

マ「
刮

目（
か

つ
もく

）」
を

発
表

2
月
2
2
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

43
名

　
執

行
部【

創
立

４０
周

年
記

念
式

典
】

　
創

立
40

周
年

の
記

念
式

典
を

開
催

。
3
月
8
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

26
名

　
執

行
部【

創
立

40
周

年
記

念
式

典
決

算
報

告
と

懇
親

会
】

4
月
1
2
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

30
名

　
執

行
部【

釧
路

経
済

の
現

況
と

課
題

】
5
月
1
0
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

19
名

　
執

行
部【

新
入

会
員

の
ス

ピ
ー

チ
】

6
月
7
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

21
名

　
執

行
部【

会
員

講
師

例
会

】
7
月
7
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

35
名

　
執

行
部【

ビ
ー

ル
例

会
】

8
月
7
日
㈬

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

20
名

　
執

行
部【

釧
路

の
市

政
報

告
】

9
月
1
3
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

18
名

　
執

行
部【

オ
リ

エ
ン

テ
ー

ショ
ン

】
10
月
12
日
㈯
〜1
3日
㈰

　
川

湯
グ

ラ
ンド

ホ
テ

ル
	

18
名

　
執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】「
大

い
に

飲
ん

で
語

ろう
～

」
1
1
月
8
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

25
名

1
2
月
6
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

36
名

　
執

行
部【

忘
年

例
会

】

1
月
1
8
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
執

行
部【

第
４１

期
定

期
総

会
】

　
�第

４０
期

決
算

な
ら

び
に

活
動

報
告

、第
４１

期
谷

口
会

長
選

出
2
月
6
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

37
名

　
執

行
部【

最
近

の
事

件
か

ら
見

た
会

場
本

庁
の

役
割

】
3
月
6
日
㈭

	
釧

路
工

業
技

術
振

興
セ

ン
タ

ー
	2

9名
　

執
行

部【
釧

路
工

業
技

術
振

興
セ

ン
タ

ー
見

学
】

4
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
執

行
部【

出
逢

い
と

人
づ

くり
】

5
月
8
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
執

行
部【

地
場

産
業

を
食

す
】

6
月
1
2
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

34
名

　
第

4部
会【

介
護

保
険

制
度

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

】
7
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

40
名

　
第

3部
会【

あ
な

た
の

会
社

,お
助

け
し

ま
す

】
8
月
7
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

37
名

　
執

行
部【

ビ
ー

ル
例

会
】

9
月
1
1
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

34
名

　
第

1部
会【

道
な

い
大

陸
】

10
月
11
日
㈯
〜1
2日
㈰

　
ニ

ュ
ー

阿
寒

ホ
テ

ル
	

24
名

　
執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】
1
1
月
1
3
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
第

2部
会【

動
物

園
の

改
革

】
1
2
月
6
日
㈯

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

33
名

　
執

行
部【

忘
年

例
会

】

1
月
7
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

49
名

　
執

行
部【

第
４２

期
定

期
総

会
】

　
�第

41
期

決
算

な
ら

び
に

活
動

報
告

、第
42

期
本

間
会

長
を

選
出

。年
間

テ
ー

マ「
新

た
な

る
挑

戦
」

2
月
1
2
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
執

行
部【

絵
手

紙
を

作
る

】
3
月
1
1
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
執

行
部【

新
会

員
の

パ
ワ

ー
を

見
せ

る
】

4
月
8
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

40
名

　
執

行
部【

咄
嗟

の
時

 救
急

車
を

貴
方

は
呼

べ
ま

す
か？

】
5
月
4
日
㈮

	
釧

路
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

22
名

　
執

行
部【

山
菜

を
食

す
】

6
月
1
3
日
㈮

	
西

別
岳

	
14

名
　

執
行

部【
西

別
岳

登
山

に
挑

戦！
】

　
ク

ラ
ブ

の
歴

史
に

残
る

大
挑

戦
に

な
っ

た
。

7
月
8
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

35
名

　
第

1部
会【

観
光

～
よ

ろ
し

く～
釧

路
】

8
月
1
2
日
㈬

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

29
名

　
第

3部
会【

葬
儀

～
突

然
の

身
内

、友
人

の
死

に
つ

い
て

】
9
月
9
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

29
名

　
第

4部
会【

水
～

釧
路

の
名

水
を

求
め

て
】

10
月
11
日
㈯
〜1
2日
㈰

　
川

湯
プ

ラ
ザ

ホ
テ

ル
	

23
名

　
執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】
1
1
月
1
1
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

32
名

　
第

2部
会【

未
来

に
向

け
て

合
併

】
1
2
月
4
日
㈮

	
浪

花
町

16
番

倉
庫

	
32

名
　

執
行

部【
忘

年
例

会
】

1
月
1
5
日
㈯

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　
執

行
部【

定
期

総
会

】第
４３

期
関

会
長

選
出

　
年

間
テ

ー
マ「

絆
」を

発
表

2
月
2
4
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

30
名

　
執

行
部『

大
地

と
空

知
～

北
海

道
、羊

牧
場

の
一

年
』

3
月
1
7
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

33
名

　
執

行
部【

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
】

4
月
1
2
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

41
名

　
執

行
部【

見
本

市・
展

示
会

】
5
月
1
0
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

�執
行

部【
釧

路
動

物
園

第
二

弾
ピ

フ
ォ

ー
ア

ンド
ア

フ
タ

ー
】

6
月
7
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
そ

ば
打

ち
に

挑
戦

】
7
月
7
日
㈰

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
野

遊
会

】
8
月
7
日
㈬

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
学

校
の

底
力

】
9
月
1
3
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
海

猿
】

10
月
12
日
㈯
〜1
3日
㈰

	
川

湯
グ

ラ
ンド

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
管

外
宿

泊
研

修
】「

ア
イ

ヌ
文

化
に

ふ
れ

る
」

1
1
月
8
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
新・

釧
路

市
ハ

ート
フ

ル
な

観
光

案
内

運
動

】
1
2
月
6
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
　

執
行

部【
忘

年
例

会
】

1
月
2
0
日
㈮

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

41
名

　
執

行
部【

定
期

総
会

】第
３０

期
平

野
会

長
選

出
　

年
間

テ
ー

マ「
す

ま
ん

ネ
の

口
福（

幸
福

）」
を

発
表

2
月
1
6
日
㈭

	
春

採
　

大
喜

湯
	

30
名

　
執

行
部【

ス
キ

ン
シ

ッ
プ

で
す

ま
ん

ネ
の

実
践

】
3
月
1
6
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

26
名

　
執

行
部【

より
安

全
を

求
め

て
】

4
月
1
3
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

38
名

　【
ア

イ
デ

ア
の

生
か

し
方

】
5
月
2
1
日
㈰

	
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
	

28
名

　
執

行
部【

山
菜

を
食

す
】

6
月
1
5
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

33
名

　
執

行
部【

第
１

回
部

会
対

抗
プ

レ
ゼ

ン
コ

ン
ペ

】
7
月
2
日
㈰

	
西

別
岳

　
養

老
牛

温
泉

	
35

名
　

執
行

部【
西

別
岳

登
山

と
養

老
牛

温
泉

】
　

ク
ラ

ブ
で

２
回

目
の

登
山

。
8
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

20
名

　
執

行
部【

第
２

回
部

会
対

抗
プ

レ
ゼ

ン
コ

ン
ペ

】
9
月
1
4
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

33
名

　【
第

三
回

部
会

対
抗

プ
レ

ゼ
ン

コ
ン

ペ
】

10
月
21
日
㈯
〜2
2日
㈰

	
屈

斜
路

プ
リン

ス
ホ

テ
ル

	
21

名
　

執
行

部【
管

外
宿

泊
研

修
】

1
1
月
9
日
㈭

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

25
名

　
執

行
部【

最
終

部
会

対
抗

プ
レ

ゼ
ン

コ
ン

ペ
】

1
2
月
2
日
㈯

	
釧

路
パ

シ
フ

ィッ
ク

ホ
テ

ル
	

36
名

　
執

行
部【

忘
年

例
会

】

第
45

期
事

業
報

告（
平

成
19

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
46

期
事

業
報

告（
平

成
20

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
47

期
事

業
報

告（
平

成
21

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
48

期
事

業
報

告（
平

成
22

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

第
49

期
事

業
報

告（
平

成
23

年
１

月１
日

〜
12

月
31

日
）

1
月
1
8
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
35

名
　

執
行

部【
第

45
期

定
期

総
会

】第
45

期
福

田
会

長
選

出
　

年
間

テ
ー

マ「
発

見・
知

見・
想

見
　

夢
釧

路
」

2
月
9
日

	
ア

ク
ア

ベ
ー

ル
	

35
名

　
執

行
部【

４５
周

年
記

念
例

会
】

3
月
1
4
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
30

名
　

執
行

部【
裁

判
員

制
度

】
4
月
1
2
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
35

名
　

執
行

部【
道

州
制

】
5
月
1
7
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
32

名
　

第
3部

会【
大

胆
宣

言！
釧

路
は

日
本

一
住

み
や

す
い

】
6
月
1
4
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
25

名
　

第
1部

会【
釧

路
の

食
と

観
光

】
7
月
2
2
日

	
千

代
の

浦
マ

リン
パ

ー
ク

	
25

名
　

執
行

部【
野

遊
会

】
8
月
2
3
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
34

名
　

第
2部

会【
あ

す
な

ろ
第

２
町

内
会

】
　「

町
内

会
お

助
け

券
で

活
性

化
」

9
月
1
3
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
28

名
　

�第
4部

会【
釧

路
で

暮
ら

そ
う

第
２

の
人

生（
移

住
）、

充
実

応
援

】
1
0
月
2
0
日

	
知

床
グ

ラ
ンド

ホ
テ

ル
	

19
名

　
執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】
　「

知
床

世
界

遺
産

を
学

ぶ
」

1
1
月
8
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
27

名
　

執
行

部【
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
に

つ
い

て
】

マ
ス

プ
ロ

電
工

釧
路

営
業

所
 小

野
文

彦
様

1
2
月
8
日

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
34

名
　

執
行

部【
忘

年
例

会
】

1
月
1
9
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
33

名
　

執
行

部【
第

46
期

定
期

総
会

】第
46

期
福

田
会

長
選

出
　

年
間

テ
ー

マ「
自

己
研

鑽
と

協
力

同
心

」
2
月
1
4
日
㈭

　
㈶

釧
路

根
室

圏
産

業
技

術
振

興
セ

ンタ
ー

		


31
名

　
執

行
部【

鮭
の

骨
か

ら
プ

ロ
テ

オ
グ

リカ
ン

】
3
月
1
6
日
㈰

	
ま

な
ぼ

っ
と

釧
路

	
24

名
　

執
行

部【
妻

に
捧

げ
る

男
の

料
理

】
4
月
1
6
日
㈬

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
34

名
　

第
4部

会【
資

産
運

用
を

学
ぼ

う
】

5
月
1
4
日
㈬

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
35

名
　

第
1部

会【
神

道
の

し
き

た
りと

心
得

】
6
月
1
1
日
㈬

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
37

名
　

第
2部

会【
耐

震・
岸

壁
　

旅
客

タ
ー

ミナ
ル

】
7
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
32

名
　

第
3部

会【
め

ざ
せ！

脱
メタ

ボ
リッ

ク
】

8
月
1
0
日
㈰

	
茅

野
公

園
	

24
名

　
執

行
部【

野
遊

会
】　

9
月
2
8
日
㈰

	
陸

上
自

衛
隊

釧
路

駐
屯

地
	

25
名

　
執

行
部【

自
衛

隊
で

日
本

の
国

防
を

学
ぶ

】
10
月
18
日
㈯
〜1
9日
㈰

　
阿

寒
湖

国
立

公
園

	
13

名
　

執
行

部【
管

外
宿

泊
研

修
】

　「
あ

な
た

の
し

ら
な

い
もう

ひ
と

つ
の

阿
寒

」
1
1
月
1
3
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
26

名
　

�執
行

部【
使

っ
て

い
る？

イン
タ

ー
ネ

ット
と

忘
れ

ち
ゃ

い
け

な
い

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

】
1
2
月
6
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
32

名
　

執
行

部【
忘

年
例

会
】

1
月
2
4
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
40

名
　

執
行

部【
第

47
期

定
期

総
会

】第
47

期
宮

崎
会

長
選

出
　

年
間

テ
ー

マ「
釧

路
の

今
、そ

し
て

こ
れ

か
ら

」を
発

表
2
月
1
9
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
34

名
　

執
行

部【
釧

路
市

の
未

来
像

-そ
の

実
現

の
た

め
に

】
3
月
1
9
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
31

名
　

執
行

部【
釧

路
市

お
よ

び
そ

の
周

辺
の

観
光

に
つ

い
て

】
4
月
2
2
日
㈬

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
28

名
　

�執
行

部【
世

界
経

済・
金

融
市

場
の

動
きと

道
東

の
経

済
情

勢
】

5
月
1
4
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
33

名
　

第
3部

会『
フ

ット
パ

ス
か

ら
学

ぶ
歩

く
道

の
文

化
』

6
月
1
1
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
29

名
　

第
2部

会『
釧

路
ＺＯ

Ｏ
　

折
り

紙
プ

ロ
ジ

ェ
クト

!!』
7
月
5
日
㈰

	
千

代
の

浦
マ

リン
パ

ー
ク

	
19

名
　

執
行

部【
野

遊
会

】
8
月
4
日
㈫

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
32

名
　

第
1部

会
 『

釧
路

の
地

酒
　

福
司

を
知

る
』

9
月
1
4
日
㈪

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
36

名
　

第
4部

会『
釧

路
の

食
文

化
の

こ
れ

か
ら

を
み

つ
め

て
』

10
月
17
日
㈯
〜1
8日
㈰

　
池

田
町

ワ
イン

城
十

勝
川

温
泉

		


25
名

　
�執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】『
十

勝
ワ

イン
に

学
ぶ

、地
域

産
業

振
興

』
1
1
月
1
2
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
30

名
　

執
行

部【
地

域
と

大
学

】
1
2
月
5
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
36

名
　

執
行

部【
忘

年
例

会
】

1
月
9
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
42

名
　

執
行

部【
第

48
期

定
期

総
会

】第
48

宮
崎

会
長

選
出

　
年

間
テ

ー
マ「

挑
戦

　
釧

路
」を

発
表

2
月
1
4
日
㈰

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
32

名
　

執
行

部【
地

方
目

線
、国

政
目

線
か

ら
の

挑
戦

釧
路

】
3
月
8
日
㈪

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
33

名
　

執
行

部【
三

つ
星

レ
スト

ラ
ン

シ
ス

テ
ム

の
挑

戦
】

4
月
5
日
㈪

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
33

名
　

執
行

部【
環

境
テ

ク
ノ

ス
の

あ
ゆ

み
】

5
月
1
3
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
32

名
　

第
1部

会【
歌

で
挑

戦
ヒ

ート
ボ

イ
ス

】 
6
月
1
0
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
35

名
　

第
2部

会【
太

陽
光

発
電

　
空

に
太

陽
が

あ
る

限
り

】
7
月
4
日
㈰

	
千

代
の

浦
マ

リン
パ

ー
ク

	
23

名
　

執
行

部【
野

遊
会

】
8
月
2
8
日
㈯

	
山

花
RV

農
園

　
山

花
温

泉
リフ

レ
		


19

名
　

�第
3部

会【
地

産
地

食
～

釧
路

の
大

地
の

恵
み

を
食

す！
！】

9
月
9
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
25

名
　

�第
4部

会【
パ

ワ
ー

スト
ー

ン
に

挑
戦！

天
然

石
の

魅
力

に
迫

る
】

10
月
16
日
㈯
〜1
7日
㈰

　
庶

路
トン

ネ
ル

　
阿

寒
湖

温
泉

		


25
名

　
執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】
1
1
月
1
0
日
㈬

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
30

名
　【

地
域

社
会

に
お

け
る

地
方

新
聞

の
役

割
】

1
2
月
4
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
29

名
　【

忘
年

例
会

】

1
月
2
2
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
38

名
　

執
行

部【
第

49
期

定
期

総
会

】第
49

齋
藤

会
長

選
出

　
年

間
テ

ー
マ「

創
る・

つ
な

ぐ・
釧

路
の

未
来

」を
発

表
2
月
1
7
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
38

名
　

執
行

部【
人

口
減

少
に

よ
る

釧
路

市
の

街
づ

くり
】

3
月
1
0
日
㈪

	
バ

イ
オ

マ
テ

ック
ジ

ャ
パ

ン
㈱

	
25

名
　

�執
行

部【
あ

な
た

の
健

康
を

サ
ポ

ート
す

る
プ

ロ
テ

オ
グ

リカ
ン

とⅡ
型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
】

4
月
1
3
日
㈬

	
釧

路
芸

術
館

	
34

名
　

�第
1部

会【
楽

し
む

力
へ

の
注

目
 ！
〜

誰
も

が
ア

ー
テ

ィス
ト！

ア
ート

は
感

動
だ

 ！
】

5
月
1
4
日
㈯

	
高

橋
商

会
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名

　
執

行
部【

環
境

へ
の

優
し

さ
と

地
球

未
来

の
創

造
】

6
月
1
6
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
30

名
　

第
4部

会【
リ

ズ
ム

体
操

で
リフ

レ
ッ

シ
ュ

】
7
月
2
4
日
㈰

	
あ

か
ん

ラ
ンド

丹
頂

の
里
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名
　

執
行

部【
親

睦
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
大

会
】

8
月
1
7
日
㈬

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
35

名
　

�第
2部

会【
釧

路
に

お
け

る
社

会
福

祉
施

設
の

物
作

り
人

作
り

】
9
月
1
7
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
33

名
　

�執
行

部【
国

会
活

動
の

丸
二

年
を

振
り

返
っ

て
〜

山
積

す
る

政
治

課
題

を
語

る
〜

】
10
月
15
日
㈯
〜1
6日
㈰

　
笹

谷
商

店
　

釧
白

工
場

　
阿

寒
湖

温
泉

		


24
名

　
�執

行
部【

管
外

宿
泊

研
修

】全
国

に
発

信
す

る
笹

谷
商

店
工

場
視

察
1
1
月
1
7
日
㈭

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
31

名
　

�第
3部

会【
釧

路
の

食
文

化
〜

地
域

お
こ

し
に

つ
な

が
る

食
材

〜
】

1
2
月
3
日
㈯

	
釧

路
キ

ャッ
ス

ル
ホ

テ
ル

	
33

名
　

執
行

部【
家

族
同

伴
クリ

ス
マ

ス
例

会
】
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50周年記念協賛御芳名　（順不同、敬称略）

釧路循環器呼吸器クリニック	 院　　　長	 西　村　　　進
釧路中央青果株式会社	 代表取締役	 横　地　敏　光
㈲丸共　小林商事	 代表取締役	 小　林　善　雄
釧路あすなろサッポロビール会	 会　　　長	 横　地　敏　光
サッポロビール㈱道東支社	 支　社　長	 森　本　光　俊
釧路あすなろクラブ	 チャーターメンバー	 今　田　英　三
釧路あすなろクラブ	 元　会　員	 川　口　　　征
釧路あすなろクラブ	 元　会　員	 松　本　重　政
釧路あすなろクラブ	 元　会　員	 坂　上　政　敏
釧路あすなろクラブ	 元　会　員	 石　田　博　司
釧路あすなろクラブ	 元　会　員	 茂　木　晃　一
厳島神社	 宮　　　司	 菊　池　吉　郎
安藤印鋪㈱	 代表取締役	 安　藤　整　治
三洋電気船具㈱	 代表取締役	 市　橋　清　捷
自由民主党北海道第七選挙区支部	 支　部　長	 伊　東　良　孝
春採小型清掃合資会社	 代表取締役	 小野寺　英　夫
丸甲金物㈱	 代表取締役	 木　元　章　義
㈱スズキアリーナ道東		  草　島　守　之
久保板金工業所	 代　　　表	 久　保　文　明
㈱クロダ部品商工	 代表取締役	 黒　田　厚　司
太平洋美装株式会社	 専務取締役	 近　藤　義　男
釧路衛星㈱	 専務取締役	 斎　藤　剛　史
㈲富士車体興業	 代表取締役	 齊　藤　政　行
共立電機サービス	 代　　　表	 坂　本　裕　人
クラフトパークフクハラ武佐店	 オ ー ナ ー	 佐　藤　敦　子
丸亜工業㈱	 取締役会長	 清　水　雅　則
㈱スギヤマオート	 代表取締役	 杉　山　宏　司
釧路キャッスルホテル㈱	 代表取締役	 反　保　裕　文
中央防災システム㈱	 取締役会長	 泰　地　秀　信
㈱プラスアート	 代表取締役	 高　木　俊　一
㈲エヌジェーシー	 専務取締役	 谷　口　耕　二
北海化学防水株式会社	 代表取締役	 栂　野　謙　二
㈱サンホームサービス	 代表取締役	 中　島　康　秀
㈲中村塗装工業	 代表取締役	 中　村　　　博
㈱ＫＩＳ	 代表取締役	 永　田　敦　子
㈱山仁野口商会	 代表取締役	 野　口　　　仁
㈱徳寿園	 役　　　員	 服　部　恵　子
畑電機㈱	 代表取締役	 畑　　　　　稔
㈱釧路第一経営センター	 代表取締役	 青　木　孝　志
木内印刷㈲	 代表取締役	 木　内　慎太郎
株式会社前田美粧	 代表取締役	 前　田　昭　夫
㈲兼芳新潟屋前商店	 代表取締役	 前　　　芳　弘
㈱近藤設備工業	 代表取締役	 宮　崎　博　好
宮澤保険事務所	 所　　　長	 宮　澤　昌　典
葬儀社㈲丸喜冠葬	 代表取締役	 結　城　　　太
ヨシダグループ	 代　　　表	 吉　田　良　幸
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50周年事業会議開催記録
　　　日　　付
２０１０．１１．０４　　木曜日　　キャッスルホテル　　１１名　　会長会
２０１０．１１．１７　　水曜日　　伊東良孝事務所　　　　７名　　実行委員会
２０１１．０１．１８　　火曜日　　キャッスルホテル　　　５名　　実行委員会
２０１１．０２．２３　　水曜日　　畑電機　　　　　　　　６名　　記念誌
２０１１．０４．１３　　水曜日　　道立釧路芸術館　　　例会後　　実行委員会
２０１１．０５．２０　　金曜日　　キャッスルホテル　　１０名　　実行委員会
２０１１．０６．０４　　土曜日　　畑電機　　　　　　　　７名　　記念誌
２０１１．０６．１８　　土曜日　　キャッスルホテル　　　４名　　式典
２０１１．０６．２７　　月曜日　　第一経営センター　　　８名　　実行委員会
２０１１．０９．０５　　月曜日　　絹　　　　　　　　　　４名　　三役会
２０１１．０９．１３　　火曜日　　寿庵　　　　　　　　　８名　　記念誌
２０１１．０９．１４　　水曜日　　キャッスルホテル　　　９名　　式典（会長会）
２０１１．０９．１７　　土曜日　　キャッスルホテル　　１０名　　実行委員会
２０１１．０９．２８　　水曜日　　グランママ　　　　　　７名　　記念誌
２０１１．１０．１２　　水曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１０．１３　　木曜日　　キャッスルホテル　　　９名　　実行委員会
２０１１．１０．２０　　木曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１１．０４　　金曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１１．０９　　水曜日　　キャッスルホテル　　　７名　　実行委員会
２０１１．１１．１０　　木曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１１．１９　　金曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１２．０１　　木曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１２．０７　　水曜日　　くしろわっと　　　　　７名　　記念誌
２０１１．１２．１４　　水曜日　　くしろわっと　　　　　８名　　記念誌
２０１１．１２．１８　　日曜日　　畑　電機　　　　　　１０名　　実行委員会
２０１２．０１．１５　　日曜日　　畑　電機　　　　　　　６名　　記念誌
２０１２．０１．１８　　水曜日　　第一経営センター　　１１名　　実行委員会
２０１２．０１．２７　　金曜日　　富士車体興業　　　　　８名　　記念誌
２０１２．０１．３０　　火曜日　　畑　電機　　　　　　　９名　　式典
２０１２．０２．０４　　土曜日　　畑　電機　　　　　　　３名　　式典
２０１２．０２．０８　　水曜日　　キャッスルホテル　　１１名　　実行委員会
２０１２．０２．０９　　木曜日　　くしろわっと　　　　　７名　　記念誌
２０１２．０２．１３　　月曜日　　キャッスルホテル　　１１名　　式典
２０１２．０２．１６　　木曜日　　くしろわっと　　　　　５名　　記念誌
２０１２．０２．１７　　金曜日　　畑電機　　　　　　　　３名　　式典
２０１２．０２．２３　　木曜日　　キャッスルホテル　　　５名　　実行委員会
２０１２．０２．２８　　火曜日　　くしろわっと　　　　　７名　　記念誌
２０１２．０２．２９　　水曜日　　キャッスルホテル　　　７名　　実行委員会
２０１２．０３．１２　　月曜日　　くしろわっと　　　　　６名　　記念誌
２０１２．０３．２３　　金曜日　　くしろわっと　　　　　４名　　記念誌
２０１２．０５．１１　　金曜日　　くしろわっと　　　　　９名　　記念誌
２０１２．０５．２２　　火曜日　　くしろわっと　　　　　７名　　記念誌
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実 行 委 員 長	 伊　東　良　孝
副実行委員長	 草　島　守　之
事 務 局 長	 木　内　慎太郎
事 　 務 　 局	 福　田　紀　幸
事 　 務 　 局	 谷　口　耕　二
会　　　　計	 木　元　章　義
監　　　　査	 宮　澤　昌　典
監　　　　査	 中　尾　嘉　男

創立50周年記念実行委員会

式典委員会
委 　 員 　 長	 畑　　　　　稔
副 委 員 長	 近　藤　義　男
	 及　川　雅　順
	 関　川　孝　輔
	 吉　田　良　幸
	 小野寺　英　夫
	 斎　藤　剛　史
	 佐　藤　敦　子
	 中　村　　　博
	 猪　俣　利　之
	 服　部　恵　子

記念誌委員会
委 　 員 　 長	 本　間　英　俊
副 委 員 長	 清　水　雅　則
	 安　藤　栄　治
	 平　野　幹　雄
	 永　田　敦　子
	 杉　本　眞　美
	 吉　川　克　義
	 谷　口　耕　二
	 木　元　章　義

協賛委員会
委 　 員 　 長	 泰　地　秀　信
副 委 員 長	 福　田　紀　幸
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　異業種交流の先駆者である、我が釧路あすなろクラブが半世紀を迎え、記念誌編集委員長を命ぜ

られました事に責任の重大さを感じ、どの様にまとめるのが良いのかを考え、委員各人に編集を依

頼することから始めました。

　今回初めてパソコンを使って効率良く編集を進めることができ、便利な時代になったものと感心

するばかりです。最初の段階では第40期からの10年分をまとめる予定でしたが、編集委員による話

し合いで長い歴史のあるクラブの重みを考えると50年分をまとめる事がベストではないかと決断

し、大変な作業になることを覚悟で創立期から今日までを全て１冊にまとめる事になりました。

　昨年10月より、釧路市民活動センター「わっと」に集まり、週一回二時間程度編集作業を行って

まいりました。本心は週一回の集まりは苦痛でしたが、回数を重ねる事に連帯感が増し、楽しく作

業が進行したのではないかと私の勝手な想像ですが、そんな気がします。

　編集している段階で創立期から50年を読み返しますと、我々一同、先輩達のクラブに対する思い

と、これまでに発刊された記念誌の凄さに驚くばかりです。会員の皆様方には、是非一度この貴重

な50周年記念誌をじっくり読んで頂き、クラブの歴史を再認識して欲しいと思っております。

　最後に長期間多忙の中、私のわがままで記念誌編集委員の皆様方に集まって頂き、大変な作業を

行って頂いた事に心から感謝とお礼を申しあげます。

　　平成24年５月吉日

釧路あすなろクラブ 創立50周年記念 記念誌委員長　本　間　英　俊　

編　　集　　後　　記
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